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登場人物




七なな穂ほ

幼い頃、母親の稲穂を亡くし、父・健二と二人暮らす女子校生。多忙な父を支える健気な娘だが、居候してきた伯父により処女を散らされてしまう。




健けん二じ

七穂の父親。一人娘の七穂に家を任せて働く一流企業の部長。




伯父おじ

健二の兄。実家を追い出され弟の一戸建てに転がり込んだ中年無職。かつて片思いしていた稲穂の面影を持つ姪、七穂と無理やり肉体関係を結ぶ。





あらすじ




父・健二と二人暮らしの女子校生・七穂のもとに、父の兄が転がり込んでくる。そして、父が自宅を開けた隙に、歪んだ愛情をもつ伯父により、七穂は処女を奪われてしまうのだった。父を、家庭を気遣って口を噤む娘。しかし伯父はそこにつけこみ、父親の死角で七穂の若い肉体を貪りつづけるのだった…。





			　プロローグ　姪と伯父

			


			　七なな穂ほの歩みに合わせて、黒髪を結ったポニーテールが右へ左へ。

			　肩甲骨ほどの位置にある毛先が刻むテンポに合わせて、内側から突き上げられるように張り出した制服の胸元も、ゆさ、ゆさ、と揺れる。

			　背丈こそ中背だが、彼女の体付きはムチムチとして実に豊かだった。

			　革靴を履いた足下からボディラインを上へとなぞっていけば、まずは紺のハイソックスに包まれている引き締まった足首。そこから滑らかに膨らんでいく、張りのあるふくらはぎ。そして彼女が一歩踏み出すごとにムチムチとたわむ、肉付きのよいむっちりと太めの腿。

			　白を基調にした、水夫を思わせる涼しげな制服に、夏の熱風がまとわりつく。かなり丈を詰めた制服のプリーツスカートを、瑞々しい肉の詰まった安産型の大きな尻が内側から押し上げていた。プリッと丸みが強いヒップは、太腿以上の肉感をスカート越しにも見せつける。そして女性らしさが詰まったどっしりと幅広な腰周りから、くびれながらもプニッとした柔らかさのあるウエスト。それを経て、制服の赤い三角タイを張り出させている豊かな胸に至る。

			　健康的で瑞々しく、肉感的。性的魅力に優れる女体を持つ少女は、朝夕に行き来する通学の道を、自宅へ向かって歩く。だが、帰宅の歩みを進める七穂の気は重い。

			「はぁ～……家事をしなくちゃいけないから、帰らないわけにもいかないし……」

			　困った様子で眉尻を下げ、彼女は大きく溜め息をつく。

			　右の目尻にある泣きボクロが印象的な顔には、まだ少女っぽさが残る。清純そのものといっていい可愛らしさを持ちながら、これから大人として完成されていく途上にある顔立ち。異性はもちろん同性にも、第一印象で悪いものを抱かれる可能性皆無であろう、一目で魅力的と感じられる容貌だ。

			「……着いちゃった」

			　もう一度、眉をハの字にして溜め息をつく。彼女をそこまで嘆息させる原因が、自宅にはある。

			　七穂は早くに母、稲いな穂ほを亡くし、父である健二と二人暮らし。忙しい父に負担をかけまいと、自分のことは自分でやり、早くから父に代わって家事をするようになった。

			　これまでそうして、平穏に父子二人暮らしをしてきたのであるが、それが最近では違ったものになってしまっている。

			「ただいまー……」

			　自宅に入り、靴を脱ぐまでのわずかな時間。その間にリビングのドアが開かれた。

			「おかえりー、七穂ちゃん。今日は遅かったねぇ？」

			　リビングから姿を見せたのは、かなり頭髪が寂しくなった恰幅のいい中年男。父と娘の二人暮らしであったこの家に、しばらく前から居着いている父の兄だ。

			　無精髭の目立つ丸顔に、開いているのやら閉じているのやらわからない細い目。締まりのない口元にニコニコとした……いやヘラヘラとした笑みを浮かべ、中年にして好好こうこう爺や然とした様相を見せていた。

			　巨躯とは言えないが、七穂より頭一つは上背があり、固太りのがっしりとした体格。半袖シャツの袖口を張り詰めさせる腕などは野太く、丸太のようだ。頭髪の寂しさとは反対に、腕には濃く毛が生え揃って、手の甲まで繋がるほど毛深い。

			「今日は学級委員長の仕事があったから、それで遅くなっただけですっ」

			　親類とはいえ、過度に馴れ馴れしいほどの口振りの伯父とは対照的に、七穂は突き放さんばかりの口振りで返す。

			　平穏な父と娘二人きりの暮らしに入り込んできて、七穂の悩みの種となっているのが、この伯父の存在だった。

			　彼女が父から聞いた限りでは、見た目はあの通りだが運動神経はよく、頼りになって、昔はそこそこの会社に真面目に勤めていたという。だが七穂が生まれる前に、なにかのきっかけで引きこもりになったらしい。

			　現在は引きこもり状態を脱したようではあるが、いまだに無職のまま。それが原因で喧嘩した末に、実家から家出のようにして弟のところへ、つまり七穂の父のところへ転がり込んできた居候だ。

			「そっか～、七穂ちゃん委員長だもんねぇ。いやぁお疲れ様、お疲れ様」

			　靴を脱いで家に上がった七穂の肩に、伯父が手を置く。その手は労いたわりを感じるものではなく、伝わってくるのはいやらしい下心。

			「っ……！」

			　伯父の手に触れられると、七穂はビクンと凹凸豊かな女体を震わせる。そんな彼女の反応を見てか、伯父は手のひらで肩を執拗に撫で回した。

			「か、家事ッ、しないとッ！」

			　その手が、肩から体の他の部分へと移動しようとするのを感じ取り、七穂は伯父の手を振り切るようにして体をよじる。

			「おっと……七穂ちゃんは働き者だなぁ。いいお嫁さんになれるよ♡」

			　伯父の言葉を背中に聞きながら、七穂は足早にリビングへと駆け込む。

			　キッチン、ダイニングと一続きになったリビング。七穂は鞄をダイニングの椅子に置くと、急いでエプロンを着けてキッチンに立つ。

			（おじさんの手の感覚がまだ……っ）

			　いまだに伯父の手が肩を撫で回しているような錯覚に襲われて、七穂は顔をしかめた。

			　そんな不快感を忘れようとするように、家事に取りかかり流しに放置された伯父が昼食に使った食器を洗い始める。

			「ごめんね～、七穂ちゃん。おじさんが洗っておけばよかったね」

			　七穂を追うようにリビングに戻ってきたのか、伯父の声が背後からして、一瞬少女の体が強張った。

			「別にいいですよ、これくらい……」

			　言葉を返しながら、少し振り返って様子を見る。

			　また伯父が触りにくるのではないかと心配したが、彼はリビングのソファーへと向かい、それに腰を下ろすと、テレビを見始めた。

			　その様子にホッとした七穂は、流しに向き直って洗い物を片付ける。そして、父が帰って来たときにすぐ食事ができるようにと、夕食の準備に取りかかった。

			　テレビから発せられる、バラエティー番組の音声が背後から聞こえる中、七穂は制服姿のまま包丁を握り、調理を進めていた。

			　──トントントントンッ……

			　リズミカルにまな板を鳴らして野菜を切り、食材に下味をつけなどしている間も、七穂は落ち着かなかった。調理中、ふとリビングに目を向けると、テレビを見ているとばかり思っていた伯父がこちらを見ていたのだ。

			　七穂は制服にエプロンを着けた格好で背を向けていた。丈の短い制服のスカートに包まれた尻や、そこから伸びる脚を伯父に視姦されていたと思うと、背筋をゾワリと悪寒が走る。

			　伯父は目が合うとニヤニヤとした笑みを浮かべて、鼻息を荒くしてムラムラとしているのが見て取れた。事実、勃起して股間が盛り上がっていることを隠しもしていなかったのが、七穂に強い嫌悪感を抱かせた。

			　その後は意識的にリビングには目を向けないようにして、ことさら調理に集中していたが、それも終わりに差し掛かる。

			「……あとはしばらく置いて、味が染みればよし……もう炊飯器のスイッチ、入れておいてもいいかな……？」

			　残業するなどで連絡がなければ、父が帰ってくる時間はいつもだいたい決まっている。父の帰宅する頃に米が炊けるように、七穂は炊飯器をセットして食事の準備を終えると、ひと息ついてエプロンを脱ぐ。

			（まだ見てる……）

			　と、そこで改めて、伯父の視線が自分に向けられているのを認識し、七穂は視線を合わせないようにする。

			（見てくるだけで、手を出してこないのが余計に気持ち悪い……！）

			　帰宅したときのように、体に触ってくるくらいは平気でしてくる伯父が、それ以上のことをしてこないのに不自然さすら覚えた。

			　伯父の視姦を受け続けることにいたたまれず、七穂はその場から逃げるようにキッチンを離れた。そして、洗濯をしてしまおうと、洗濯機のある浴室の脱衣所へと足早に向かう。

			　駆け込む勢いで脱衣所に入った七穂は、伯父の妙に距離を取って直接的に手を出してこない様子に、薄気味悪さを感じて身震いする。

			「お父さん、早く帰ってこないかな……」

			　少なくとも、父の目があれば伯父はいくらか鳴りを潜める。とはいえ、それも完全に伯父を抑止するものではなかったが。

			　今はただ父の早い帰宅だけを願いながら、七穂は洗濯かごに目をやる。

			「う……やだ……」

			　夏場は汗をかいた衣類を洗わねばならず、毎日の洗濯は手間がかかるとはいえ、これまで七穂と父の洗濯物だけで少ないものだった。しかしそれが、伯父が居候し始めてから一人分余計に洗濯物が増えた。

			　伯父が大柄で服も大きい分だけ、洗濯にかかる労力が増えたのであるが、それよりも嫌なことが七穂にはあった。

			「絶対わざとだ……！」

			　それは、伯父の下着である。

			　サイズが大きいだけに妙な存在感のあるトランクスが、これ見よがしに洗濯物の一番上に広げておいてあるのを目にして、七穂は嫌悪に顔をしかめる。

			　父の洗濯物には抵抗を覚えない七穂であったが、伯父のものを一緒に洗うことには抵抗感を覚え、別個に洗濯機を回すようになっていた。

			　根がしっかりものであるがゆえに、一人分だけ別に洗うのは水道代がかかるなどと、頭の隅のモヤモヤに苛まれたが。

			「おじさんのは後で……」

			　伯父の下着を、極力接触面積を広げないように指先で摘まみ上げた。

			　摘まみ上げたそれを目にすると、脳裏によぎる〝下着の中身〟。望まざるも、これまで何度も目にし、そして自分の〝初めて〟を奪われてしまったモノの形が目に浮かんでしまう。

			　ふるふるとポニーテールを揺らして頭を振り、〝アレ〟の幻影を振り払う。

			「七穂ちゃん、俺のパンツなんか持ってどうしたの？」

			「ひいッ!?」

			　不意に耳元に息と共に吹き込まれた声に七穂は飛び上がって驚き、手にしていた下着が床に落ちる。

			　洗濯だけだからと、普段の癖で脱衣所のドアを開け放っていた。そのせいで、伯父が忍び寄っていることに気付かず不意打ちを許してしまっていた。

			「さては、やらしいこと考えてたんだねー♡」

			　七穂の反応を楽しむように、伯父は相変わらずニタニタとした顔で姪に舐めるような視線を向ける。

			「パンツ……ああ、パンツの中身のことでしょ？」

			「ッ……！　そっ、そんなこと考えてません！」

			「言ってくれれば、おじさんのちんぽくらいいつでも見せてあげるのに～♡」

			　──ズルッ

			　そう言うなり、伯父は穿いていたハーフパンツと下着をまとめてずり下げた。

			　キッチンにいる七穂の後ろ姿を視姦している間に、すでにフル勃起に達していた生殖棒が、ブルンッと勢いも猛々しく露わになる。

			（ずっとこんなにビンビンにしながら、私を見てたの……!?）

			　勃起していることを、牡おすとして生殖の欲求を姪である自分に向けていることを、隠しもしない伯父。

			　道徳があるのか疑ってしまうその態度に、嫌悪と怒り、そして牝めすとして見られているのだという羞恥が沸き立つ。

			「見せなくていいですからッ！　出て行ってください！」

			　見せつけられる勃起ペニスから目を逸らして、自分に向けられる性欲に動揺する自分を隠すように、背を向けて怒気を孕んだ声を上げる。

			「そんなに邪険にしないで、ね？　ほらぁ、初めて見るわけでもないんだし。お互いにちんぽとま○こを知ってる仲じゃない♡」

			　閉じているような細い目をことさら細くして、伯父がニンマリといやらしく笑いながら一歩歩み寄る。

			「ひっ……！」

			　腕どころか、指の甲まで毛むくじゃらの太い腕が七穂を捉えると、伯父のガッシリとした固太りの体が彼女の背中に密着する。

			「まだおじさんのちんぽがよく覚えてるよ……七穂ちゃんの処女ま○この感触♡」

			　耳元に寄せた伯父の口から出る、思い出すのも憚はばかられる背徳姦通の場面。

			　今にして思えばあのとき、リビングのテレビに一時停止で放置されていた、性行為の無修正動画。あれは伯父の罠だったのかもしれない。

			　七穂も、性に興味があって当然の、健全な年頃。結合部がありありと見て取れる無修正動画に、興味を引かれてしまうのもしかたがなかった。

			　動画に見入っている現場に現れた伯父の有無を言わせぬ勢いと、初めて味わった、他人の手によってもたらされる性感刺激。その官能に蕩とろけてしまったからとはいえ、されるがままに、強い抵抗もしないまま挿入を許してしまった自分。そんな悔いと恥が、処女を失ったときの痛みと共に思い起こされて、七穂を責める。

			「あっ、あれはっ、おじさんが無理矢理……！」

			　伯父の太い腕に抱かれながら、七穂はこれまでになく強く抵抗し、腕を振りほどこうと藻掻もがく。

			「えー？　でも七穂ちゃん、イヤならしないって言ったのに、はっきりイヤって言わなかったよねぇ？」

			　伯父の腕力は見た目以上に強く、振りほどこうにもビクともしない。逆に、そうして抵抗する姪をなだめるかのように、手を彼女の胸元に持っていく。そして、たっぷりと量感のある乳肉を鷲づかみにした。

			「ッ！　くぅっ……やッあっ……！」

			　鷲づかみの状態から、伯父の指先が制服の上から姪の乳首を正確に捉え、カリカリと掻く。

			　制服とブラジャー越しにもかかわらず、的確にニプルの先端を刺激され、そこから発生する快感に、七穂は身を捩よじって悶える。

			「まぁ、あのときも乳首弄られてあんなによがってたから、そんな余裕なかったのかもしれないけど♡」

			「ンンッ……！　よがって、なんてないっ……ンくぅうんっ♡」

			「それそれ。それをよがってるっていうんだよー♡」

			　密着して乳首を責め立てつつ、伯父は股間の勃起物で七穂のスカートをまくり上げるようにしながら、ショーツに包まれた尻肉にその先端を押しつけた。

			　肉棒の先端からはヌルヌルとした汁が滲み出し始め、ショーツにそれが染み込んでいく。

			　彼の欲望を体現する黒ずんだ肉棒は、これまでに幾度か七穂が目にしたモノだ。そればかりか、手に握ったことも、口に咥くわえさせられ、しゃぶったこともある。

			「七穂ちゃんは感度がイイからなぁ。感度がイイってことは、根がスケベっていうことなんだよ♡」

			「す、スケベなんかじゃっ……なっ、いィンっ！」

			　性感入力に反応し、ムクムクと迫り勃ってくるニプル。乳首が勃起するほどに、感度も比例して高まり、七穂の唇からは熱く甘い吐息が漏れ、瞳はとろんと潤む。

			　愛撫を、刺激を、快感を。若い女体に擦り込まれるたびに、七穂は酔うように蕩けてしまう。拒まなくては、阻まなくてはといつも思いながら、伯父の手練手管によって抵抗を打ち破られて、結局されるがままになってしまっていた。

			「もうすっかり気持ちよくなってきたんだねー♡　七穂ちゃんは快感に素直で、おじさん嬉しくなっちゃうよ♡」

			　伯父は興奮した様子で鼻息も荒く、七穂の胸を責めながら自ら腰を動かし、勃起物を姪のムチムチと大きな尻に擦りつける。

			「七穂ちゃん、ちょっとごめんねー。このまま洗濯機に両手ついてねー」

			　後ろから抱きすくめていた伯父が、七穂の上体を前傾させてドラム式の洗濯機に両手をつかせた。

			「ふぇ……っ？　あっ!?　やだっ、ヤダヤダッ！　こんな格好っ!?」

			　快感に酔わされて抵抗力の弱くなっていた七穂は、伯父による誘導のままに尻を突き出す格好になってから、はたと慌てる。

			「大丈夫大丈夫。おじさんに任せておいてくれれば、気持ちよくなれるからねー♡」

			　自分に向けて突き出された、丸みの強い肉尻を包み隠す制服のスカート。慌てる姪をなだめすかし、伯父は両手でスカートの裾を丁寧に摘まみ上げた。

			　大きくまくり上げられたスカートの中から姿を現す、ムチムチの肉付きをした桃尻。ドッシリとした幅に、尻たぼはプリンと丸い安産型。ワンポイントもない純白のショーツが清らかさを感じさせ、それが逆に尻を突き出した格好と相まって酷く猥褻わいせつさを漂わせていた。

			「うーん、これはなかなか……♡　せっかくだから、このまましよっか♡　内股になって、膝をすり合わせる感じで、ちょっと腰落としてねー」

			「えっ!?　えっ!?　このままって、なにっ、なにっ!?」

			　困惑する姪の脚と腰を手で誘導し、伯父はことさら丸みと大きさが強調される格好になった七穂の尻を抱く。

			「なんだぁ♡　七穂ちゃんももう出来上がってるね♡」

			　先走りのあふれる肉棒が矛先を向ける、ピッタリと閉じた内股の根本。股間を包んだ純白のショーツのクロッチが、女だけが持つ割れ目からあふれ出る肉汁を吸って、ワレメの形を浮き上がらせる。

			　たっぷりと湧き出す肉汁はクロッチだけでは吸いきれず、太腿に滴り始めていた。

			「これならローションいらずで最高だなー♡　それじゃあ……」

			　伯父は反り返る勃起物を指で水平にし、その先端の狙いをクロッチと内股に囲まれた三角地帯に向ける。そして、七穂の瑞々しい汁で濡れた隙間へと、肉棒を潜り込ませていった。

			「熱っ!?　えっ、えっ？　なにっ、なにしてるんですかッ!?」

			「これはねぇ、素股っていうんだよ♡　ほら、穿いたままでも気持ちいいでしょ？」

			　──にゅずっ！　にゅずっ！　にゅこっにゅこっにゅこっにゅぢゅっにゅぢゅっ！

			　充血して熱く、そしてボコボコと青筋の立った男根が、七穂自身があふれさせた愛液を纏まとって、ヌメリながらクロッチ越しのワレメを擦り立てる。

			　肉厚なワレメは、左右の肉唇の間にペニスを食むようにしてペニスを挟み、太腿による圧迫も合わさって、伯父に並のセックス以上の快感を味わわせた。

			「やっ!?　やぁっ！　こんなのっ、こんなの変っ！　パンツ、穿いたままっ、擦られてぇっ……あっ！　あっ！　あぁ、やぁっ……！」

			　伯父が腰を前後させるほどに、反り返ったペニスが強く擦りつけられる。張り出した亀頭の笠がクリトリスの上を通り過ぎるたび、クリトリスはカリ溝によって弾くように刺激され、七穂は著しく快感に反応してしまう。

			「おおうっ♡　ぷりぷりのマン土手肉がみっちり密着して、気持ちイイッ♡　上からの眺めも最高♡」

			　立ちバックの形で、伯父は姪を見下ろす。

			　伯父の腰が尻にぶつかるのに合わせて、大きく揺れ動く七穂の黒いポニーテール。制服の背中。ショーツに包まれた大きな臀部と、まくり上げられた制服のプリーツスカート。

			　後背位という征服感の強い体位で、征服し甲斐のある肉感たっぷりな巨尻を抱く。肉体的な快感はもちろん、その体位が伯父に精神的にも昂たかぶらせるのか、伯父は熱烈に腰を振っていた。

			（擦れてっ、きもちっ、いいけどっ……なんだかっ、なんだかぁっ……！）

			　脚の付け根の三角地帯で前後動するペニスが、ワレメと擦れ合って巻き起こす快感。

			　快感に敏感な女体には間違いなく心地よいものだったが、同時に、若い女体ゆえに物足りなさを感じさせてもいた。

			（こんな感じ、初めて……ッ！　すごくっ、すごく……切なくてっ、おかしくなりそう……ッ！）

			　これまで、女陰に刺激を受けていながら、外側からの刺激だけで終わっていたことはなかった。

			　伯父が女陰を刺激するときには必ず、きっちり挿入までしてきていたのだ。

			　しかし今日は初めて、ワレメに刺激がありながらもペニスの挿入のない状態で、膣外からの刺激だけが続いている。

			（あっ……そうか……アソコの外からされるだけで……おちんちん、入れられてないから……っ）

			　それを自覚して、初めて七穂は知った。入れられないまま、決め手がないまま入力され続ける性感のもどかしさを。

			「ん？　ああ、健二のヤツ帰ってきちゃったかぁ……タイミング悪いなあいつも」

			「……っ!?　お父さんッ……!?」

			　快感に感じ入り、自らの中に巻き起こる切なさの正体を突き止めるのに忙しかった七穂は、父の車が帰ってきた音を聞き逃していた。

			「お、おじさんっ、もうっ、もうやめてっ！　お父さんがっ……お父さんに見つかっちゃう……！　お願いだから……ッ！」

			「えー？　いいとこなのに？」

			　七穂の焦りとは裏腹に、伯父は腰を姪の尻に打ちつけて動じない。そんな伯父の悠長さが七穂をより焦らせ、冷や汗が湧き出る思いだった。

			　家の外から、車のドアが閉まる低い音が聞こえる。あとはもう、家の中に入ってくるだけ。もう一刻の猶予もないことを察し、七穂は両手の指先に力が入る。

			（おじさんからこんなことされてるって、お父さんが知ったら……っ）

			　せいぜい体に触ってくるであるとか、セクハラほどであったうちに、すぐ父に相談すればよかったと今さらながら七穂は臍ほぞを噛む。

			　もうすでに、ただのセクハラという言葉だけでは済まない行為を、幾度もされてしまっている。それでも父に訴えれば、伯父に対して法的にも社会的にも罰を与えられるだろう。

			　だが、自分が伯父に穢されてしまったことを知ったら、父はどうするだろうか。

			　七穂が伯父からの凌辱を受けたきっかけとなったのは、父の三日間の出張だ。出張中、家に一人になる七穂を案じ、たまたまその場に居合わせた伯父に、留守を頼んだのが発端だった。

			　父が留守にした三日間のうちに、ボディタッチに始まり、入浴中の風呂場への闖入といった伯父のセクハラを受けた。そして、今にして思えば自分を釣る罠だったのであろう、アダルトビデオを再生途中で放置して、性的好奇心と性欲を刺激する見せつけ。その場を押さえられて、言い寄られながら性感刺激を受け、官能を引き出され、強引に肉体関係を結ばされてしまった。

			　それらが、父が留守を伯父に頼んだことに起因している以上、きっと父は自らを責める。

			　伯父に隙を見せたこと。官能に酔わされて、抵抗もままならないうちに処女を奪われてしまったこと。全ては自分のせいだというのに、それを理由に父を苦しめたくなかった。

			（私が、自分でなんとかすれば……それで、済むんだから……っ）

			　説得するなりして、こんな行為をしなくなってくれさえすればそれで済む。あるいは、この家から伯父が出て行ってくれれば解決する。七穂はそう自らに言い聞かせた。

			「……ただいまー」

			　玄関から聞こえてくる父の声に、七穂は一瞬肩を震わせたものの、彼女は意を決したようにして顔を上げた。

			　伯父に下半身を抱かれたまま、洗濯機についていた手を壁に移す。そして、壁を這うようにして脱衣所の出入り口まで移動すると、ドアから頭と肩口を少し出す形で玄関にいる父に声をかけた。

			「お、お帰りなさい、お父さん」

			「ん？　ああ、七穂。ただいま。風呂か？」

			　脱衣所から顔を出した娘の様子に、父の健二は首を傾げながらスリッパを履く。

			「あ、うん。お風呂にお湯を張っておこうと思っ、てッ……」

			　七穂の声が一瞬上擦る。頭と肩口だけをドアの向こうに出している一方、下半身は伯父にホールドされたまま、いまだに素股を受け続けていた。

			（えっ!?　やだっ、なにっ!?　さっきより激しく……ッ！　あぁいやぁ……クリトリスに、おちんちんの張り出してるとこがっ、引っかかってぇっ……！）

			　七穂がなにくわぬ顔を保っているのを嘲笑うかのように、伯父はこれまでよりも積極的なくらいに腰を使う。勢いを増す伯父の素股ピストンは、擦りつけられる七穂の性感を否応なく刺激し、それに反応した女陰からは滴るほどに愛液があふれた。

			「そうか。兄貴は？」

			「えっ、あっ、おじさん？　さっきまでッ、りっ、リビングっ、にッ……！」

			　再び七穂の声が上擦った。父に勘付かれまいとなんとか押し殺していても、その不自然さがわかるほどに。

			「っふうぅうぅぅ……っ♡　おっ、おぉ～～～……♡」

			　伯父が声を押し殺しながらも、心地よさそうに呻うめいていた。

			　──びゅびゅびゅるるるっ！　びゅるるッ！　びゅっるびゅるるッ！

			　七穂の太腿とワレメに囲まれた、ムッチリと狭い空間から引っこ抜かれた肉棒が、伯父の自身の手にしごかれながらビクンビクンとしゃくり上げる。しゃくり上げと同時に赤黒い亀頭の先から迸ほとばしる精液が、七穂の尻を包むショーツへと無遠慮にぶっかけられていた。

			（やっ、やだっ、おじさん射精してるッ!?　精液がっ、お尻にっ……！）

			　──びちょっ！　びちょぉっ！　びたっ、びたたっ、べぢょぉっ！

			　ショーツに張りつく精液の、密度の濃さを感じるずっしりとした重さ。ぶっかけられた精液が尻の丸みに沿ってショーツの上を垂れていき、さらに太腿へと流れ落ちた。ナメクジの這うかのようなその感触に、七穂はゾワリと身震いする。

			「どうかしたか、七穂？」

			「アッ、う、ううンッ、なんでもないっ！　あっ、そうだ、お鍋に煮物が作ってあるから、御飯の前にお酒飲むなら、先にそれ食べてて！　私もすぐ行くから」

			「？　そうか。わかったよ」

			　なんとか父を脱衣所から遠ざけようと、彼の意識が脱衣所とは反対方向のリビングダイニングへと向くように話題を振る。

			　父がネクタイを外しながらリビングに入るのを見届けて、ホッとひと息ついたと思いきや、七穂はすぐさま振り返って伯父を睨みつけた。

			「バレたらどうする気なんですかっ……!?　お父さんにバレたらマズいのはおじさんのほうでしょう……!?」

			　リビングまで声が届かないように、脱衣所のドアを閉めながら、さらに声も押し殺して伯父を問い詰める。

			「んー？　まぁ、そうなんだけどさー。ほら、最悪バレたときは、責任を取って七穂ちゃんと結婚するっていうことでいいんじゃない？」

			「ふざけないでください！　……あっ!?　やだっ、制服まで精液が飛んでる!?」

			　夏場で、汗に晒される制服も毎日洗濯するとはいえ、それでも制服を伯父の汚濁に汚されて七穂は怒りを露わにした。

			「あー、ごめんねー。七穂ちゃんのムチムチ素股が気持ちよすぎるから、パワフル射精しちゃって♡」

			　七穂に怒りと嫌悪の視線を向けられながらも、伯父はヘラヘラと受け流しながら、今もなお勃起を維持している男根を七穂に向けていた。

			（ホント、最低……！　最低……！　最低ッ……！）

			　伯父が見せる仕草や態度が七穂に不快さと憤りを湧かせる。

			「お父さんに怪しまれるから、おじさんはもうリビングに行ってください！」

			「はいはーい。じゃあ後でね～」

			　伯父にちゃんと下着とハーフパンツを穿かせて脱衣所から押し出すと、七穂は大きく溜め息をついて自らの肩を抱いた。

			　ショーツから精液が垂れて、太腿の後ろ側を流れる感触がまた一筋増え、七穂は身震いする。

			　散々素股で性感を刺激されながら、半端に官能を引き出されたままに終わったことで、七穂の中で悶々と燻くすぶる肉欲。

			　少女は頬を紅潮させながら、下唇を噛んで伯父の精液が染み込んだショーツを脱ぎ、それを洗濯機へと放り込んだ。

			　ショーツを脱いだ下半身からは、太腿の後ろ側を垂れ落ちる精液とは別に、太腿の内側を七穂の愛液がツゥと一筋流れ落ちた。

		

	

			第一章　姪が浴室に満たす淫臭

			


			　伯父はいまだに、七穂の父である健けん二じの建てた家に居候として居座っていた。

			　これまでに何度か、健二を介して両親から、つまり七穂の祖父母から実家に戻るようにと説得はあったようではあるが、暖簾に腕押しの有様だ。

			　七穂も何度か伯父に実家への帰宅を促したものの、やはり聞く耳を持たない。父と共に説得してみたりもしたが、やはり徒労に終わった。

			　あまり強く七穂が伯父を家から追い出そうとしても、おそらく父が訝しむ。そこから、自分と伯父にあったことを詮索されるのではと、七穂はあまり強硬な意見も出せず、今日に至っている。

			　その伯父はといえば、夕食後、ダイニングのテーブルに陣取って缶ビールをあおっていた。

			「……～～～っ」

			　背後に伯父の気配を感じながら、七穂は落ち着かない様子で洗い物をしている。

			　そんな洗い物をする彼女の後ろ姿は、若々しい女体の瑞々しさを見せつけるものだった。

			　きめ細かい肌の両肩が剥き出しになったタンクトップは、ピッタリと女体にフィットしている。七穂の形良くふくよかな美乳や、もちっとした胴回りのシルエットを露わにしている。

			　下半身には生脚も眩しいホットパンツ。こちらも体にフィットしているが、本来はもう少し余裕があるはずのものだ。それが彼女の成長のせいなのか、ピチッとフィットする形になって、尻のほうなどはキュッと食い込んでいる。

			　健康的に肉付きいい女性らしい丸みの強さが、これらタンクトップとホットパンツという着衣によって強調されていた。

			　そんな健康的ながらも性的な格好を、伯父の見逃すはずもなく。

			（うぅ……凄い見られてるの感じる……でも、肌を隠すと暑いし……）

			　ダイニングでビールを飲んでいる伯父の視線が、自分の背中や臀部、脚を這い回っているのを感じて、七穂の背筋にはゾワゾワと悪寒が走りっぱなしだった。

			　伯父は日頃、七穂に視姦の目をたびたび向けてくるのだが、父には覚さとられないように上手くやり過ごしている。そのため、父の居るところでは逆に七穂のほうが騒ぎ立てづらくなっていた。

			「あっ、お父さん。もうお風呂いいかも」

			「ん。そうか。じゃあ、先に入らせてもらうよ」

			　リビングのソファーで、横になって読書をしていた健二が、七穂の言葉を受けてソファーを立つ。

			「ごゆっくり～……」

			　リビングを出て風呂へ向かう健二の背中を見送ると、伯父は缶ビールを飲み干し、音もなくダイニングテーブルと揃いの椅子から腰を上げた。

			「さぁて、七穂ちゃぁ～ん……♡」

			「ぅひぃっ!?」

			　背後から忍び寄った伯父に抱きすくめられ、七穂は耳元に生温かい息と言葉を吐きかけられる。その途端、彼女の全身に鳥肌が広がった。

			「こんなエッチな格好して、おじさんを誘ってるのかな～♡」

			　ボディラインも露わなタンクトップの上から、伯父の両手が七穂の柔らかな乳肉を鷲づかみにする。

			　ノーブラで無防備な巨乳に、伯父の節くれ立った指が沈み込む。一〇本の指が連動して動き、ただでさえ柔らかい肉をさらにほぐすように揉みしだいた。

			「ちょっ……いやっ、やめて……！　ホントにいつも、いい加減にっ、してくださいっ……！」

			　洗い物最後の皿を危うく落としそうになりながらも、七穂はそれを水切りかごに無事に入れる。

			「七穂ちゃんがエッチなのがいけないんだよー。七穂ちゃんがエッチだから、おじさんこんなになっちゃうんだからさー」

			　背後から密着した伯父は、自らの股間を盛り上がらせている無遠慮な逸物を、姪の尻に押し当てた。そして姪のポニーテールに鼻先を潜り込ませ、深く深呼吸して髪の香りを嗅ぎながら、腰を使ってグリグリとペニスを擦りつける。

			（ううっ、やだ、こんなにガチガチにしてる……！）

			　ホットパンツ越しにもはっきりと、勃起したペニスの硬さと熱さが伝わってきて、七穂は身を強張らせる。

			　〝コレ〟が、また自分から快感を引き摺り出すのかと想像すると、下腹部の当たりがキュンキュンと窄まるような切なさを催す。

			　その切なさがそうさせるのか、下腹部から全身へと波及する切なさは、やがて性感を鋭敏にさせた。

			「ほぉら♡　口では怒るけど、七穂ちゃんの本心はそうじゃないって、体が教えてくれてるよ♡」

			　敏感になった性感が、どこよりも先に反応を形として示したのは、今まさに伯父の手に弄ばれている胸の突端だった。

			　乳輪もふっくらと膨らみ、ニプルがタンクトップを突き破りそうなほど、ツンと勃起していた。

			　その恥ずかしいほどにビンビンになってしまっている乳首を、伯父はここぞとばかりに責め立て始める。

			「ほわあぁぁっ!?　あっあっ！　いやあぁあぁっ♡　だめっ、それだめえっ♡」

			　指先でパンチングボールのように乳頭を弾いたかと思えば、今度は指の腹でスリスリとニプルの天辺を撫で回す。

			「七穂ちゃん、乳首弄いじられるの大好きだもんねぇ。おじさん、七穂ちゃんのスケベポイントだいぶわかってきたよ♡」

			　強弱緩急をつけたニプル集中愛撫に、七穂は無意識に腰をモジつかせる。彼女の下腹部でますます大きく膨らむ切なさは、女陰から愛液として滲み出し始めていた。

			「好きなんかじゃっ……！　っくふううぅっ♡　おじさんが無理矢理触って、勝手に、体が、反応するだけ……っ」

			「そっかぁ。勝手に反応かぁ……七穂ちゃんの体はスケベに出来てるんだなぁ♡」

			「あぅふうぅっ！　やっ♡　やっ♡　あぁいやあぁぁっ……やめてえぇ……っ♡」

			　伯父の指先が、これ以上ないというほどに膨らみきったニプルを、乳輪に押し込むようにグリグリと押し潰しながら捏こね回す。

			　強い刺激がニプルから入力されると、それは下腹部……子宮にまで響いて、愛液の分泌をさらに促していた。もはや滲み出すというより、漏れ出すといった具合で、ワレメからあふれる愛液は、七穂のショーツどころかホットパンツにまでシミを広げ始める。

			（なんでっ、こんなにっ、気持ちよくなっちゃうのっ……♡　こんなの、いやなのにっ、やめてほしいことなのに、こんな、気持ちいい……ッ♡）

			　七穂の頭にある、伯父に肉体を弄ばれる嫌悪と、性行為を忌避する気持ち。その反面、体はといえばこれ以上ないほど伯父からの性感刺激に悦び、恥ずかしげもなく快感に反応を示す。

			　七穂の中に、相反するものが同時に存在するという矛盾が、彼女自身を苦しませた。

			「おっと……！」

			　理性と本能の矛盾に苦しみながらも、七穂の女体が官能に出来上がりつつあるところで、不意に伯父の体が彼女から離れた。

			　そして、その体付きからは思いがけない素早さでリビングに移動すると、ソファーに横になってテレビを点ける。

			　──……ガチャッ

			　間もなく、リビングのドアが開いて風呂上がりの健二が顔を覗かせた。

			「風呂、上がったよ。七穂、父さん明日早いから、もう寝るよ」

			「あっ、う、うん。朝ご飯はどうするの？」

			　恥ずかしいほどビンと勃起した乳首や、愛液のシミが広がってしまったホットパンツ。七穂はさりげなく腕で胸元を隠し、下半身はダイニングテーブルに寄って父の視線から遮った。

			「ああ、朝飯は用意しなくていい。明日はだいぶ早く出るから、出勤の途中でなにか買って食べながら行くよ」

			「うん、わかった」

			　努めてなにくわぬ顔をしながら父とやり取りしながらも、豊満に成長した七穂の若い女体は、すっかり発情しきっている。そんな姪の姿を、伯父はリビングからニヤニヤと口元を緩ませながら眺めていた。

			「兄貴、風呂入ったらどうだ？」

			「んー？　俺は居候だし、最後でいいよ。七穂ちゃん、お先にどうぞ」

			「そうかい？　じゃあ七穂、風呂に入ってしまいなさい。父さんは先に寝るから、後は頼んだよ」

			「えっ、あ、うん……おやすみなさい……」

			　伯父に対する抑止力となる父が先に寝てしまう。その後に待つ伯父の無法を思うと、七穂は入浴という日常行為さえ不安要素にしかならなかった。

			


			　発情がありありと見える女体を父の目に晒さぬよう、父が寝室に入るのを見計らってから、七穂は自室に一度戻った。

			　着替えを用意してから改めて風呂へと向かい、途中、伯父がリビングにいるのを確認する。以前、全裸の伯父が脱衣所で待ち構えていて、行為を迫られ──そのままされてしまったことがあったからだ。

			　少なくとも伯父の待ち伏せはないと安心して、七穂は脱衣所に入った。脱衣所のドアを閉め、髪を結わえているシュシュを外すと、ポニーテールになっていた艶やかな黒髪がさらりと流れる。

			　そして着衣を脱ぎにかかってすぐ、タンクトップを脱ぐ際に生地が乳首に擦れた。

			「はっ、あん……っ♡」

			　たったそれだけで身震いを催す快感が巻き起こるほど、彼女の体には発情の火がついていた。ホットパンツにはぐっちょりと愛液が染み、ショーツを脱ぐときなどはワレメとクロッチの間で糸が引くほどに濡れてしまっている。

			（なんで……なんでこんなに濡れちゃうのよぉ……）

			　愛液が染みてヌルヌルになった下着とホットパンツを洗濯機に放り込んで、七穂は浴室に入る。

			　シャワーの水栓を捻ると、心地よい加減の湯が勢いよく迸った。彼女の若さを示すような張りのある肌に当たった湯は細かく弾け、浴室内に湯気が巻き起こる。

			「んンッ♡　あ、や、やだ……っはあぁぁっ……♡」

			　不意に七穂の口から嬌声が漏れた。

			　強い水流のシャワーが、ピンと硬く勃っているニプルに当たり、それが痛烈なまでの快感となって七穂をよがらせていた。

			（すごい……シャワーが当たるだけでこんなに……♡）

			　──シャアアァァァァアァアアアァァ……ッ！

			　今度は意図的に、シャワーが迸らせる細かな水流を、しっかり胸の頂点に狙いを定めて当てる。

			「っくふうぅぅっ♡　はああ……っ♡　これ、すごっ、イッ……♡」

			　ゾワゾワと、腰の辺りで泡立つように湧き上がった喜悦感が、身震いと共に背筋を通って頭皮の天辺まで駆け上がる。

			（だめっ……やめなくちゃ……！　これじゃあ、おじさんにされたことを受け入れてるみたいじゃない……！）

			　快楽と本能に負けてはだめだと、脳裏で自制を促す。しかし、すでにして発情しきった体はそれを聞き入れない。

			　ゆっくりだが、かぱぁっ、と膝が開いた。他の誰にも見せられないような、下品なガニ股で鼠蹊そけい部ぶを晒す。

			「だ、だめ、だめ、お風呂でこんなの、こんなことシちゃ……♡」

			　シャワーヘッドを握る手とは反対の空いた手が股間に伸びる。

			　湯に混じってしまって、七穂自身にも見た目にはわからなかったが、ワレメからは驚くほど多量に愛液があふれ出していた。

			「っはぁあンッ……♡」

			　指先が軽くクリトリスに触れただけで、七穂は仰のけ反ぞる。

			　まるで脳の快感を司る部分に神経が直結しているような、痛烈なまでの性感刺激。あまりの刺激の強さに、声を上げた唇からよだれが一筋垂れた。

			「あっ♡　あっ♡　だめっ、だめっ、なのにぃ……っ♡」

			　ふるふると頭を振りながらも、興奮に心臓がトクトクと高鳴る。

			　軽く触れただけでも激しい快感を生じさせたクリトリス。あふれ出る愛液を潤滑剤兼緩衝剤にすればもう少し、もう少しだけ触っていられるのではないか。

			　快楽に因る性的好奇心が、七穂にもう一歩進んだ自慰に向けて背中を押す。

			　──クチュ……

			　指先でワレメからたっぷりと愛液を掬い取る。そして、クリトリスを包皮からしっかりと剥き出し、ぷっくりと膨れた肉真珠に指を触れた。

			「っひいぃいンっ!?　うっ、うそっ、こんなっ、こんなっ、にぃィっ♡」

			　その途端、カクカクカクッと、七穂のドッシリとした腰が前後に躍動した。

			　クリトリスから脳天まで、閃くように一気に駆け抜ける快感の電流。クリトリスと脳天との間をビリビリと快感電流が流れるたび、彼女は艶めかしく空腰を振って、下半身の柔肉をプルプルと震わせた。

			「すごいぃ……っ♡　しびれちゃうぅ、あ、アソコ、ビリビリぃ、クるぅっ……♡」

			　伯父に擦り込まれた快楽に屈するまいとしていた思考が、理性が、体に受ける刺激と巻き起こる快感に押し流された瞬間だった。

			（お風呂で……オナニー、なんて……普通じゃない、こんな、ことぉ……♡）

			　浴室での自慰。

			　七穂がこれまで、布団の中でささやかに行っていたものとは違う。性欲を発散するためではなく、快感を貪るためのオナニー。それは彼女に、背徳感とともに強い快楽を味わわせていた。

			「あれぇ？　七穂ちゃん、オナニー中かぁ♡　お邪魔しちゃったかな？」

			「──ッ!?」

			　快楽にどっぷりと浸りきってまったくの不用心でいた七穂の耳元に、突然囁きかけられる軽薄な低い声。

			　驚きに、オナニーの補助道具となっていたシャワーヘッドが七穂の手から落ち、床で大きく音を立てながらあらぬ方向へ湯を浴びせ掛ける。

			　七穂が声も出せないまま目を見開いて振り向くと、伯父の毛深い胸板が目の前にあった。

			「あ、ごめんね、驚かせて。静かに入ってきたつもりはなかったんだけど、七穂ちゃん、オナニーに夢中で、全然気づかなかったから」

			「ひぃっ!?　なッ、なんで入ってきてるんですかッ！」

			　少女は両腕と手を使い、昂った性感を露わにしている豊かな胸と股間を覆い隠して背を向けた。

			　ニヤついた笑みを浮かべる伯父は構わず、ずいっ、とさらに七穂へ迫り、彼女の滑らかな背中に密着してくる。

			「ひっ……♡」

			　そうして肌に触れる硬い無駄毛の感触すら、すっかり感度の高まりきった七穂には、快感を生じさせる刺激だった。

			「おじさん、手伝ってあげようか♡　七穂ちゃん、オナニー初心者でしょ」

			「いっ、いいですっ！　いいですから、出て行ってくださいッ！　おじさん本当にっ、いい加減にしないと怒りますよ私……ッ！」

			「まぁまぁ、そう言わないで。せっかく気持ちよくなってるんだから、もっと気持ちよくしてあげたいだけなんだよ♡」

			　普段であれば、七穂が風呂に入るときでも父はまだ起きている。父が起きていれば、父の存在が抑止力となって伯父もそこまで大胆な迫り方はしてこない。

			　しかし今日は、父がいつもならありえない時間に寝てしまって、抑止力がなくなってしまっている。そのせいか、伯父は活き活きと無遠慮に七穂へ手を出しているようだった。

			「してもらわなくてもッイひンッ!?」

			　強く伯父を押し退けて拒絶しようとした七穂が、高く上擦った声を上げる。

			「ほら♡　もうこんなになって、出来上がってるねー♡」

			　伯父の手が尻のほうから股間に伸び、愛液にぬめる淫裂を指で弄っていた。

			　ぽってりとした肉唇を指で擦り立て、七穂自身が弄って膨らませたクリトリスを摘まんで追い打ちをかける。

			「七穂ちゃんのクリトリスは弄り甲斐があるねぇ。ぷりっぷりに勃起して、グミみたいな感触が弄ってて気持ちいいよ♡」

			　包皮の上からクリトリスを摘まみ、シコシコとしごく伯父の指。

			　充血した肉真珠にさらなる充血を促すような刺激が加えられると、七穂はガクガクと腰を痙攣させて仰け反り、激しい快感反応を示す。

			「ンんひいぃぃッ♡　やっ、やめっ、やめてっ、それっ、やめへえぇっ♡」

			　クリトリスから走る強烈な淫快に、黒目を浅くまぶたの裏に追いやり、七穂の視界が明滅する。悶える七穂のワレメからは、それまで以上に肉汁があふれ出し、一〇代の女体がいかに悦んでいるかを示していた。

			（や、やだ、なにこれ、なに、これぇっ……全身の毛穴が開いちゃいそうなくらい……っ、感じ、ちゃうぅっ♡）

			　クリトリスをこうも痛烈に責めたことのない少女にとって、その刺激は未知の領域。両腕両手で胸や股を隠すことも忘れ、風呂の壁に手をつき、快感のあまりに崩れ落ちそうになる体を支える。
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			　体が前傾したことで豊乳が胸からぶら下がり、快感に反応する女体がくねるのに合わせてゆさゆさと大きく揺れ、そのたびに肌を濡らした湯が滴を落とす。

			「ほら。こういう風にシコシコしてクリトリスを弄ったことなんてないでしょ？　こうやってシコシコするのは、男のほうが慣れてるからね♡」

			　姪がよがるさまをニンマリと口元を緩ませて見ながら、伯父は瑞々しい乳肉にも手を伸ばし、搾るように揉みしだく。

			「はっあぁっ♡　い、やぁっ……あぁいやあぁっ！　んっ、んううぅッ♡」

			　彼女の思考外のところで、女体が勝手に動いていた。快感刺激をさらに受け入れんとするように、膝が徐々に開いて品のないガニ股になってしまう。

			　鼻にかかった声を漏らす七穂の下半身がくねり、物欲しげに振られる尻が皮下の甘い肉をふるふると震わせた。

			（気持ちよすぎてっ……気持ちよすぎてイヤぁ……♡　おじさんからこんなにされて、私、気持ちよくなってるなんてぇっ……♡）

			　濡れて黒曜石のように艶光る黒髪の先から、水滴が落ちる。下半身でワレメから音もなくあふれ出る汁は髪から滴る水滴よりも多く、ねっとりと粘度の高い滴が糸を引きながら垂れていた。

			　嫌悪感もある。肌に触れる剛毛や、耳に届く伯父の吐息の気色悪さは間違いなくあるのだが、快感を擦り込まれていく体はそんなこととは裏腹に悦んでしまう。

			　嫌悪しながらも快感に溺れてしまう。そんな自分への自己嫌悪。七穂は悦に入った声を漏らしながらも、悔しさにも似た感情に奥歯を噛みしめた。

			「あらら、おま○こ大変なことになってるねぇ♡　そんなに気持ちいい？」

			「そんっ、なっ、ことぉ、なぁいぃぃ……っ♡」

			「そういうわりには、声がエロエロだねぇ♡」

			　包皮の上からしごくだけだった伯父の指が、包皮を剥いてクリトリスを直接指先で転がす。途端に七穂は甘い声を出し、女体をビクビクと痙攣させて喜悦を露わにした。

			　彼女自身の愛液をたっぷりとまとわりつかせた指先が、充血して膨らみきったクリトリスを転がし、捏ね、揉む。

			「ッんやぁあぁぁっ！　あっあっあっあっあっ！　やっやっやっああやああぁぁ！」

			　追い立てるような刺激の連続に、七穂は切羽詰まったリズムの速い声を上げて悶え、ガニ股を開いた腰が勝手にカクカクと動く。

			　その淫猥な動きは、伯父の指によって引き出された快悦に、一〇代の女体が絶頂に駆け上がっていく助走だった。

			「あっあっあっあっいやっいやいやいやっだめっだめっンぃいいぃぃっイッちゃうっイッちゃあぁあぁぁ──っ!!」

			　──プッシャッ！　プシッ！　プシッ！　プシャッ！　プシャシャシャッ！

			　それまでになく激しく、小刻みに、七穂の肢体がわななく。

			　腰などはガクガクと病的なまでに痙攣し、それに合わせて、性感極まったワレメから無色無臭の液体が迸った。

			「おお～っ♡　七穂ちゃん、初めての潮吹きかな？　気持ちよかったんだねぇ、よかったよかった。おじさんもしてあげた甲斐があるよ♡」

			　クリトリスから指を離し、伯父は手に浴びせ掛けられた愛液と潮をベロリと舐める。そして、激しくイキ果て、今もなお尾を引くクリアクメに痙攣する姪の姿に、御満悦といった風に口元を緩ませた。

			「あ……♡　あ……♡　はああぁぁ……♡」

			　絶頂に達した女体が、浴室の壁に手をついたままずるずると膝から崩れ落ちていく。

			（す、ごい……♡　なに、今の……♡　全身からゾワゾワって気持ちイイのが噴き出すみたいな……）

			　いまだに女体をピクンピクンと震わせている七穂は、自分の身に起きた激しいアクメを反芻するように余韻を味わう。

			　これまでに伯父に味わわされた絶頂はいくつもあるが、今回のものもまた別物だった。伯父に弄ばれるたびに教え込まれる新たな性感が、七穂にいつも新鮮な快感と絶頂を味わわせるのだ。

			「それじゃあ、七穂ちゃんも初潮吹きを体験したところで……♡」

			「キャッ!?」

			　座り込んだ七穂の脚が持ち上げられ、そのまま体を横に半回転するようにして浴室の床に転がされた。

			　片脚を伯父に抱え上げられる形で、七穂は脚を広げさせられる。伯父は抱えたほうの脚とは逆の脚の上に跨がって、姪の股間に自分の股間を寄せていた。

			　亀頭を赤黒くパンパンに膨らませ、伯父は肉棒は待ちきれないといったように、鈴口から先走りを垂らした凶暴な姿を見せている。

			　飢えた獣のような男根が、絶頂も味わって濡れきった七穂の牝穴に矛先を向け、先端で肉唇を割り広げていく。そして、伯父は当然の権利だといわんばかりに、遠慮することなく姪の膣内へと男根を侵入させた。

			　──ずぬゅうッ……！

			「っはああぁンッ♡」

			　ことさら声高に、七穂の口から歓喜の声があふれ出た。

			　まだ絶頂直後で敏感な膣内に、石かと思うほど硬く勃起したものを挿入されるという痛烈な刺激。

			　膣内に我が物顔の存在感を覚えさせる男根に、少女の牝肉は勝手に反応を示してキュウキュウと引き締まってしまう。

			（や、やだ……！　今、すごいエッチな声出ちゃった……！）

			　身構えたり、心の準備をしたりする間もなく挿入されたことで、押し殺しも快感を隠しもできず。そうして出たのは、まったく〝素〟の声だった。

			「イイ声出たね、七穂ちゃん。いいよねぇ♡　声を出すとね、セックスはもっと気持ちよくなるんだよ♡」

			「しっ、しりまっ、せんンッ……！」

			　そんな声を耳聡く聞いてとった伯父に指摘され、七穂は真っ赤になる。

			　自分が不覚にも歓喜の声を上げようものなら、この通り伯父は嬉々として羞恥心を責め立てる言葉を吐く。

			　実際に喜悦の声を上げてしまったからには、反論のしようもない。対策はただひとえに、つけ入られないように固い意志を持って耐えることだった。

			（もうあんな声、出さない……ッ）

			　下唇を噛んで、もう快感に屈するまいと心身ともに構える。

			「素直じゃないなぁ～♡」

			　そんな姪の様子を見て取りながら、伯父の腰がスイングバックした。

			　──゛ぬるぅうぅ～～～……

			「ンッいぃィッ!?」

			　腰が引く間、亀頭の笠が愛液を刮こそぎ取るようにして、膣の肉壁を引っ掻く。

			　潮を噴くほど絶頂して間もなく、いまだに敏感なままの粘膜に加えられた強烈な摩擦刺激に、七穂は目を見開いた。

			　──ッパンッッッ!!

			「゛ンぐっふぅうぅッ♡」

			　下唇を噛んだまま、悦の乗った声を喉からひねり出すように漏らす。

			「あらら、我慢しちゃって。我慢してても気持ちよくないよ～？」

			　──パンッパンッパンッパンッパンッパンッ!!

			　深く挿入できる松葉崩しの体位で、荒々しくピストンを繰り返す伯父。感じていながらも、快感を得ていることを表に出すのを拒む姪を、突き崩すように力強く突き上げ、そして鋭く引き抜く。

			「゛ンぅうぅぅぅッ♡　ッぃいぃぃぃ……ッ♡」

			　絶頂後に追い打ちをかけるように責め立てられ、目に火花が飛ぶような快悦が女体の中で暴れ回る。

			（やだやだやだっ♡　お風呂でこんなことされてるのに、気持ちよくなって、こんな、ヘンタイみたいなのぉっ♡）

			　快感に緩みそうになる顔を苦悶で覆い隠し、七穂は伯父につけ込まれまいという一心で耐えていた。

			「七穂ちゃん、気持ちイイの我慢して隠しても意味ないよ？　おま○こは正直に反応してるから、おじさんには丸わかりなんだし♡」

			「うっ♡　くぅっ♡　反応っ、なんかぁっ♡　してっ、ないっ♡」

			「ほらまた嘘つく～。ぷりっぷりのニクヒダ、ちんぽにきゅうぎゅう押しつけてきてるのに♡」

			「やっ♡　やっ♡　やあぁぁ……っ♡　そんなことしてないっ♡　してないっ、イッ、イッ……♡」

			　伯父が熱烈に打ちつける腰使い。そのたびに掻き出される愛液の量は確実に増えていく。

			　ぬめる愛液を潤滑剤に、より滑らかに出入りする肉棒が生じさせる性感刺激は、着実に七穂から淫悦を引き摺り出す。

			（……っ！　やだッ♡　またっ♡　イッちゃうっ！　さっきイッたばっかりなのにっ♡　またっ、イッちゃうの!?）

			　若々しい女体がビクビクと小さな痙攣を起こし始め、アクメの前兆を露わにする。

			「またイキそうでしょ？　おま○こすごい小刻みに締めつけてきて気持ちイイよぉ♡　これだとおじさんもすぐ出ちゃいそうだなぁ♡」

			「やっ♡　やぁっ♡　イかないっ♡　イかないぃっ♡　あっ♡　あっ♡　あぁいやあぁぁっ♡」

			「我慢しちゃだめだよ♡　イキたいときにイッたほうが絶対気持ちイイんだから♡　ほらほら、我慢しないで思いっきりイッてみようね♡」

			「゛ん゛あっ♡　゛ンッああっ♡　奥ッ♡　奥にぃッ♡　当たってッ♡　当たってるッ♡　やっ♡　やっ♡　やああぁっ♡」

			　──どぢゅっ！　ぢゅぐっ！　ぶっぢゅぶっぢゅぶっぢゅッ！　ぶぢゅんッ！

			　これまでよりも奥への突き上げを強めたピストンが七穂を襲い、絶頂へ向けた快感のバロメーターが一気に垂直上昇した。

			「っくひぃいぃいいぃぃいぃいぃっっっ♡　イクッ♡　イクッ♡　イクッ♡」

			　七穂の体が仰け反り、爪先がギュッと握るように丸まる。

			　その途端、腰がガクガクガクッと大きく痙攣を見せ、大きな絶頂の波が押し寄せたことを露わにした。

			「おっ、イッたイッた♡　イイ声も出たね。ほら、声出したほうが気持ちイイでしょ？　その調子でもっとイッてみようね♡」

			「やっ♡　やっ♡　イやっ♡　イくっ♡　イやっ♡　あっ♡　あっ♡　あっ♡　あっ♡　っくぅううぅぅぅッッッ♡」

			　今まさにアクメの大波が押し寄せているさなかにも、青筋を立てた男根が膣肉を掻きむしる。

			　快感に屈さぬように耐えるもなにも、防備の根底となる自我意識が吹き飛んでしまっては完全な無防備。

			　七穂は歓喜に湿った声を上げながら、繰り返し繰り返し、浜に打ち寄せる波濤のような絶頂に悶える。

			　肌を濡らしていた湯の水滴が、水弾きのいい瑞々しい肌から転がり落ちると、代わって汗が滴を浮かべ始めていた。

			「おっ、おおっ、すごい締まりっ♡　ちんぽが抜けるのをいやがるみたいに、おま○こが食らいついてくるっ♡」

			　七穂の膣肉は、彼女が絶頂に達するたびにキツく締まって伯父を悦ばせる。それはまったく意識したものではなく、だが女体が牝本能のままに起こしてしまう反応。キツく締まれば締まるほど、男根との強い摩擦によって七穂自身にもさらなる快感を生じさせ、終わりの見えない絶頂が次から次へと押し寄せた。

			「゛あ゛あ゛ああぁやあぁぁ♡　やああぁぁぁぁ～～～……♡」

			　──ぢょッ……ぢょっ、ぢょろっ、ぢょろっ、ぢょっ……

			　延々と続く絶頂と、そこへ追い打ちを掛け続ける伯父のピストン。青天井の快悦に緩んだ尿道から、途切れ途切れ小水が漏れ出す。

			　それは伯父と結合した部分でビシャビシャと音を立て、七穂自身に不快な生暖かさを感じさせた。

			「あれ？　七穂ちゃん、オシッコ漏れちゃうくらい気持ち良かったのかな♡」

			「ちがっ！　ちがっ、うぅ～～～！　うっ♡　ンっうぅうぅ～ッ♡」

			　ニヤつきながら顔を覗き込んでくる伯父から逃れるように、七穂は両手で顔を覆い隠す。

			「七穂ちゃんにオシッコひっかけられて、おじさんも気持ちイイよぉ♡」

			「やあああぁぁぁ……いやあぁあぁぁぁ……こんなっ、汚いぃ……！」

			「全然汚くないよ。おじさん、七穂ちゃんのオムツを替えてあげたこともあるからね。それを思ったら懐かしくて嬉しいくらいだから♡」

			　放尿羞恥に顔を覆う姪の様。そして下腹部と脚に浴びせられる小水に興奮したか、伯父の腰使いは一層荒々しさを増す。

			　──ぢゅっぷッ！　ぢゃぷッ！　ぐっぢゅッ！　ぬぢゅンッ！　ぢゅぐッ！

			　男根に掻き立てられ、激しく水音を立てる結合部から、男根によって掻き出される愛液。それが、迸った小水と混ざり合いながら、風呂場の排水溝へと流れていく。

			「おっ♡　おぉっ♡　おじさんもうイキそう♡　いい？　イクよっ、イクよぉっ♡」

			「ンああぁあぁあああぁあぁ！　っくぃいぃいいぃいいぃぃン！　やめっ、らめっ、いやぁあぁっ！　中ッ、絶っ、対っ、だめぇっ！」

			　膣内を荒々しく出入りする伯父の肉棒から、射精が近いことが感じ取れる。

			　それは知識として知っていたものでも、これまでの伯父との行為から学んだものでもない。純粋に本能的に感じ取ったものだった。

			「中じゃなかったら出してもいい？　外なら七穂ちゃんでイッてもいい？　七穂ちゃんに出してもいい？」

			「い、いっ！　外ッ、外っ、ならっ、イイからっ！　中はダメ……っ！」

			「了解了解、ちゃんと外で出すから♡　イクよ、七穂ちゃんでおじさんイクよ！　

			゛おっ゛お゛ぉ～～～ッ♡　出る出る出るッ！」

			　射精へ向けた、より快感追求した腰使いで、猛然と加速する伯父のピストン。

			　ただひたすらに、射精という欲求を求めた獣じみた突き上げに、七穂の体が激しく揺さ振られる。

			「っおおおぉッッッ!!　出るッ！　っぬふぅッ！」

			「゛ンあンッッッ!?」

			　最後にドヅンと打ち込むと、ひと息にペニスが引き抜かれた。七穂の愛液を全体にねっとりと纏った男根は、引き抜かれた途端、グンッと跳ねた。

			　──どっびゅうぅうぅぅぅッ!!　びゅっるるるるるるッ！　びゅりゅるるるるッ！

			　跳ね上がったペニスを伯父が握り、しごきを入れてさらに勢いよく精液を迸らせた。

			「やあぁあぁぁぁっ♡　あっ♡　あっ♡　やっ♡　あっ♡　イクイクッ♡　またッ♡　イッちゃっ、ッああああぁ────ッ♡」

			　──ッシャアァアァアアアァァァァ────ッッッ！

			　宙を飛んだ伯父の精液が顔にまで届いたのと同時に、七穂もまた再度の絶頂に達し、甲高いイキ声を張り上げる。

			　それまでの少量が断続的に漏れ出ていただけだった小水が、彼女のアクメと同時に堰を切ったように噴出した。尿道口から弧を描いて浴室の床に落ちた小水は、バチャバチャと音を立て、飛沫を上げる。　伯父に片脚を抱え上げられているために、その格好はさながら犬のマーキングのようだ。

			（イキながらオシッコまで漏らしちゃって、恥ずかしくて、みっともないと思うのに……これ、気持ちイイ……♡）

			　ジョロジョロと小水を放出しながら、ゾクゾクと喜悦感に身を震わせる。

			　子供の頃なら、入浴の途中で我慢できずに洗い場で放尿してしまったこともあった。しかし、これはそういったものではない。快感と、その絶頂により、感極まってしまったことを表す、恥知らずな放尿だ。

			　己の無恥ぶりを嘆きながらも、恥知らずな放尿にまた快感を増幅され、七穂は伯父の精液が肌に張りつく刺激にすら絶頂を味わわされていた。

			「七穂ちゃん、派手にオシッコしたねぇ♡　さすがにオシッコの量には負けるけど、俺の射精量だってなかなかっ……！」

			　自ら男根にしごきを入れて射精を促す伯父。野太いペニスから噴き上がる精液は、近くは黒く陰毛の生え揃った恥丘から、遠くは頭まで、七穂に浴びせ掛けられていく。

			「あっ♡　あっ♡　やあぁ……っ♡　ベタベタひっついてくるっ……！　汚いのかけないでぇ……っ！」

			　高く飛んだスペルマが七穂の頭部に撒き散らされ、黒髪に絡みついた白泥が異様なコントラストを生み出した。

			　髪から顔、胸、腹……体のいたるところに、張りつくようにビタビタと降り注ぐザーメンの感触。セックスに肌が火照っているからなのか、不思議とひんやり感じる体液は、液体とは思えないほどずっしりとした感触で肌を打つ。

			「えー？　中に出しちゃだダメだって言うから外に出したのに～。ぶっかけてもダメなら、どこに出せばいいのかわかんないよ」

			　飄々と言い放ちながら、なおも姪の肢体を精液でマーキングする伯父。そろそろ精力も衰えようかという中年真っただ中の男にもかかわらず、しごき出される精液の飛距離は性欲最盛期の少年にも負けていない。

			　失禁を伴ったアクメで七穂がほぼ無抵抗なのをいいことに、伯父は思うさま姪を汚濁で穢す。力強く飛んだザーメンが少女の目元に張りつき、そこにあった小さなホクロを白く塗りつぶしていった。

			「っふうぅぅ……出した出したぁ。気持ち良かったよ、七穂ちゃん。七穂ちゃんもオシッコしてスッキリしたかな？」

			　一頻ひとしきり射精し尽くした頃、七穂の体にはザーメン臭が立ち上るほど多量の精液がまとわりついていた。

			「っふあぁ……♡　あっ……あぁっ……♡　っンあぁ～～……♡」

			　潮を噴き、失禁までし、絶頂している最中も責め立てられ、アクメにアクメを重ねた少女。浴室に横たわったままの女体は、くたっ、と虚脱しきっていながらも、いまだに襲ってくる絶頂の余波に時折痙攣を見せる。

			　痙攣するたびに、肌の上を精液がドロリと流れ落ち、その感触すらも快感となって彼女をまた悶えさせる有様だった。

			「精液とオシッコで汚れちゃったね。おじさんが洗ってあげるから、そのまま楽にしてて」

			　浴室の床の上に落ちたまま放置され、いまだに湯を無駄にしているシャワーヘッドを伯父の手がたぐり寄せる。

			「ふぇ……？　な、に……っくふぅうぅぅんっっっ♡」

			　絶頂の余韻に骨抜き状態になっている姪の肢体に、心地よいシャワーが当てられた。適温の湯が、肌の上の精液と小水をざっと流した後、そこへ今度は泡立てられたボディソープを纏った伯父の両手が触れる。

			「あぁあああぁぁ……ッ♡　いやぁあぁぁぁッ♡　っはぁあぁぁぁぁンンンッ♡」

			　石けんのさわやかな香りが広がる中、ボディソープのぬめりを伴った手にいまだ敏感なままの肌を撫で回され、七穂は蛇のようにのたうって歓喜の声を上げた。

			「ああ、ほら、あんまり動いちゃだめだよ。ちゃんと洗えないからね」

			「そんなっ、ことぉっ、イッ♡　たっ、てぇっ♡　あっ♡　やっ♡　またっ♡　イクッ♡　イクッ♡　イッ、クッ♡」

			　凌辱的な男根での性交とは打って変わり、手で肌を洗い上げるタッチはずいぶんと優しく、そのギャップが七穂の性感を刺激する。

			（やだもうっ！　なんでこんなことでまた感じて、イッちゃうのぉッ♡）

			　伯父に体を洗われるなど、想像だにしないことであった。いまだ昂ったままの性感は、体を洗うというなんでもない刺激すら官能的なものに変え、七穂を心地よく苦しませる。

			「ありゃ？　体洗ってるだけなのにまたイッちゃったの？　本当に感度がいいなぁ七穂ちゃんは♡」

			「はひィンッ♡　ンッやぁあんッ♡　あっあっあぁぁッ♡」

			　茶化すように言いながら、泡まみれの伯父の手が、七穂の突端でしこり勃った乳首をヌルヌルと転がす。

			　そのたまらない刺激に七穂は爪先を立て、下半身だけブリッジするようにしながら、また絶頂して浮かせた腰をカクカクと振る。

			「やれやれ……若い女の子は一旦性欲の箍たがが外れると、なかなか収まらないもんだなぁ……♡」

			　一度シャワーで流してざっとキレイになった姪の股間は、再び愛液でヌラヌラとした光沢を放ち、糸引く滴を垂らす。

			　胸を弄んでいた泡の手を、伯父はボディラインをなぞるようにして腰まで滑らせた。そして、そのまま腰を抱き、自分の腰へと引き寄せる。

			　つい先ほど相当な量を射精したにもかかわらず、伯父の股間では男根がいまだ勢い衰えることなく、ほとんど真上を向いた勃起角度を見せていた。

			「七穂ちゃんが満足するまで付き合うからね」

			「え、ぇ……？　っうンッ♡　ま、たぁっ!?　あぁいやあぁっ♡　あッぅンッ♡」

			　──にゅぶぢゅンッ！

			　再び男根が七穂の膣内に押し入って、すぐさまピストンが始まると、七穂の口からは悦に艶めいた声があふれ出していた。

			


			　そうして結局、風呂にはどれくらいの時間入っていたことになるのか。

			　伯父の射精は都合三発。七穂の絶頂は数知れず。

			　最後に改めて髪と体を洗い、湯に浸かり、七穂は浴室を出た。そして、散々に絶頂した自己嫌悪と、不本意にも心地よく感じてしまう疲労感に、深い溜め息を吐つく。

			「ッはああぁぁ～～～～～……」

			「大きな溜め息吐いて、どうしたの？　ヤリすぎて疲れちゃった？　まあ、俺もちょっと疲れちゃったけど」

			　溜め息を吐く七穂のかたわら、満足げな顔の伯父がバスタオルで毛むくじゃらな体を拭き上げていた。その満足げな顔に、七穂の中で沸々と怒りが沸き立つ。

			（今日は、中に出されなくて済んだけど……なんで無神経にナマでして、しかも中に出そうとするんだろ……！）

			　伯父にはこれまで何度となく肉体関係を強いられ、体を許してきてしまっている。

			　いつもなし崩し的に生でさせてしまっているのも悪いとはいえ、当然のように生でする伯父に怒りが込み上げる。

			「いつもいつも……ッ！　なんで当然みたいな顔してナマでするんですかッ！」

			「えっ？　だって、ナマが気持ちイイし。なんで？」

			「なっ、なっ……!?　なんでじゃないです！　コンドームくらいちゃんと用意してください!!」

			「あー……じゃあ、コンドームがあればシてもいいっていうことだよねぇ？」

			「……えっ……えぇッ!?　そっ、そういうことじゃないですッ!!　どっ、どっ、どうしてそうなるんですか!?」

			　思いがけない伯父の言葉に、七穂は赤面しながらパニックを起こす。

			　〝コンドームを用意すればシてもいい〟と取る伯父に対してではなく、その返答を耳にして気づいた、〝シてもいい〟ことが前提になっている自分に対してだった。

			「しょうがないなー……ちゃんと買っておくから。それでいいよね？」

			「えっ？　あっ、えっ？　ちがっ、よくないっ……してもいいっていうことじゃなくて……！」

			「さーて、スッキリしたし、俺も寝よ。七穂ちゃん、おやすみー……」

			「まっ、待って……」

			　伯父は全裸のまま悠々と脱衣所を出て行き、自分の言葉の釈明と訂正をできないまま、七穂が一人取り残される。

			　自らの言葉が、伯父に肉体関係のお墨付きを与えてしまったも同然の事態に、彼女は頭を抱えてうずくまった。

		


	

			第二章　姪の牝尻に食い込むブルマー

			


			　弟の健二も、姪の七穂もいない昼間。無職の中年男は、冷蔵庫から取り出したビールの口を開けると、その場でグイとあおる。

			「っぷはぁ！　さぁてと……」

			　ダイニングキッチンからノシノシとリビングへ移ると、ソファーにバフッと勢いよく腰掛け、冷房の設定温度を二度下げた。

			　男がテレビの電源を入れ、入力を切り替える。そして手にしたスマートフォンを操作すると、テレビにスマートフォンの画面がそのまま映し出された。

			「よし、映った……。やっぱデカい画面で見たいからなー」

			　テレビの入出力コネクタの一つに、無線でスマートフォンと連携する機器が差し込まれていた。その機器を介して、スマートフォンに保存された動画ファイルをテレビ画面上で再生する。

			『や、やめてください……！　毎日毎日、いい加減にっ、うっ、あぅっ……♡』

			「ハハハ。自分でちょっかい出しておいてなんだけど、七穂ちゃんチョロいなぁ。おかげで助かるけど」

			　画面上に映し出されたのは、しばらく前に七穂の部屋にしかけておいた隠しカメラで撮った映像。寝るために二階に上がった七穂を追いかけて部屋に押し入り、そのまま一発決め込んだ日の記録だ。

			　本来は姪のオナニーの傾向や頻度を調べつつ、同時に、鑑賞用とするためだったが。

			「俺が開発するのもいいけど、七穂ちゃんにはもう少しなにか覚えてほしいな……フェラチオのやり方でも教えてあげようかな♡」

			　などと独り言を呟き、ヘラヘラ口元を緩めながら、男はビールを喉に流し込む。

			　無職で半ば引きこもりの中年男の楽しみは、ネットとアダルトビデオを見るくらいのものであった。だが今ではこうして、姪を盗撮した動画で一杯やるのがなによりの楽しみになっている。

			「……おっぱいとかケツのデカさなんか、やっぱり親子だなぁ……たまに面影見えるときあるし……顔は稲穂さんにあんまり似てないのになぁ……」

			　七穂の母であり、弟の妻となってしまった思い人。稲穂。

			　姪の体付きに催す欲情は、稲穂に対して若い日の彼が催した欲情そのままだ。

			　七穂の表情や仕草に、時折垣間見える稲穂の面影は、男の胸を年甲斐もなくキュンと締めつけてくる。

			　男にしてみれば、兄である自分が先に出会って一目惚れし、先に惚れていた相手だった。それが気づけば、弟に横から奪われ、もう腹の中には子供まで居るなどという。恋に破れた上に、さらにもう弟のものになっているという痛烈な追い打ち。そのダメージたるや男を引きこもりに至らせ、それなりの出世の道も見えていた会社からの解雇と、人生を転落させるほどであった。

			「稲穂さんの面影か……。ああ！　そうだ、そういえば！　むふっ……七穂ちゃんに、か……」

			　テレビ画面に映し出される、彼の手に揉みしだかれる姪の立派な尻。それをビール片手に視姦していた男が、はたとしてなにか思い出し、ニンマリとイヤらしく頬を緩ませる。

			　ビールを一気に飲み干した伯父は、空き缶をカツンとテーブルに打ちつけるようにして置くと、ソファーを立ち上がって玄関へ向かった。

			


			「はあぁ────……」

			　昼食のお手製弁当を箸でつつきながら、七穂はひときわ大きな溜め息を吐く。

			「うわ。なにそのでっかい溜め息。恋？」

			「おー。七穂もついに色恋沙汰を抱える歳かぁー？」

			　机を突き合わせて一緒にお昼を食べていた友人たちが、溜め息一つで大いに盛り上がる。相手は誰だなどと囃し立てる友人らに、七穂は先ほどよりは小さいながら再び溜め息を吐いた。

			「そんなんじゃないから。っていうか、同い歳でしょ……」

			　食事も会話も上の空といった具合の七穂の頭を悩ませているのは、最近ますますエスカレートしてきた伯父の行動だ。

			　数日前、風呂場で事に至った際に口を滑らせた〝コンドーム発言〟のせいで、肉体関係に合意を得たと伯父に思わせてしまったのが悪かった。

			　あれからというもの伯父は前にも増して、リスクを冒してまで積極果敢に肉体関係を迫ってくる。

			　日曜だった昨日などは、七穂が洗濯物を干しているところにやってきて、洗濯物で外からの視線を遮りながら、ベランダで立ちバックのセックスを強いられた。

			　幸いと言うべきか、コンドームを用意しろという七穂の言葉はちゃんと聞き入れて、コンドームを着用してのセックスではあったが。

			（あんなベランダでなんて……御近所から見られたりなんかしたら、おじさんどころか、私もお父さんも大変なことになるのに……）

			　ベランダで視線を気にしながら犯される緊張感。緊張している体に這う伯父の愛撫の手。時間にして二十二時間ほど前の出来事が鮮明に思い出される。

			　ゾク……と背筋を心地よいものが這い上がり、下腹部がキュンと切なさを発する。その拍子に、箸で摘まんでいた弁当のおかずがポロッと落ちた。

			「あっ、七穂、落ちたよ？」

			「へっ……？　あ、うん……」

			「おーい、どうしたー、七穂ー？　ホント変だよー？　悩みがあるならおねーさんたちに言ってみー？」

			　かたわらで先に昼食を終えていた友人が、じゃれつくようにして腰に手を回し、体を密着させる。と、その瞬間──

			「ふあぁん……っ♡」

			　おかずどころか、箸まで手から落ちて床で音を立て、同時に七穂の口から甘く溶けた声が漏れ出た。

			「──ッ!?　ちょっ、ちょぉっ、へ、変なとこ触らないっ！」

			「お、おう、ごめん……びっくりしたぁ……七穂からあんな声が出るとは……」

			「やめてよね！　変な声出ちゃったじゃない！　あはははっ！」

			　慌てて笑ってごまかしながら、足下に転がった箸を拾うため体を丸めて屈む七穂。屈んで隠した顔が真っ赤になっていたのと同時に、スカートの中では、ショーツにねっとりと愛液のシミが広がってしまっていた。

			　思いのほかぐっしょりと濡れてしまい、その心地悪さに苛まれた一日は瞬く間に過ぎ行く。

			　学校帰りに買い物をして帰ると、ちょうど父の帰宅と同じタイミングだった。父と帰宅のタイミングが合えば、伯父も易々やすやすとはちょっかいを出せない。事実、今日は伯父にボディタッチの一つもされずに済んでいた。

			「それじゃあお父さん、私先に寝るね」

			　伯父からちょっかいを出されずに済み、入浴もゆっくりと楽しんで出た七穂が、風呂上がりにリビングの父に声をかける。

			「ああ、おやすみ」

			「おやすみー」

			　リビングには伯父もおり、スマートフォンでなにか見ながらビールをあおっている。今日の伯父は不思議なほど落ち着いて見え、イヤらしい視線こそ送ってくる場面はあったが、帰宅時から父もいたせいか手を出してくる素振りもなかった。

			（いつもこうならいいんだけど……っていうか、早く帰ってほしいんだけど……！）

			　そう内心で思いながら、まだ父が起きていることに安心して、七穂は階段を上がって自室に入る。

			　物は少なく、すっきりとシンプルで、あまり年頃の女の子らしさはない部屋だ。それでも布団やクッションなど、部屋の中で目に見えるものの色使いなどは、やはり女の子らしさにあふれている。

			（なんだか久しぶりだなぁ……おじさんから変なことされずに、ゆっくりとした気分でいられるの……）

			　久しぶりに落ち着いて家事ができ、勉強や趣味など自分のことにも集中して時間を使えた一日に、七穂は充実感すら覚えていた。

			　夏本番も近い時期。適度にエアコンを効かせた室内は快適だ。七穂はタオルケット一枚をかけてベッドに横になると、ほどなくして睡魔に誘われ、眠りに落ちた。

			　──眠りに落ちて早々に、夢の中へ没入した気がする。

			　確かに見ていたはずの夢も、これが夢だと朧気おぼろげに気づくと、途端に忘却の彼方へと遠ざかっていく。

			　消えかかった夢の残滓に意識を向けると、思い起こされるのは解放感。一切の束縛を受けることなく、裸で宙に浮く感覚。だが、それはしばらくして失われ、代わりにスルスルと肌を柔らかいものが撫でる感触が夢の名残となった。

			（……なんだか……食い込む……）

			　夢がすっかり遠ざかって消えると、尻肉に不愉快な食い込みが感じられ、意識が急速に眠りから覚めていく。

			　七穂の幅広でもっちりとした尻にゴムが食い込み、少しばかり尻肉がはみ出た具合の悪さがある。夢から覚めたとは言っても目までは覚めきらず、重いまぶたを伏せたまま、尻に手を回してゴムに指をかけ、食い込みを直す。

			（……？　ゴムの感触が二つ……？）

			　七穂が身に着けて寝たのは、タンクトップとショートパンツ。ショートパンツの下には下着を着けているが、ショートパンツには尻に食い込むようなゴムはない。

			　不自然さを覚えて、寝ぼけ眼を薄く開けたその瞬間。強烈な光が視覚を白く焼いた。

			「キャアッッ!?　なにっ……!?　なにっ!?　なんなの～っ!?」

			　完全な不意打ちで目に強い光を受けた七穂は、思わず目を押さえる。

			「あっ！　ごめん！　フラッシュが光っちゃった！　ごめんごめん！　大丈夫、カメラのフラッシュだよ」

			　白く眩くらんだ目を覆っていても、その声の主が誰であるかはたちどころにわかった。

			「おじさん!?　いったいなんなんですかッ！　ほんとにもうッ！　目が眩んで見えない……っていうかカメラって！　なに撮ってるんですか！」

			　寝ぼけ眼にフラッシュを焚かれて、不意に視界を奪われたことと驚きとで、七穂は怒り心頭で早口に捲し立てる。そして怒りを表すように、見えない伯父に向かってブンブンと腕を振り回す。

			「いてててっ……！　待って待って落ち着いて落ち着いて……！　今、部屋の電気をつけるからね。部屋の明るさに慣らせば、目の眩んだのもすぐ治るよ」

			　手の届く距離にいたのだろう。振り回した腕が二回ほど当たると、伯父は焦った様子で、努めて優しい声をかけてなだめてくる。

			「……むうぅぅっ……！」

			　唇を真一文字に結びながら、七穂は怒りも露わに唸るような声を漏らす。伯父に言われた通りにするのは不服だったが、不承不承に顔を部屋の照明に向け、閉じたまぶた越しの目を光に慣らす。

			　しばらくそうしていると、痛みにも感じられるような視界の白い焼き付きは落ち着いて、極薄く目を開けると見慣れた天井と照明が見えた。

			「どう？　もうだいじょうぶ？」

			「……いいから出てってください！　はぁ……」

			　明るさに十分慣れた目で声をかけてくる伯父を悪し様に突き放す七穂。溜め息を吐きながら、完全にはだけてベッドから落ちていたタオルケットに手を伸ばした。その時ふと、自分の姿に違和感を覚える。

			　着慣れたタンクトップとショートパンツとは違う着心地。寝る前に着替えた覚えもなければ、そもそもそれは寝間着ではない。

			「……ん？　……はあっ!?」

			　より動きやすく、柔らかい肌触りのそれを七穂も知ってはいたが、実物を目にしたことはないものであった。

			「あ、気づいた？　とってもよく似合ってるよー」

			　その姪の姿に感動したように、ウンウンと頷きながら満面の笑みを見せる伯父。感慨深げな眼差しで彼女を見つめる彼の股間は、すっかり膨張しきって突っ張っていた。

			「こ、これ、どうして!?　いつ!?　寝てる間に!?」

			　ほどよくゆったりとした白い半袖シャツと、下半身に密着してヒップラインも露わに包み込む濃紺のブルマー。

			　七穂もその存在は知っていたが、着たことなどない体育着だった。就寝時にポニーテールを解いていた頭には、御丁寧にハチマキまで巻かれている。

			「七穂ちゃんも健二と同じで、一度寝たらなかなか起きないよね。着替えさせるのにいっぺんパンツだけにしたけど、スヤスヤ気持ちよさそうに寝たまんまだったし」

			「……ッ！」

			　寝ているうちになにかされたのではないかと、すぐさま自分の体を触ったり見たりして痕跡がないか確かめる。幸い、なにかされた様子はなく、ただ着替えさせられただけのようであった。

			「いやー……ブルマを見てると昔を思い出すなぁ……あの頃に戻れたら、写真とビデオ撮りまくって永久保存にするよ……」

			「……こんなの着させて、なんのつもりですか……」

			「あー、うん。それねぇ……稲穂さんの形見」

			「お母さんの形見……？　これが……？」

			　改めて、自分が袖を通している体育着に視線を落とす。黄ばみや虫食いもなく、ほんのりと体育着から漂う防虫剤の香りが、丁寧に保管されていたことを感じさせる。頭に巻かれたハチマキは赤く、退色もしておらず鮮明な色を保っていた。

			「七穂ちゃんがお母さんの形見を着たところが見たかったんだけど……お願いしても着てくれなさそうだったから、こっそり着替えさせて、写真だけでもと思って……」

			　確かに、これを着てくれと面と向かって頼まれても断固断っていただろう。体育着といえばショートパンツである七穂にとっては、ブルマーは抵抗感が拭えない。

			「……なんでおじさんが、お母さんの形見の……ブルマ？　を持ってるんですか」

			「秘密」

			　この伯父のことであるから、どうせ盗んだかなにかであろうとは想像がつく。しかし、母の形見だとというものを身に着けていると、寝込みに着替えさせられたにもかかわらず、嬉しさがあるのが腹立たしくもある。

			「七穂ちゃんと稲穂さん、体付きがそっくりだなぁと思ってたんだけど……まさか、ピッタリサイズが合うなんて。親子にしてもすごいねぇ。ほら、自分で見てみて」

			「えっ、ちょっ、ちょっと……！」

			　伯父は姪の腕を取って立ち上がらせると、クローゼットの前に立ててあった姿見の前に彼女を立たせた。

			（や、やだ、コレ……！　お尻の大きさも形も丸わかりじゃない……！）

			　ヒップラインがはっきりと見て取れる自分のブルマー姿。気にしていないのかと言えばウソになるヒップサイズが、より強調されているように感じられる。コットンの半袖シャツは、胸が余りすぎたり窮屈だったりすることもなく、丈の長さもちょうどよくブルマーの中に収まっていた。

			　女体の美を引き立てながら、軽快な見た目に違たがわぬ動きやすさを両立する、今や失われた合理的体育着が、彼女の羞恥心をざわざわと波立たせる。

			「このドッシリした安産型のケツ……♡　稲穂さんそっくりそのままって感じだ……稲穂さんのブルマケツを思い出して、今でもシコってるからなぁ……」

			「ひうっ!?　あっ！　やっ！　ちょっと、なにしてっ……やめっ……♡」

			　姿見の前に立つ姪の背後にしゃがみ込み、伯父はブルマーに包まれた大尻を鷲づかみにしていた。

			　ゴツく大きな手を目一杯広げても余る、ボリューム感あふれるブルマ尻。それを、撫で、揉み、弄ぶ。

			　張りを持ちながらも柔らかい尻肉がムチムチとたわんで、ブルマーの生地に艶やかな陰影を浮かび上がらせた。

			「はあぁあぁ～～～……たまんないよ七穂ちゃん～～～っ♡」

			　ブルマー越しの尻の割れ目に鼻を埋めるようにして、顔面をグリグリと押しつけた伯父が感極まった声を上げる。

			「ひいぃっ!?　気持ちわるっ……ひっうぅンッ♡」

			　熱い鼻息と吐息とを尻の谷間に感じ、たまらず七穂は鳥肌を立たせて大きく身震いした。身震いした拍子に、スベスベしたコットンに乳首が擦れ、ビリビリと瞬間的に焼けるような快感が走る。その時になって七穂は、自分のニプルが甘立ちしていることに気づいた。

			（なんで感じちゃうの……っ！　また、おじさんの思い通りになっちゃう……！）

			　半ば条件反射のようになっているのではないかと思うほど。七穂の体は伯父からの刺激に対して、応答速度が速くなっている気がした。尻を撫でられ揉まれただけで、みるみるうちに乳首が勃ち始めている。眼下に見える自らの胸先。体育着が内側から、ニプルによってツンと突き上げられていた。

			「稲穂さんに感謝しないとなぁ……最高の忘れ形見を遺してくれて」

			　尻から顔を離した伯父はゆらり立ち上がると、姪の背後から手を伸ばして今度は胸を持ち上げるように掴む。そして、勃起し始めたばかりの乳首を、両手の指先でカリカリと掻き、快感を入力する。

			「すっかり乳首勃起しちゃってるね。最近、ますます感度よくなってるんじゃない？　スケベスイッチが入るの早くなったもんね」

			「はあぁぁあぁぁあっ♡　やっあぁ！　ああやああぁっ！　アンッ♡　やンンッ♡」

			　伯父の囁きとともに、スベスベとしたコットン生地の上で指が素早く往復し、乳首を痛烈にくすぐる。フル勃起直前の敏感な乳首に走る甘い快感に、七穂は身悶えして濡れた声を漏らした。

			　ニプルの先端から発した快感電流が体内を駆け巡り、下半身に至って、キュンキュンと子宮と膣が疼きを催す。疼きに合わせて、ジュワジュワと肉汁が膣内に染み出し始めるのを感じ、七穂は我が身の淫らさに恥じ入る。

			「ケツを揉んで、ちょっとオッパイ弄っただけなのに、もうビンビンだねぇ」

			「あぁ……やあぁ……あンッ♡　なんでぇ……♡　ッはあぁあぁンッ♡」

			　ジンジンと脈動感すら感じさせ、体育着を突き破りそうなほど固くしこり勃ったニプル。それを伯父の指が摘まみ、ピンポイントで揉む。

			　くにゅくにゅと乳首が揉みほぐされるたび、ゾワワワッ、と大きな快感の波が押し寄せ、七穂は仰け反るほどの反応を見せる。

			「やっぱり感度よくなってるね。やっぱり若いからかな、性感が快感に目覚めるのも早い早い♡」

			　伯父の片手が胸を離し、スルスルと下半身へ向かう。ブルマーに包まれた下半身に至った指先が、混綿の生地越しにワレメへ触れた。

			「あっ♡　やあンッ♡　だっ、めぇっ♡」

			　ブルマーをワレメに食い込ませるように、伯父の指が強く押し当てられる。すると、ぢゅくっ、と生地が吸った愛液が染み出して、指にまとわりつく。

			　七穂自身、もう汁があふれているのは感じ取ってはいたが、それは思っていた以上に多量だった。ブルマーの股間部分は、愛液を吸ったことで濃紺がより色濃くなっていた。

			「すごい濡れかたしてるね七穂ちゃん♡　お母さんのブルマ穿いて興奮した？」

			「そ、そんなんじゃ……なっ、いぃっ！　っひンッ！　弄っちゃ、だ、めぇっ♡」

			　チュクチュクと音を立てながら、ワレメにブルマーを食い込ませた指が動く。

			　乳首に負けず劣らず勃起したクリトリスが、弄ぶ伯父の指先からぷりゅんぷりゅんと逃げるように転がり、転がるたびにブルマ尻がビクつきながらくねった。

			　愛液のヌメリと生地の滑りとが合わさり、生地越しに粘膜を擦られる独特の感触が、七穂に強烈な快楽を擦り込む。

			「も、だめっ、立ってられなっ、いっ……！」

			　乳首にクリトリスにと、刺激が加えられるたびに嬉しそうに反応する女体。愛液が垂れ落ちてきた膝はガクガクと震え、体を支えきれなくなってきていた。

			　崩れそうな体を支えようと、咄嗟に目の前の姿見にしがみつく。

			（やだ……鏡に映ってる私……いつもこんな顔しながら、おじさんにエッチなことされてるんだ……）

			　鏡に映った自分の、一筋よだれを垂らしてうっとりと淫蕩に緩んだ顔。自分自身の淫靡な姿と表情が羞恥を煽り、自分自身への倒錯的な興奮までも覚えさせた。

			「おっと、危ないね。じゃあ、続きはベッドでシよっか？」

			　愛撫しながら、崩れそうなその体を同時に支えてもいる伯父が、彼女をベッドへと誘導する。

			　ベッドに移った先にある行為があからさまであるにもかかわらず、七穂は抵抗も拒絶も見せなかった。いつものように、快楽に流されているだけとも取れる。しかし今の七穂は伯父に誘導されるまま、膝の震える足を自らベッドへと進めていた。

			「あっ、うっ……！」

			　ベッドに寄ると、そのまま膝から崩れてベッドの上に四つん這いの格好になった。

			　突き出されたムチムチの桃尻が、ブルマーに包まれていることもあって、より迫力のあるボリューム感を出す。

			「安心してねー、七穂ちゃん。こんなこともあろうかと、ちゃんとコンドーム持ってきてあるから」

			　伯父がズボンのポケットに手を突っ込むと、そこから取り出されるズラッと繋がったままのコンドーム。そのうちの一つを切り取ると、残りはベッドの上へ投げた。

			（こんなに……）

			　数えこそしなかったが、パッと見ただけで片手では足りない数だとわかる。何回するつもりなのかと考える七穂の喉が、ゴクリと鳴った。

			「稲穂さんのブルマ、大事にしといてよかったなぁ。おかげで、時を超えた稲穂さんと七穂ちゃんの疑似母子丼が味わえるんだから」

			　服を乱雑に脱ぎ捨てた伯父は、すでに全力勃起状態の男根に手早くコンドームを着ける。

			　準備を整えて早々、姪のブルマ尻に伸びる手。ブルマーとその下のショーツに指をかけ、愛液を吸って紺色が濃くなった部分を横にずらす。

			　愛液に部屋の照明が反射して、テカテカとツヤを帯びた綺麗な色艶のサーモンピンク。露出した女陰は、まるで待ち構えているかのように柔らかく口を開いており、伯父はそこへコンドームを着込んだペニスの先をあてがう。

			「これだけグチョグチョになるくらいだから、もう我慢できないよね。今入れてあげるからね」

			「あっ……♡　あっ……♡　あぁ……♡」

			　抵抗や拒絶の言葉も出ないまま、後背から伯父に尻を抱きかかえられる。七穂はベッドのシーツを握り締め、期待とも嫌悪ともつかない複雑な気分を味わっていた。

			（あっ♡　あっ♡　入っちゃう……入れられちゃう……♡　セックス……♡　しちゃうんだ……♡　お母さんの形見、着たまま……♡）

			　背徳感と倒錯感が入り交じったものが、ゾクゾクゾクッ、と細かな心地よい震えとなって女体を駆け巡る。

			　また伯父にされるがままになる自分。嫌悪感はあるが不快感ではない。被虐嗜好にも似た感覚に、一〇代の少女は不思議な高揚感すら覚えていた。

			「いくよー……一気に……奥までッ！」

			　──ズッパァンッッッ!!

			「゛あう゛ンッ♡」

			　伯父の腰がバックスイングまでつけて勢いよく、力一杯にブルマーの尻に叩きつけられる。その勢いのあまり、膣内にたっぷり染み出した肉汁がペニスに押し出されて、ぶぢゅんッ、と音を立てた。

			　力強い挿入打突の衝撃で、四つん這いになった七穂の上体が前のめりに崩れ、尻だけを高く上げているような格好に変わってしまう。

			「むっふぅっ！　コンドーム越しでもわかるプリップリの肉襞ッ！　ちんぽにニュルニュルまとわりつくッ！　一〇代おま○こ最高ッ！」

			　──パンッ！　パンッ！　パンッ！　っタンッ！　っタンッ！　っタンッ！

			　一定のリズムで腰が打ちつけられるたびに、ブルマーに包まれた肉感豊かな尻がぶるんぶるんと柔肉を振動させる。そうして揺れるにつれて、片側にずらされていたブルマーが尻の割れ目に向かってずれ込んでいき、徐々に大きく尻肉がはみ出していく。ほどなく尻の半分が剥き出しになり、伯父の腰に打たれてビタンビタンと肌が音を立て始めた。

			「んひゃんっ♡　っうンッ♡　っふぅうぅんっ♡　あっ、ンッ♡　あンンッ♡」

			　ピストンの衝撃を受けて体を揺さ振られながら、七穂は顔をベッドに擦りつけるようにしながら声を漏らす。

			　石を削り出したのかと思うほど硬い男根が奥へ達するたび、押し出されるようにして出る声は悦が隠せないでいた。

			　母のブルマーを身に着けてしているという倒錯が、興奮を底上げしているのか。これまでにない淫悦の昂りに、七穂はゾクゾクと表皮を這うような心地よい痺れを味わう。

			「今日は一段と気持ちよさそうだね七穂ちゃんっ♡　あれかな、コスプレとか意外と好きだった？」

			「ちっ、ちがっ、うンッ♡　っうンッ♡　あっはンッ♡　あっあっアンッ♡」

			　ペニスが膣を出入りするたびに沸き立つ快感に、すっかり思考が飛んでいた七穂は咄嗟に否定はするものの、その声すらも悦に上擦り説得力がない。

			「今度はもっとエッチな服着てしてみる？　世の中にはねぇ、セックスのための服だってあるんだよ。あー、いや、アレは服とは言えないか」

			「セックスっ、のっ♡　ためっ、のぉ……っ♡」

			　その言葉が、思春期の脳裏で膨らませる淫らな想像。考え得る限りの猥褻な格好をした自分が頭に幾人も浮かび、そんな姿でセックスをする何人もの自分が脳裏で多重によがり声を重ねる。

			「おっ、おっ？　ギュウギュウ締まるッ♡　じゃあ御期待に応えて、近いうちにエッチな服を用意してあげるから、楽しみにしててね♡」

			「やっあぁっ♡　いらっ、ないっ♡　そんなのぉっ♡　ンふぅッ♡」

			　勝手に想像が膨らみ、勝手に膣肉が引き締まってしまう。別の人格があるかのように、猥褻行為に反応してしまう自分がいる。いや、別人格だと思い込もうとするほど、淫行に耽ふけってしまう自分がいた。

			「嘘ついてもダメだよー。おま○この反応で全部わかっちゃうから」

			　──ぶぢゅンッ、ぷぢゅぅッ、ぷぢゅるッ、ぬぢゅりゅッ、ぐぢょンッ！

			　姪の反応にますます興が乗ってきたのか、伯父の腰使いは突き込みの鋭さを増す。

			　テンポアップするピストンのリズムに合わせ、伯父と姪との背徳淫交の結合部からは、ネバついた摩擦音がけたたましいほどに掻き鳴らされる。

			「やっ♡　あっ♡　ああっ♡　おちんちんっ♡　すごっ♡　はげっ、しっ♡　はげしっいンッ♡　やだぁっ♡　はげしいのだめっ♡　らめっ♡　ンやぁんっ♡」

			　もう何度もセックスを経験していながら、初めて膣内で感じるコンドームを着けたペニスの感触。

			　ツルツルと滑りながら膣内を擦る感覚は、それまでのセックスにはないもので、七穂は膣内で感じる新鮮な刺激に意識を引っ張られる。

			（やだっ……コンドームのあるのとないのとでこんなに違うのっ♡　今までと違うから、なんだか変っ……♡）

			　すっかりナマに慣れさせられてしまっていることもあり、これまでのセックスのほうが確実に〝イイ〟と感じてしまう。だが、この新しい摩擦感も不快ではなく、七穂が快楽に緩みそうになる顔を隠すように伏せると、黒髪がシーツの上に広がった。

			「あっ！　あっ！　あぁぁンッ♡　やっあぁっ♡　ンッ！　ンッ！　ン──ッ♡」

			　ピストンごとにゾクゾクと子宮から脳天へと走る快感の痺れ。額の赤ハチマキをベッドに擦りつけながらシーツを握り締め、体育着の少女は身悶えた。

			「ふーっ！　ふーっ！　おじさん、そろそろ、出そうだ！　ちゃあんとコンドームしてるから、安心して、射精してるちんぽの感触味わって！」

			「あっ♡　あっ♡　やあっ♡　そんなのっ、あじわいたくっ、ないっ♡」

			　ピストンのペースが上がり、ベッドがキシキシと音を立てる。

			　射精へ向けて伯父の腰が荒ぶり、子宮口周辺にヅムヅムと亀頭が突き当たった。子宮膣部が亀頭で捏ねられるたび、子宮のより深い部分が間接的に快感を覚える。

			　子宮が快感を得るのに合わせて膣も反応を高め、出入りするペニスにしがみつくように引き締まった。それは伯父を悦ばせると同時に、七穂自身にも強い摩擦による歓喜を与えた。

			「っぐううぅっ、なんて締めつけしてくるんだ七穂ちゃんッ！　出すよッ、出すから感じて！　射精するちんぽを感じてごらんッ！」

			　ガシッ、と姪の腰を両手でホールドした伯父は、ラストスパートをかけて射精へ向かう。

			　七穂のブルマ尻を自分の腰に引きつけながら、自らも力を入れて腰を打ち込む。ドスドスと暴力的なまでの突き上げを加えると、姪の体は喜悦を露わにしてペニスに食らいつき、射精を促すように膣肉をコンドーム越しに絡みつかせてきた。

			　膣内から逃がすまいとキツく締まる膣肉を振り払うように、腰が引いて勢いよく男根が膣口へ向けてスライドすると、張り出したカリ首に摩擦が集中する。一カ所に集中した摩擦力は、脳内で快感電流がスパークするような淫快を伯父と姪とに同時に発生させた。

			「ふぐぉっ!!　出るッ！　でッるぅッ!!」

			　カリ首摩擦がトドメとなり、伯父の射精欲が爆発する。

			　最後に大きく腰をバックスイングさせると、ペニスを文字通り突き刺すようにして姪の膣内最深部へと叩き込んだ。その瞬間、尿道を一気に精液が駆け上がった。

			　──びゅっるるるるッ!!　ビチビチビチビチッッッ!!　びちちちちちちちちちちッ!!

			　噴火といった勢いで噴き出す濃密なスペルマ。噴出した牡汁は一気にコンドーム先端の汁溜まりを膨らませ、続いて出る二度目三度目の精液が、コンドームの先端をビチビチと躍らせた。

			「っひぃいぃぃぃぃンッ♡　おちんちんっ、ビクンビクン跳ねてッ♡　奥でなにか膨らんでッあっあっあっあっいやっやぁんッイクイクイクイッちゃうッ！」

			　子宮膣部を舐めるように躍るコンドームの先端に刺激され、七穂も一気に絶頂まで登り詰める。

			（おちんちんっ、射精のときってこんなにビクンビクン動いてたんだ……。コンドームの先……射精のたびにビチッビチッ、って精液がぶつかってる……♡）

			　コンドームという薄皮一枚を隔てただけで、射精を受ける感触も生とはあまりに違う。精液が膣内と子宮にまで染みるような、じんわりとしたあの感覚もない。それがないことで、射精するペニスの動きは感じ取りやすくなっていた。

			「ぶっふぅううぅぅう……出した出した……」

			　しばらく腰をブルマ尻に密着させたまま、射精を楽しんだ伯父が大きく息を吐く。

			　射精し終えたものの、まだまだガチガチに硬いペニスの先で、姪の子宮周辺を捏ねるように腰を回す。

			「はっ♡　あっ♡　あっ♡　ぐりぐりっ、だめっ♡　だめ、だっ、たらぁっ♡」

			　七穂の、ブルマーを纏った豊臀がビクンビクンと痙攣するように震える。

			　まだ絶頂の余韻が押し寄せ続けているところを、子宮までも捏ねるようにしてペニスで刺激され、小さめの絶頂にまた襲われていた。

			　右目の下にある小さなホクロに寄り添うように、髪が汗ばんだ肌に張りつく。快楽に酔った目が中央に寄り、喘ぎを漏らす唇からよだれが一筋垂れる。

			　アクメの波が打ち寄せるたびに、七穂の視界は目の前でフラッシュが焚かれたようにチカチカと明滅していた。

			（こ、コンドームを着けてもらうのはいいけど、これはこれでヤバいんじゃ……）

			　生でするセックスの刺激は強烈で快感も大きい。その快感に飲まれてしまう上、膣内射精までされるリスクもまた大きい。

			　一方で、コンドームを着用したセックスは、膣内だけで言えば生でするほどの刺激の強さはなかった。しかし、極薄のコンドーム一枚を隔てることで、余裕が生まれてしまう。刺激がマイルドになることで生まれる余裕が、セックスという行為そのものを噛みしめさせるのだ。それは、肉体的な快感とはまた別に、精神的な官能を七穂に知らしめた。

			「さぁて、抜くよー」

			　七穂を襲っていた小さめの絶頂が余韻に変わる頃。ブルマーからはみ出している汗ばんだ尻肉を伯父がペチペチと叩き、そしてゆっくりと腰を引いた。

			「あ、あ、あ、あ、はぁあぁぁあぁ～～～～……♡」

			　引き抜かれていくペニスが膣内の肉襞はもちろん、陰唇までも擦る刺激に七穂は、ゾクゾクゾクゾク、と快悦の痺れを味わう。

			　──にゅっぼぉっ！

			　衰えない勃起力を見せつけるように、膣口から亀頭が抜け出ると伯父の男根がブルンと跳ね上がる。ペニスが着込んでいるコンドームの先は重々しく垂れ、ザーメンバルーンと化していた。　

			　ペニスが抜けた後、膣口がヒクつきながら窄すぼまると、すっかり白く濁りきった多量の牝肉汁が絞り出された。トクトクと流れ出した本気汁は、糸をネバつかせながらベッドへと滴り落ちる。

			「ほら、七穂ちゃん。七穂ちゃんのおかげで、おじさんこんなにたくさん出しちゃったよ♡」

			　初弾ということもあって、たっぷりと出された精液を溜めたコンドーム。それを伯父はフル勃起でやりにくそうにしながら外して、口を縛った。

			　口を縛って精液を封じた使用済みコンドームを、絶頂の余韻にピクピクと震える姪の鼻先にブラブラと下げて見せつける。

			（あ……♡　こんなに出るんだ、精液……♡　すごい、たくさん……♡）

			　生で中出しされると、射精された明確な量はわかるものではない。もちろん、膣内からあふれる量で多少はわかるのだが、はっきりとその目で量ることは難しい。だが、コンドームに全て受け止められた精液は、一目でどれほどの量であるかが見て取れた。

			　自分が、自分の生殖器が、牡を悦ばせて搾り出した精液の量を目の当たりにすると、言い様のない優越感のようなものが込み上げる。

			　絶頂に達したばかりの子宮が性の優越感に悦を得て、またキュンキュンと疼く。それはどこか物足りなさに似た切ない疼きだった。

			「ふー……ちょっとおじさんもベッドで休ませてねー。いやー、あんまりブルマ姿の七穂ちゃんがエロいから、いきなりトバしすぎて疲れちゃったよ」

			　汗が滲んだ広い額を拭った伯父は、ベッドに突っ伏した格好でブルマ尻を高く掲げたままの姪を寝かしつけるように横たわらせる。そしてその横に自らも横になって、添い寝するような格好になった。

			　七穂は密着した伯父のほうを向くのを嫌って、寝返りを打って背を向ける。

			（汗クサ……あぁ、でも、なんだろ……）

			　洗濯するときに、伯父のシャツから漂う汗臭さを何度も嗅いだことがある。そのたびに、酸っぱいものが込み上げるような嫌悪感に苛まれた。しかし今こうして、シングルベッドの上で身を寄せ合う状態で、体温とともに鼻腔に漂ってくる体臭には不快さを覚えなかった。

			　ややしばらく、ムンムンと熱気と体臭を放つ伯父は、大きく胸を上下させて荒く息を吐く。

			　七穂には疲れこそなかったが、尾を引く絶頂の余韻をクールダウンさせるために大人しく横になっていた。

			（……もう、終わりかな……）

			　一回済ませただけで、伯父はもう満足したのだろうか。であれば、もう部屋を出て行ってほしい。そんな心の声が頭の中にはあった。その反面、下半身では子宮がいまだに切ない疼きを発し、続きはないのかと訴えている。

			　今、七穂の中には頭と子宮、別々に思考があり、女体は子宮の考えに同調していた。

			　エクスタシーの波は引いたものの、代わりにより強い発情が子宮から全身に広がり、火照りに肌が紅潮する。ワレメからは新たに新鮮な愛液が湧き出て、ブルマーから半分はみ出した尻の肌をタラタラと垂れ落ちた。

			「……ンうぅっ♡　っはあぁンッ♡　あっ♡　あンッ♡　な、にっ……♡」

			　悶々としている七穂のワレメに、ヌルッと侵入したものがあった。期待していたわけではないが、疼く肉裂に刺激が加えられると嬉々とした声が漏れてしまう。

			「なんか、また一段と濡れてるね？　一発じゃヤリ足りないかな？」

			　伯父の指が、陰唇を掻き分けて膣内に滑り込んでいた。ことさら音を立てるようにぬちゃぬちゃと肉穴を掻き混ぜ、クリトリスに愛液を塗り込むように撫でる。

			「い、一回だってしなくたっていいですっ……！　落ち着いたならもう出て行ってください……お母さんの体育着は洗って返しますから……」

			「ほーら、また嘘つく～。おま○こは指をこんなに締めつけてきて嬉しそうだよ？」

			「ちょっ、やめっ、もうやめっ、てぇっ♡　っあんッ♡　やんっ♡」

			　膣内のある一点を指先に擦られると、クリトリスを愛撫されたときにも似た強い淫快が走り、たまらず七穂は体育着に包まれた女体を捩る。

			「ここ気持ちイイでしょ？　Ｇスポット。知ってる？」

			「しっ、しらっ、なィンッ♡　ひぅんッ♡　やっ、はぁンッ♡　だめこれぇっ♡」

			　Ｇスポットに加えてクリトリスも同時に責め立てられると、七穂の脚がゆっくり開いていく。性感のホットポイントを責めてくる伯父の手に股間を擦り寄せるように、カクカクと腰がはしたなく動いた。

			「ブルマって、動きやすいでしょ？　あ。動いてみないとわからないか」

			「っうンッ♡　あぁ～っ……」

			　心地よく性器から快感を引き出していた伯父の手が離れると、七穂の口から惜しむような吐息交じりの声が漏れる。それまでカクカクと元気に動いていた腰は、刺激を失うと切なげにモジモジとくねって、七穂の内で煮え立つ肉欲を目に見えるものにしていた。

			「ブルマがどれくらい動きやすいか、試してみてもいいよ。おじさんの上で♡」

			「え……？　キャッ!?」

			　背を向けている七穂に、伯父は背後から抱きつく。そして、彼女を自分の上に乗せるようにして天井に向けて九〇度寝返りを打つ。自分の腹の上で仰向けの形になった姪の背中を押して体を起こさせ、背面騎乗位の格好にさせる。

			「ほら。これでちんぽの上に跨がって、入れたらいいよ。前に一回したでしょ、騎乗位。向きは反対だけど、要領は同じだから」

			　いつだったかも、今夜のように伯父に寝込みを襲われたことがあった。あの時も結局、快楽に流されるまま朝までセックスし通しになってしまったのだが。デジャブを覚え、七穂は頭を振った。

			「いっ、入れませ……あっ!?　やぁっ!?　そこは……っ！」

			「ほらほら～。入れないならこっち弄くり回しちゃうよ？」

			　伯父に背を向けているがために、必然的に尻も向けていることになっている。太鼓のような伯父の腹の上に乗ったブルマ尻。その、ブルマーがずらされて半分はみ出している、尻の割れ目の奥。ひっそりと隠された菊型の窄まりを、伯父は先ほどまで股間を弄くっていて愛液のまとわりついている指で、揉むように撫で回していた。

			「やっ、やめぇっ、汚いっ、そんなところぉっ……！」

			「じゃあ、おま○こにちんぽ入れてみようか。ちんぽが入ったら、ケツ穴弄りはやめてあげるよ」

			「……わ、わかりましたからっ……先にお尻弄るのやめて……！」

			「ふぅん？　ちゃんと、自分でちんぽをおま○こにハメられる？」

			「ちゃんと、い、いれっ……♡　入れますから……」

			　言葉の端に悦が滲んでしまい、七穂は一度口を噤つぐんでひと息入れてから改めて答えを返した。

			　眼下に男根を見てさらに、発情が大きく強くなって抗い難くなっていく。早くこの切なさを、物足りなさを満たしたいと、子宮が七穂の思考を支配しつつあった。

			「入れる、じゃなくて、ハメるって言ってごらん。そしたら、先にケツ穴弄りをやめてあげるから」

			　そう促しつつ、伯父は中指を第一関節まで、肛穴をこじ開けてねじ込む。

			「ひぐぅっ!?　わかったからぁっ！　ちゃんとぉ、自分でおちんちん、ハメますっ！　ハメますからぁっ！」

			「よーし、オッケー♡　はい、コンドーム。これを着けるとこからやってみようね」

			　姪の宣言に納得したか、伯父はニッと笑うと、手元にあったコンドームの束から一つを切り取って、七穂の手に握らせた。

			（自分で、準備して……自分で、入れちゃうんだ……♡　自分からセックス……♡　しちゃうんだ……♡）

			　ゾクゾクと淫悦が背筋を這い上がる。伯父からされるままの受動的なものではなく、自ら能動的に行う性行為。理性はこの関係を嫌悪し、否定し、拒もうと必死だというのに、牝本能はそれを無下にし、背徳的な劣情が子宮を一層疼かせた。

			「コンドームの先っちょを摘まんで、空気を押し出したままちんぽに被せて。あとはコンドームが裂けたりしないようにゆっくり下ろしていくんだよ」

			　手渡されたコンドームの封を切り、取り出したコンドームを伯父の教えられた通りに辿々たどたどしくペニスに被せていく。

			　根本までコンドームをつけると、なぜか生状態よりも艶めかしく感じるペニスに、七穂は生唾を飲む。

			「できたかな？　じゃあハメて、ブルマの動きやすさを体感してみて♡」

			「はあ……♡　ハメ、る……♡」

			　挿入しやすいように少し跨がる位置を変え、ずらされているブルマーを改めてずらし直す。そして露出した肉裂に、自分がコンドームをつけた伯父の肉棒をあてがう。陰唇がゴムを被った先端に触れると、あふれ出る愛液がダラーッとペニスを伝って落ちた。

			「ンッ……♡　っふぅうぅぅ……っ♡　はぁっんンッ♡」

			　──゛ぬぶちゅにゅうぅ……

			　ゆっくりと腰を落とし、カチカチに強張った伯父の男性器を自らの中に埋めていく。

			　伯父が後背位で挿入したときと同じように、膣内の愛液がペニスに押し出されて、音を立てながら結合部から漏れ出す。

			「全部入ったね。うーん、いい眺め♡」

			　自らの腰の上に跨がった、ブルマー姿の姪。ブルマーを纏った、堂々とした安産型の尻がドッシリと乗っている様は、迫力を伴った淫美さがあった。

			「さあ、七穂ちゃん。おじさんのことは気にしなくていいから、自分の好きなように動いてごらん」

			「そんなの、わからっ、ない……っ♡」

			　と言っているにもかかわらず、もうブルマ尻は動いていた。

			　前傾して伯父の脚に両手をつき、尻で円を描く。膣内のペニスをスリコギの如く使い、膣内を掻き回す。

			「もうしっかり動いちゃってるじゃない♡　その調子その調子」

			　やがて、徐々に円を描いていた尻の動きが変わる。前後にくねり、股間を擦りつけるようなグラインドで、自らの膣内と伯父の肉棒との間にキツい摩擦を生み出す。

			　──ぬっちゃっ、ぬっちゃ、ぢゅくっ、ぐちゅっ、ちゅくっちゅくっ……！

			　グラインドを続けるほどに、膣内から掻き出される肉汁。水飴がぶちまけられたのかと思うような、多量にあふれ出る愛液がはっきりした水音を立てる。

			（やだ、すごい濡れて……おじさんのアソコの周りをドロドロにしちゃってる……）

			　自分でも驚くほどの汁気に恥じらいながらも、腰使いは止まらない。ネチョチネョと糸を引きながら音を立てる結合部を、より強く、速く擦りつける。

			「ああ～～～……イイよ七穂ちゃん。上手上手。いつの間にこんな腰使い覚えたの」

			「はっ♡　んっ♡　ンッ♡　しらっ、ないっ♡　あっぅンッ♡」

			　おだてるような伯父の褒め言葉を受け流すも、内心、こんなことでも褒められると嬉しさを感じてしまう。

			　その嬉しさが作用してかはわからないが、七穂の下半身が少しだけ体勢を変える。

			　爪先を立ててつき、伯父の脚についた両手と、爪先と膝とで体を支える。そうすることで腰の自由度が上がると、七穂は腰の動きを横方向のグラインドから、縦方向のピストンへと移した。

			　──ぬちゃンッ！　ぬちゃンッ！　ぬちゃンッ！　ぬっちゃぬっちゃぬっちゃッ！

			　大きなストロークでもなく、さほど速くもない。リズムも不定な騎乗位ピストン。しかしそれは、七穂にとって得も言われぬ心地よい粘膜の擦り合わせだった。

			（私の体の傾きと、おちんちんの反り返りが逆だからっ♡　すごく強く擦れて、イイッ……気持ちイイっ♡）

			　膣内の気持ち良く感じる部分を、伯父のペニスを好き勝手に使って擦ることで得られる心地よい刺激。痒かゆいところを孫の手で掻くにも似た快感が膣内から生じて、女体の身震いとなって歓喜が表現される。

			「ね。ほら。服着てるのに、裸でしてるみたいな動きやすさでしょ、ブルマ」

			「うっ♡　うっ♡　うンッ♡　うごきっ、やすいンッ♡　勝手にうごいちゃうッ♡」

			　上下の動きに加え、クネッ、クネッと横の動きが加わり、尻が複雑な軌道を見せた。そうすることで、ピストン途中に通過する快感ポイントに、亀頭を擦り当てているのだ。

			（ここっ♡　ここイイッ♡　ここにもっと擦りつけたいっ♡　おちんちんでグリグリしたいっ♡）

			　まったくの自分本位。ただ無心に自分の快感を掘り起こし、淫蕩に耽る、快楽目的の性行為。自らの膣内にある快感を生み出すポイントを狙い、ひたすらに腰を振る。

			　──パンッ！　パンッ！　パンッ！　パンッ！　パンパンパンパンパンッ!!

			　ドリブルされているバスケットボールを思わせる、激しい上下動を繰り返すブルマ尻。そのたびに肉が打ち合わされて、パンパンと耳に心地よい打突音を立てる。

			　肉感たっぷりの尻がまるで踊るように跳ね、くねり、肉棒を膣内に差し込んでは引き抜く。その動きは活き活きとして、肉体の快感と精神の官能が同調した、大きな喜悦を感じさせた。

			「すっ、すごい腰使いだね七穂ちゃんっ！　そんなにされたら、おじさんもう出ちゃうよっ!?」

			「だっ、めっ♡　まだだめっ♡　わたしっ、まだっ、だからっ♡」

			　倒錯的な伯父との性交に耽り、快楽に流されるまま快感を貪る。

			　まるでロデオのように伯父の上で荒ぶる、母の体育着に身を包んだ少女。その荒々しさに、赤いハチマキの結び目の先と長い黒髪が、乱気流に揉まれる吹き流しのように乱れ躍る。
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			　あまりに激しい馬乗りピストンにベッドは悲鳴を上げ、そればかりか本来あった位置よりも若干ズレ始めてすらいた。

			「じゃ、じゃあもう少しッ、もう少しペース落として！　でないともう……！」

			「むりっ♡　ムリぃっ♡　とまらないんだもんッ♡　腰っ、とまらないぃィッ♡」

			　伯父の射精間近まで達していた射精欲を、七穂のアクメへ向けた絶頂度が急激に追い上げ、追いつき、追い抜く。

			　──ぐちぐちぐちぐちぐちぬちゅぬちゅぬちゃぬちゃぬちゃぬちゃッ!!

			　アクメに向けて本能的ラストスパートをかけるブルマ少女。

			　ショートストロークの高速ピストンで、ブルマ尻が残像を生む。

			　結合部から愛液が勢いよく掻き出されて飛び散り、伯父の下半身はもちろん、ベッドまでも濡らしていた。

			「あっ♡　あっ♡　あっあっあっあっあっ♡　あぁあはあぁあああぁぁぁァンッ♡　イクッ♡　イッくぅっ♡　イクイクイクッ！　イッくぅうぅぅ────っ♡」

			　若々しい女体がアクメに仰け反る。黒髪が宙に弧を描き、汗の滴が飛ぶとともに発情した牝の体臭が広がった。

			「うっあぁあああっ！　な、七穂ちゃんっ、出るッ！」

			　アクメに達した七穂の肉穴は、そこに咥え込んだ肉棒をキツく搾り上げる。その膣圧たるや、ペニスを押し潰すかのような強さで、射精欲が高まっていた伯父を一気に射精へと至らせた。

			　──ぶっびゅぅうぅぅぅぅッ!!　ビチチビチビチビチッ！　ビチッビチッビチッ！

			　一〇代の若く瑞々しい膣肉が生み出す、圧搾するような膣圧によって、噴水のように搾り出される精液。コンドームの先端が震えながら精液を受け止め、射精のたびに精液風船を大きくしていく。

			「セーエキ♡　出てるっ♡　コンドームの先っちょプルプルさせてるっ♡　あっ♡　またイクッ♡　あっあっイクイクッ♡」

			　伯父が射精を始めると、ビクンビクンと腰を痙攣させて反応し、追いアクメに身悶える姪。

			　アクメの追い打ちに合わせて、紺色のブルマーを穿いた尻が尻たぶに笑え窪くぼを作るほど引き締まった。

			「ぶっふぉおぉっ!?　このっ、締まりはぁっ!?　っごおぉっ♡」

			　ギチギチと痛いほど締まる牝穴に、終息を始めていた射精が再噴する。まさに搾り取るといったような貪欲な姪の膣に、伯父のペニスは次々に汚濁を吐き出した。

			「ふぅーっ……ふぅーっ……はぁ、はぁ……♡　はあぁぁ……♡」

			　大きなアクメだったせいか、その後しばらく続いた絶頂の波。それがようやく落ち着くと、七穂は心地よさそうな感嘆の溜め息を漏らす。そして、座ったまま前傾し、伯父の腰の上で土下座でもするような格好で、ぐったりとしながら荒い呼吸を繰り返す。

			　──ぬっぼンッ！　ぶぢゅるっ！　ぶぢゅるるるるっ！

			　そうして前傾した拍子に、膣内に収められたままだったペニスがすっぽ抜ける。多少萎えたせいか、姪の膣内にコンドームを残したままツルリと抜けてしまった。

			　膣外に出ているコンドームの口から、夥おびただしい量のスペルマが流出して、ドロドロとベッドに落ちては染み込んでいく。

			（きもち……よかった……。どうしよ……おじさんにこんなことされるのイヤなのに、気持ち良くなっちゃってる、私……）

			　これからも伯父がこの家に居続け、こうして日々関係を迫られたら、いつまで拒む言葉を放ち続けられるだろうか。

			　すぐに流されてしまう自分の弱さを思いながら、七穂は不安を覚える。

			「いやー、まいったまいった……すごいなぁ七穂ちゃんの本気セックス♡」

			　汗を浮かべた顔にニタニタと笑みを浮かべ、伯父は上体を起こす。そして、体を伏せている姪の股間に手を伸ばすと、膣内に残ったコンドームを抜き取る。それをベッドの上に適当に投げ捨てると、べちょりと音を立て、ザーメンがこぼれ出た。

			　コンドームを取り除かれた膣口は、いまだに愛液をよだれのように垂らしてパクパクと息づき、物欲しそうな様子を見せる。

			「むっふふ……コンドームはまだあるしなぁ……」

			　稲穂のブルマーを身に着けた七穂の桃尻を、愛おしげに撫でる伯父。そのペニスが、少し萎えていたのが嘘のように、みるみる再フル勃起する。

			「もう一回しようか♡」

			「へ、え……？　も、もういいです……っ、もう今日はっ……！」

			「えー？　でも、七穂ちゃんのおま○こ、まだヤり足りないって言ってるしさ。もう一回！　もう一回だけ！」

			「……だからもう今日は……っ」

			　拒否しながらも、ワレメが嬉しそうにパクパクと口を蠢うごめかせる姪に、伯父はニンマリしながらコンドームの束を手に取る。そして、また一つ未使用のものを切り取ると、その封を開けた。

			


			　……何時間粘膜を擦り合わせ続けたか。

			　時計の針はとっくに頂点を過ぎて、草木も眠るという時間だ。

			「ぜー……はー……ぶふっ！　げふぉっ！　今日はもうムリだなー……」

			　ベッドに大の字で横たわった伯父は、自分の上に体を重ねて、やはりゼェゼェと息を乱している姪の背中を撫でる。

			　伯父はもちろん、七穂も汗だくで、エアコンが室内の空気を整えているにもかかわらず、室内はムンムンとした体臭と淫臭が満ちていた。

			　七穂はここまでの間に何度も拒否と拒絶の言葉は口にしたが、伯父がもう一回だけと要求すると受け入れてしまい、促されれば自ら跨がって腰を振りすらした。

			　だが、ようやくこれで本当に最後だとわかると、のそりと体を起こして乱れた髪を軽く整えた。

			「ん？　トイレ？」

			「シャワーです……汗だくで酷いし、こんなんじゃ寝られない……あと、お母さんの形見のコレ、洗ってから返しますから」

			「うん、わかった。俺は動けないからもう少し休んでるよ」

			　着替えを持つと、ベッドの上で大の字になっている伯父を残して浴室に向かい、七穂は熱いシャワーを浴びた。

			　そして髪を乾かしてから、部屋に戻ってみると、もう伯父は自分の部屋に引っ込んだのか姿はない。

			（……戻るなら、その前にゴミを片付けていくとかすればいいのに！）

			　七穂の部屋は、彼女がシャワーから戻ってもまだ体臭と淫臭が感じられた。

			　それもそのはずで、ベッドの上には使用済みのコンドームと丸められたティッシュが散乱し、酷い有様になっている。

			　口を縛らないまま投げ捨てられたコンドームからは、伯父のスペルマがあふれてベッドにシミを作っていた。愛液や精液を拭ったティッシュも、時間が経ったものはカピカピになってしまっている。

			「ほんッとにもうッ！　最悪ッ！」

			　好き勝手にやって、片付けもしないでさっさと去っていった伯父に怒り心頭。ほっぺたを膨らませながら、散乱しているコンドームやティッシュを拾い、ゴミ箱に投げ入れていく。

			「…………──っ」

			　口が縛られていないコンドームを拾い上げた拍子に、中身の精液が指先に付着した。

			　最後のほうに使ったものらしいそれは、精液もまだ水っぽくなっておらず、ねっとりとした粘りを保ち、七穂の指の間で糸を引く。

			「は、あ……♡」

			　コンドームごと手を鼻先に近づけると、むわんっ、とまだ新鮮さを感じる濃い精臭が鼻腔を一杯にした。

			　コンドームをゴミ箱に捨て、精液が絡みついた指を拭こうとティッシュを取る。

			　ティッシュで指を拭おうとしたものの、その手が止まった。

			「……んっ……はぁ～……っ♡」

			　もう一度鼻先に指を近づけ、精臭を嗅いでから、今度こそティッシュで指を拭う。

			　そうして、使用済みのコンドームとティッシュを全て片付け終わった頃。七穂がシャワーの後に着替えた下着とショーツパンツには、大きく愛液のシミが広がっていた。

		

	

			第三章　姪の小水に潤う鎮守の森

			


			「兄貴、また母さんから帰ってこいって催促があったぞ」

			「あー、そう」

			　同じ食卓で夕食を摂りながら、伯父とその弟である健二が言葉を交わす。

			　伯父はこの調子で、これまでに何度もあった両親からの帰宅催促をうやむやにしていた。

			「……もう、帰ってあげたらどうですか？　お祖父じいちゃんとお祖母ばあちゃんが可哀想」

			　などと、帰ってくれという祈りを込めて、七穂が合いの手を入れるのも毎度のことだ。

			「えー。七穂ちゃんと離れるのがヤだからヤだ♡」

			　子供のようなことを言いながら、茶碗を差し出しておかわりを要求する伯父。そんな言動と仕草に、七穂は苛つき怒りも通り越してただ呆れるばかりだった。

			「そういえば、今週末は鎮守の祭りだな」

			「あれ、そうだっけ？」

			　伯父の茶碗におかわりの御飯をよそって渡しながら、七穂は父の言葉に小首を傾げる。

			　家から少し離れたところにある神社は、この地域一帯の総鎮守で、立派な社殿を持つ大きな神社だ。その例大祭というだけあって祭りの規模もなかなか大きく、多くの出店が並び、花火大会も催される。

			「あー、夏休み前の今頃だったっけ。学生時代以来行ってないけど、昔は俺とお前と稲穂さんで行ったもんだよなー……」

			　七穂からおかわりを受け取った伯父は、しみじみと斜め上など向きながら、想いを馳せるような仕草をしてみせた。

			「まあ、人混み嫌いだから今となっては行きたいと思わないけど」

			「七穂は行く予定はないのか？」

			「うーん……どうしようかな」

			　祭りがあることすら忘れていたくらいなので、言われなければ行っていなかっただろう。しかし、いざ祭りがあるのだと知ると行ってみようかという気持ちが湧く。

			「行くならお小遣いあげるから言うんだよ」

			「うん。ありがとう」

			「あ、じゃあ俺にも小遣いくれ」

			「兄貴、行きたいと思わないって今言ってたじゃないか」

			「そうだっけ？」

			　飄々ひょうひょうと弟の突っ込みを受け流しながら、白米とおかずを詰め込んだ口をもぐもぐと動かす伯父は、それを飲み込むとまた斜め上に視線を向け、再び想いを馳せるような仕草を見せた。

			「鎮守の祭りと花火大会……海にも行ったなぁ……海で遊んで、旅館で一泊してさぁ。安いけどいい旅館で、穴場だったよな」

			「ああ。小沢旅館。もう長らく行ってないな……最後に行ったのは、七穂が生まれる前か」

			「海……」

			　父と母と伯父の昔話に耳を傾けながら、七穂は会話の端々に母の存在を感じ取り、もう面影ほどになってしまっている亡き母を想う。

			「あの海岸は稲穂……お母さんが好きなところでね、また行きたいって言ってたもんだよ」

			「七穂ちゃんにも見せてあげたいねぇ、あの日本とは思えないような白い砂浜と青い海……」

			「へえ……そんなところがあるんだ」

			「……そうだな。この夏、行ってみようか、七穂。父さんも久しぶりに行きたいし」

			「えっ!?　行きたい！　行く！」

			　七穂にとって今は亡き母の足跡を辿るのは、一緒に旅行することのなかった母を偲びながら、その雰囲気だけでも味わえる数少ない機会だった。彼女にとって、家事の一つ一つですらそういった趣があるのだから、旅行ともなると思わず感情が昂り、少し大きな声を上げてしまう。

			「あ、じゃあ俺も行く～」

			　続いて声を上げた伯父の言葉に、七穂は思わず露骨に嫌な表情を浮かべてしまっていた。

			　そんな会話をしながら食事を終えると、父は持ち帰った仕事の書類をリビングのテーブルに広げ、七穂が洗い物を始め、伯父がそれを手伝う。

			　今日は父が読書に集中していたり、早々に自室に引っ込んだりしていないおかげで、伯父からのちょっかいはなさそうで七穂は安心だった。

			「七穂ちゃん……健二が寝たら部屋に行ってもいい……？」

			　姪が洗い物をする横で、伯父は洗い終わった食器を受け取って拭く。手渡される洗いたての茶碗を拭きながら、体を密着させて七穂にこそこそと囁きかけた。

			「お断りです」

			「つれないなぁ。またさ、稲穂さんの形見を着てしようよ。この間のブルマ以外にもあるんだ」

			「イヤです。あとブルマ持っていってください。なんで私の部屋に置いたままにしてるんですか」

			「また着てくれるなら、七穂ちゃんの部屋にあったほうがいいでしょ？」

			「着ません」

			　次々に食器を洗っては伯父に手渡し、そのたびにかけてくる言葉を一蹴する。

			　手早く洗って食器を渡しているのだが、伯父は手際がよく、拭いて食器棚に収めてという作業を、見た目によらずテキパキと手際よく片付けていた。

			（こういうことはちゃんとできるのに、なんでいっつもだらしないんだろう……）

			　伯父の部屋と化している客間は散らかり放題だし、缶ビールを飲んだら空き缶は捨てずに置きっぱなし。

			　姪に肉体関係を迫る時点でろくなものではないのだが、たまに変なところで見せるテキパキとした仕事や、思い掛けず博識さに驚かされることがあった。

			　──♪～

			　もう少しで洗い物が終わるというところで、ダイニングテーブルの上に置かれていた七穂のスマートフォンが着信音を鳴らす。

			「俺が洗うから、電話に出たら？」

			「あ、はい。じゃあ……」

			　洗いかけの食器を伯父に渡し、エプロンでサッと手を拭くと、七穂はスマートフォンを手にして電話に出た。

			「もしもしー？　あー、うん。だいじょうぶ。なに？」

			　電話の向こうの相手は、学校でいつも一緒の友人。

			　ソーシャルネットワークサービスやショートメールもあるこの御時世。にもかかわらず、言葉でないと伝わらないと、電話でやり取りするのを好む昔気質かたぎなクラスメイトだった。

			「うん。ああ、鎮守のお祭り？　うん。あっ、いいね浴衣！　一緒に着て花火見ようよ！　うん。えぇ？　新しい浴衣なんていらないよぉ。はいはい……アハハ」

			　女子の話が花咲く電話口。電話は一〇分ほど続き、通話を切ったときには洗い物も終わっており、伯父はいつものように缶ビールを開けていた。

			「あ、洗い物終わっちゃったんだ……ありがとう、おじさん」

			「いやいやー。ところで……七穂ちゃん、鎮守の祭り行くの？　おじさんも一緒に行きたいなぁ～」

			　かたわらで電話の内容を聞いていたのだろう。伯父はニマッと笑いながら揉み手をして媚を売ってくる。

			「断固お断りしますッ！　っていうか、おじさん、行きたいと思わないって言ってたじゃないですか」

			「まぁたぁ。七穂ちゃんも健二と同じこと言う～」

			　友人も一緒だというのに、この伯父が一緒でなど祭りを楽しめるはずもない。これ以上の問答をして、なにかつけ入る隙など作ったら一大事だと判断した七穂は、それで会話を打ち切った。

			


			　その後、家の中で祭りが話題に上ることもなく。伯父からのちょっかいこそあったものの、比較的平穏に数日が過ぎた。

			　そうして週末になり、鎮守の祭りの日。

			「あ、そろそろ準備しないとっ」

			　七穂は友人たちとの待ち合わせ時間を前に、浴衣への着替えに取りかかるところだった。

			　クローゼットから浴衣は出してある。着衣を脱いで、浴衣一枚羽織り、帯を締めればいいだけだったのだが。

			「七穂ちゃーん、そろそろ祭り行くー？」

			　下着姿で浴衣に袖を通そうとしていた瞬間、ノックもなくいきなり伯父が部屋へ踏み込んできた。

			「きゃあッ!?　おっ、おじさん!?　今着替えてるんですから、出てってください！」

			「別に今さら隠さないと恥ずかしい間柄でもないでしょー？　七穂ちゃんのおま○この形まで知ってるのに」

			「……～～～～ッ」

			　ヘラヘラと笑いながら歩み寄ってくる伯父に返す言葉もなく、七穂は唇を噛む。

			「それより、浴衣の下に下着着けるの？　だめだよー、浴衣の下に下着なんか着ちゃ。パンスジとかブラとか、透けるとみっともないよ？」

			「えっ!?　なっ、ちょっと、やめて、やっ……！」

			　伯父はおもむろにしゃがみ込むと、無造作に下着に手をかけ、それを引っ張り下ろした。

			　さらに七穂の足首を掴んで足を上げさせ、ショーツを完全に脱がせると、伯父はそれを自分のポケットに突っ込む。

			「ぱっ、パンツ返して！　もうすぐ友達が迎えにくるんですからっ！」

			「ダメダメ。ほら、ブラジャーも外して。せっかく綺麗な浴衣着るんだから、下着のラインが出るようなみっともない着方しちゃダメだよー？」

			「やだっ！　ほんとにっ、もう時間ないんだからっ……！　やめてったらぁ！」

			　腕を胸の前でクロスさせて守りの体勢を取る姪から、伯父はブラジャーまで無理矢理に引き剥がす。

			　ついに下着を全て脱がされて陰毛も露わな姿になった七穂に、伯父は浴衣を肩にかけてやる。

			「ヨシ。じゃあ、おじさんが帯を締めてあげるよ」

			「えっ……ええ……？　そ、それより下着を……っ」

			「ダメ。七穂ちゃんのためなんだから、おじさんの言うこと聞きなさい。ほら、袖通して」

			　──♪～

			　そんな問答をしていると、七穂のスマートフォンがバイブレーションを伴って鳴った。

			「あっ……！　もう来ちゃった……！　ううっ……」

			　七穂はとにもかくにもと浴衣に袖を通すと、スマートフォンを手にして着信を受ける。相手はわかっていた通り、一緒に祭りへ行く約束をしていた友人だった。

			「もしもし、ごめん、ちょっと待って！　今、帯締めてるところだから！　うん、じゃあね！」

			　友人たちはもう家の前まで来ていて、七穂を待っている。これ以上、伯父と押し問答をしている場合ではなくなり、やむなく下着を着けないまま浴衣を着ることに覚悟を決める。

			「はい。出来たよ七穂ちゃん♡」

			「えっ……？　えぇっ!?」

			　通話を切ったときには、姿見に映る自分はキッチリと浴衣を着付けられていた。自分で締めると形が崩れがちな帯も、綺麗に締められている。

			「ほら、いっておいで」

			　ポン、と伯父の手が七穂のノーパン浴衣の尻を叩き、ついでに撫で回した。

			「あっ、は、はい、ありがとうござ……御礼言う必要なかった！　パンツ、後で返してもらいますから！　あああもぉおぉぉぉっ！」

			「はいはい～」

			　ともかく、もう迎えにきている友人を待たせるわけにはいかない。ノーブラノーパンで行く他なく、しっかり着付けられていることは幸いとして、七穂は慌てて部屋を出て玄関先で待っている友人たちと合流した。

			「ごめんッ！　おまたせ！」

			「七穂、着付けすっごい綺麗だね！　帯の締め方も可愛い～！」

			「えっ？　そ、そうかな？」

			　顔を合わせるや否や、友人たちが七穂を囲んで浴衣をしげしげと見つめる。

			「すごーい！　帯でリボンが二つ作ってある！　どうやって締めてあるのこれ!?」

			「あ、あー、これ、ネットで見ながらやってみたら上手くできちゃって……」

			　帯の形までは確認しないまま出てきたため、自分に締められている帯がまさかそんな形になっているとは思いもせず、七穂はしどろもどろで誤魔化す。　

			（お、おじさん、なんでこんなことできるの……!?）

			　伯父が持つ謎の技術に困惑しながらも、七穂は下駄をカラコロと鳴らして、友人たちと鎮守の祭りに向かって歩き出した。

			


			　鎮守の祭りは賑やかで、神社の境内はもちろん、通りにまで露店が並び、多くの人出があった。

			「七穂～、なんかチョコバナナの食べ方やらし～！」

			「えっ!?　なにが!?　なんで!?」

			「だって、普通、チョコバナナって囓かじって食べない？　なんでそんな舐めてんの？」

			　チョコバナナの食べ方について疑問を抱かれたりなどしながら、七穂は出店を見て回り、祭りの醍醐味ともいえる食べ歩きに興じる。

			　チョコバナナを片手に、ポニーテールを揺らしながらそぞろ歩く間も、七穂はどうにも落ち着かないでいた。

			　キッチリと綺麗に着付けられた、淡い赤紫と青紫の朝顔がさわやかな浴衣。その着付けは非の打ち所がないのだが、豊満な女体に纏う浴衣は存外ボディラインが出た。

			　一歩足を踏み出すたびにムチムチとたわむヒップライン。ここは特に、ウエストが帯で直線的に締められていることもあって、扇情的に引き立てられる。まして、今の七穂は下着を着けていない。いやが上にも男性の視線がヒップ周りに突き刺さるのが感じられ、人目が気になって仕方なかった。

			「七穂、次なに食べる？」

			「あ、う、うん……私、カキ氷食べたいんだけど、どうしようか、な……!?」

			　立ち並ぶ露店をキョロキョロと見ていると、その視界の中に見慣れた固太りで頭の薄くなった中年男の姿が映った。思わず手にしていたバナナチョコを落としそうになり、二重に慌てふためく。

			「どしたの七穂？」

			「なっ、なんでもないっ！　他のところ見にいこ！」

			　友人たちを促して移動し、伯父から離れようとするのだが、伯父は明らかに七穂を追ってきていた。

			（おじさんやっぱりついてきてる……！　やだやだやだ……！　声かけてきたりしないよね!?　あのおじさんが身内だとか知られたくない……ッ！）

			　戦々恐々とする彼女をよそに、伯父は七穂から一定の距離を保ち続ける。友人たちがうろうろするため、思い掛けず接近することもあったが、伯父は素知らぬふりで七穂にちょっかいをかけようとしてはこなかった。

			（よかった……なにもしてこない……ノーブラノーパンの私が、人目を気にして恥ずかしがる様子とかを見てる……？　だとしたら悪趣味……！）

			　伯父の真意はわからなかったが、とりあえず手を出してくることはなさそうで一安心ではあった。

			「あ、そろそろ花火大会の会場に行かない？　後になると混んで大変だよ？」

			「んー？　あー、たしかにもう移動しといたほうがいいかもね」

			　七穂は友人たちに花火大会会場への移動を促す。言葉通り、花火の打ち上げ時間近くになると混み合うからというのもある。だが、それ以外にも移動したい理由があった。

			　一つは、あの伯父の追跡を断ち切りたいということ。もう一つは、神社の境内は出店が並んでいることもあり、明かりが多くて人目が気になった。神社よりも、明かりのほとんどない花火大会の会場のほうが、人目を気にしなくて済むという算段だった。

			　友人たちとともに、神社から鎮守の森の向こうにある河原へ向かって歩き出す。鎮守の森を突っ切る遊歩道が最短の道ではあるのだが、鬱蒼としている上に、一切明かりがない。そのため七穂たちは、鎮守の森の外側を大きく迂回する道を選んだ。

			　カラコロと、七穂たちは心地よく下駄を鳴らして歩く。が、ふと七穂の下駄が音を止める。

			「ん？　七穂、どした？」

			「あ、うん……先にいっててくれる？　ちょっとトイレ行きたくなっちゃって……」

			　神社境内から花火大会会場までの道程、その半分ほどのところまで来てから、それまで感じていなかった尿意が急に襲ってきていた。

			「七穂～、さっきカキ氷食べたから、お腹冷えたんじゃないの～？」

			「ち、違うから！　小さいほうだし！　どこかにトイレあったかな……？」

			「うーん……花火大会のほうにもあったと思うけど、遠いんだよね……戻って、コンビニのトイレかな」

			「うう……どっちにも遠いんだ……場所を知ってるコンビニ行ってくる！」

			「じゃあウチら先いってるから、合流するときはスマホで位置共有ね」

			「わかった！　いってくるね！」

			　友人らと別れて、一人今来た方向へと戻る七穂。だが、戻っている最中にも尿意は膨らみ続け、危険水位に達しつつあった。

			（もう、ダメ、コンビニまでなんて我慢できない……！　このへんに公園とかなかったっけ!?　もういっそ、近所のお家でトイレ借りるしか……!?）

			　切羽詰まり、キョロキョロと周囲を見回す。神社に向かう人、花火大会へ向かう人。人々が行き交う中、七穂は一人緊急事態に陥っていた。

			「あ、七穂ちゃん見つけた♡　どこ行ったかと思ったよー」

			　ポン。と肩を叩かれ、七穂はビクッと身を強張らせる。驚かされたことで、危うく漏らしそうだった。

			「おじさんん……驚かせないでぇぇぇ……」

			「ど、どうしたの？　顔色悪いよ？　具合悪い？」

			「う、ううん……違うの……トイレ我慢してて……」

			「なぁんだ、そういうことかぁ。よし、ついてきて。いいとこがあるから」

			　好好爺然とした人なつこい笑顔を見せる伯父は、今にも漏れそうで内股になっている七穂の先に立ち、チョイチョイと手招きする。

			「え？　どこ、行くんですか……？　この先……？」

			「こっちだよ。だいじょうぶ、怖くないから」

			　と、伯父が七穂を誘うのは、鎮守の森の中に続く遊歩道だった。

			　日中でも薄暗く、街灯の一つもないため夜は完全な闇の中。遊歩道は苔むして、日頃人が歩いている痕跡もない。

			「ほら、早く。漏れちゃいそうなんでしょ？　急がないと」

			「うぅ～～～～……ッ！」

			　伯父がこんなところに誘い込むのだから必ず裏がある。そうとわかっていても、人通りのあるところで漏らしたりはしていられない。背に腹は代えられず、鎮守の森の暗がりへと進んでいく伯父の後を追って、七穂は遊歩道に足を踏み入れた。

			「……もうこのへんでだいじょうぶだよ」

			　神社を囲む鎮守の森の中程。神社と、花火大会の会場である河川敷とのちょうど中間といった辺りで、実際は距離が離れているはずなのだが、祭りの喧騒に囲まれているせいか、すぐ近くに人がいるような感覚に陥る。

			「ほら、ここでしちゃうといいよ。誰からも見られないし、音だって聞こえない」

			「ここでって……ただの林の中……」

			　遊歩道を歩いているうちに目が暗闇に慣れ、近くにいる伯父の姿くらいは見えるようになっていた。その目で見て取れるものは、伯父以外には木々だけ。

			「だから、ここ。だいじょうぶだいじょうぶ、樹木に肥料をやるんだと思えば」

			　伯父はそう言いながら、手近な広葉樹の根元を指差した。

			「そっ、それって、立ちショ……っ!?」

			「あ。おしっこか。てっきり……」

			「違いますッ！　ああもうっ！　おじさんを信じた私の馬鹿ぁ……！」

			「だいじょうぶ。大でも小でも、自然は大らかに受け入れてくれるよ」

			「えっ!?　あっ、きゃあぁっ!?」

			　伯父は七穂の肩を押して広葉樹の前に立たせると、浴衣の裾をまくり上げる。そして姪の脚の間に自分の脚を割り込ませ、大きく脚を開かせると、そこからさらに膝を開かせてガニ股の姿勢を取らせた。

			「やっ、やあぁぁっ！　こんな格好でおしっこなんかっ……！　座って、座ってするからっ！」

			「立っても座っても出るものは同じだよ。大きく股を開いてないと、足に引っかかるからね。おま○こを突き出して、おしっこが前に飛ぶように」

			　伯父が手取り足取り、立ちションの要領を教えてくれる。しかし、すでに尿意が限界も限界七穂には、そんな懇切丁寧な指導はもはや苦痛でしかなかった。

			「あ。おま○こ指で広げて。変なところに飛んじゃうからね」

			「あぁっ、もう、限界ぃッ！　我慢ッ、できないッ！　出ちゃうっ、立ったままおしっこしちゃうぅっ！」

			　切羽詰まった七穂は、伯父の言う通りにワレメを広げて、尿道口を外気に晒す。それとほぼ同時の瞬間、尿道口から小水が迸った。

			　──プシィイイイイイィィィィ────────ッ!!

			　激しく噴射音を立てながら、小水が勢いよく放出される。

			「おー♡　すごい勢いだねー。よっぽど我慢してたんだ？」

			「やぁああぁぁぁぁぁぁ……！　見ないでくださいっ……見ないでぇえぇ……！」

			　はしたないガニ股姿で、自らワレメを広げながら立ち小便をする浴衣の少女。

			　女の身で立って放尿するという羞恥と、伯父にその放尿姿を見つめられるという羞恥。二重の羞恥で、耳までも赤くなるほど赤面していた。

			　──じょろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろぉ──……

			　一直線に飛ぶ聖水は、広葉樹の根元で音を立てて水溜まりを作り、やがてそれは土に吸われて消えていく。

			「っほあぁぁっ……♡　はあぁあぁぁああぁぁぁぁぁぁ～～～～……♡」

			　激しく羞恥心を刺激されながらも、我慢に我慢を重ねてきた尿意を一気に解き放つ快感は大きく、うっとりした顔で心底心地よさそうな声を漏らす。

			　ややしばらくジョロジョロと放尿が続いたが、やがてその勢いは衰え、最後の滴がピュッと尿道から振り絞られて、七穂の放尿は締め括られた。

			「たくさん出たねぇ、七穂ちゃん。すっきりした？」

			「っふぅうぅぅっ……っ♡」

			　七穂はブルブルと放尿の身震いを起こしながら、いまだガニ股のままうっとりとした表情を浮かべていた。

			（立ったままオシッコしてる恥ずかしいとこ、全部見られちゃったぁ……♡）

			　立ち小便も当然初めてだったが、放尿を人に見られることも当然初めて。初めて尽くしの羞恥プレイに、ゾクゾクと快悦が背筋を舐める。

			「それじゃあ、おじさんが最後に綺麗にしてあげるからね♡」

			　腰を突き出してガニ股の格好をしていた七穂を、伯父は広葉樹の幹に手をつかせ、尻を後ろに突き出す格好にさせた。そして、その突き出された尻の前にしゃがみ込む。

			「ふぇっ……？　ひゃうっ!?　おじさっ、だめっ、おしっこ、したとこなのにっ♡」

			　伯父の分厚く幅広な舌が、ベロリとワレメを舐め上げて小水を拭った。さらに何度も何度も繰り返し舐め上げ、丹念に清拭せいしきする。

			「んん～……おしっこの味はしなくなったけど、代わりに違うのがどんどん滲み出してくるねぇ……♡」

			「やっ♡　あっ♡　はっぅンっ♡　あっ♡　やぁんンッ♡」

			　ねちょねちょと音を立てながら、舌で膣口をほじり、そこから湧き出してくる愛液を啜すする。

			　伯父の口がワレメから離れても、姪の肉穴の入り口からはトロトロと肉汁があふれ出し続けていた。

			「ねえ七穂ちゃん？　おじさん、コンドーム持ってきてるんだけどさ……」

			「え……♡　っ……!?」

			　伯父の言葉に、自分でも思い掛けず喜悦の声が上がってしまう。隠せないほどハッキリと声を上げてしまった後で、言葉を飲むように愚痴を硬く噤む。

			「むっふ……おじさん、七穂ちゃんのおしっこ味おま○こ舐めてたら、もうちんぽガチガチになっちゃって」

			　伯父はズボンを少し下ろして勃起したペニスを引っ張り出すと、鈴口に先走りの滲むそれで姪の尻肌をペチペチと叩く。

			「入れてもいいかな？　ちゃんとコンドームも着けるから、ね？」

			　七穂の返答を聞く前に、伯父は封を切ってコンドームを取り出し、手早く男根に着させて準備を整える。

			「やっ……♡　だめ……こんなところで、なんて……♡」

			　浴衣をまくり上げられた露出している豊臀が、ほんの少しだけくねる動きを見せる。それは、疼いてモジモジしそうになるのを、意識的に抑制した結果生まれた動きだった。

			（お、おちんちん……♡　もうコンドーム着けて、いつでも入れられるようになってるっ……♡　ああ、やだ、私、いつの間にこんなに、こんなに……っ♡）

			　それは期待感。

			　屋外でセックスをするという、初めての行為。そして、青筋を立てた肉棒が陰唇を押し広げ、膣口をこじ開け、肉襞を掻き分けて膣内奥深く押し入ってくる感触。それら、これから自分を襲うかもしれない快感と官能に、期待感を持ってしまっていた。

			　ワレメにコンドームを着けた男根があてがわれる。ただそれだけで七穂の桃尻はビクンと反応し、膣口はクパックパッと蠢き、挿入を待ち侘びて愛液を滴らせた。

			「まあ、ダメって言っても入れちゃうんだけどねー」

			　──ずぷっちゅうッ！

			　十分に分泌されている愛液を潤滑剤に、ペニスが姪の膣内に差し込まれる。

			　ぷりゅぷりゅと粒立った肉襞が伯父の生殖器を歓迎し、まとわりついた。

			「ンぅっふぅううぅっ♡　ホントにっ♡　ダメっ、なのにぃっ♡　あっ♡　うっ♡」

			「そんなこと言ってぇ、ホントは期待してたんじゃない～？」

			　完全に見透かしているような伯父の言葉に、七穂の心臓がドクンと大きく鼓動を打つ。

			「そんっ、なっ、わけっ、ないッ♡　あんッ♡　あうンッ♡　あっ、やぁっ♡」

			「ふーん？　そっかー。まぁ、入れちゃえばどっちでもいい、けどっ！」

			　──パンッパンッパンッパンッパンッパン！　ペチッペチッペチッペチッペチッ!!

			　早々に伯父は力強く、そして鋭くピストンを繰り出し、広葉樹に両手をついた姪を立ちバックで責め立てる。

			（あっ、あっ、やだっ……！　人の、声っ……!?）

			　羞恥や官能に気を取られてしまっていたが、ここは祭りの最中の神社を取り囲む、鎮守の森の中。鎮守の森に立ち入る人はいないにせよ、神社の境内にも、森の外側を通る道や、花火大会の会場である河川敷にもたくさんの人々がいる。周囲から聞こえてくる人の声や祭り囃子、様々な喧騒が、ここが屋外であることを七穂に実感させた。

			「おっ……？　なんだかおま○こ締まったね。ああ、人の声が気になるのかな？　だいじょうぶ、祭りの日に上がる歓声なんて、誰も変だとは思わないよ」

			　伯父は七穂の淫臀を両手でホールドして、力強く腰を打ちつけながら姪の膣肉をじっくりと味わう。

			「そんなことっ、言ってもっ、怖いっ……♡　誰かにっ、ここでセックスしてるってっ、バレちゃうぅ……っ♡」

			　よがり声が。腰が打ちつけられる打突音が。結合部の粘膜が擦れる音が。興奮と緊張で高鳴る心臓の鼓動が。誰かの耳に届いてしまい、こんなところで伯父とセックスをしていることが知られてしまうのではないか。

			　祭りの喧騒と人の声が聞こえてくる森の中で、放尿した上にセックスまでするその異常な行為とスリリングさが、一〇代の少女に青姦の興奮というものを覚えさせた。

			「ほら、誰にも気づかれないから。たくさん声を上げていいんだよー？」

			　ことさら強く突き上げてくる伯父の肉棒が、子宮頸部を突き捏ねる。

			「ンあっ！　やっ♡　んぐっ……♡　そんなにっ、強くっ♡　おンッ♡　だっ、めっ……♡　ンあんッ！　声っ、押し殺せないっ……♡」

			　誰かの耳に届くことがないようにと、必死に声を噛み殺す七穂。しかし伯父のピストンによって押し出されるように、七穂の喉からこれまでにないほど悦を含んだよがり声があふれ出そうになる。

			　──キャハハハハハ……

			　周囲の喧騒からふと聞こえてくる笑い声。それがまるで、伯父の肉棒に快感を引き出されている恥知らずな自分を笑っているかのように聞こえ、七穂に被辱的な気分を味わわせる。

			「ほらもっとっ。もっと声上げてっ。聞かれないようにじゃなく、聞かれてもいいくらいの声を出してごらんっ」

			「やあぁあぁああぁ……っ♡　いやああぁぁぁぁ……っ♡　ほんとにっ、ほんとに聞かれちゃうっ……♡　私のっ、エッチな声っ、聞かれちゃうぅ……っ♡」

			「いいじゃない聞かれても。七穂ちゃんのエロ声、聞かせてあげればいいんだよ♡　ほらっ！　ほらっ！」

			　ますます荒々しくなる伯父のピストン。腰を叩きつけられ尻肉がたわみ、浴衣の中でノーブラの豊乳も激しく揺れた。体の揺れに合わせて、長いポニーテールが駆ける馬の尾のように波打ち、鎮守の森の外から届くわずかな光にキューティクルを輝かせる。

			「んぐぅうぅぅぅっ……っ！　っぐうぅぅッ……！　゛ンあっ……！　あ、あ、゛ああ……ッ♡」

			　ゾクゾクと昂る性感。変態的な屋外交尾の緊張感が生み出す官能に、だんだんとアクメの潮位が高まる。絶頂の大津波が襲いかかってくる予感を覚えながら、七穂は広葉樹の幹に爪を立てた。

			（だめっ、ほんとにっ、ほんとに声が出ちゃう……ッ！　こんなところで声を上げたら……っ）

			　いくら人の往来から離れた場所でも、一声上げれば誰かが気づくかもしれない。祭りの喧騒があるからといって、それが絶対に掻き消してくれる保証などない。そんな不安と緊張感に襲われる七穂に、絶頂は容赦なく押し寄せてくる。

			（ダメダメダメダメ……ッ！　イッちゃうッ……！　イッちゃうぅッ……！）

			　容赦がないのは伯父のピストンも同じで、姪を肉棒という釘で木に打ちつけるかのように、打突音が上がるのもお構いなしで突き上げていた。

			「んぐっ！　っぐぅうぅぅ……ッ！　おじさんっ、も、やめっ、やめっ、てぇ……ッ！　゛イッ、ちゃう……っ！」

			「イキそうならちゃんとイかせてあげないとねぇ」

			　不用意に七穂が発した言葉を聞いた伯父はニタリと口元を緩ませて、それまで以上に深くえぐるような腰使いで姪を絶頂に追い立てる。

			「゛ンふうぅうぅぅぅぅ……ッ!?　゛ンあッ♡　ンあぁあぁぁ……ッ♡　だめっ、だめっ、だっ、だっめぇ……！　゛あっ、゛あっ、゛あぁ……ッ！」

			　ぞわわわわッ、と、伯父の腰が打ちつけられる尻肌から喜悦の痺れが巻き起こった。尻の表面から発した痺れは、腰、背中、うなじ、そして頭皮へと波及し、頭頂部に集束する。

			　喜悦の痺れが頭頂部に至った瞬間、七穂の視界が白く飛んだ。膣内をピストンする伯父のペニスによって、子宮で圧縮された快感が爆発し、全身にアクメという爆発の衝撃が伝播する。

			「ッ♡　イくッ!!　イッくぅうぅ────ッッッ♡」

			　──ッドッオォオオォォォ────ンッッッ……!!

			　七穂がそれまで噛み殺していたせいか、余計に声高に上がった声は、同時に空で炸裂した花火の轟音に掻き消された。

			「゛あぁはああああぁぁあぁッッッ♡　ンあぁッ♡　ッはあぁあ──ッ♡　あぁっ♡　あっあぁああンッッッ♡　またっ♡　またぁッ♡　イッくぅっ……!!」

			　──ドンッ……!!　ドドドンッ……!!　ドッ、ドパパパパパン……ッ!!

			　往来の人々の視線は空に向き、七穂の声はことごとく掻き消された。

			　伯父のピストンを受けて肉を揺らす七穂の血色のいい牝尻が、空で花火が花開くたび、花火が生み出す様々な色で照らし出される。

			「ああ～……イイ声だよ七穂ちゃん。俺にしか聞こえないのがもったいないなぁ」

			「やあぁあぁぁぁっ♡　聞かれちゃだめっ♡　あっあっ♡　だめっ、だからぁっ♡」

			　花火が炸裂するたび、体にズンと響く衝撃。それもまた快感の一助となって、七穂を淫悦に溺れさせる。

			「ああああぁぁっ♡　やっ♡　やあぁんっ♡　あっ♡　あっ♡　あっ♡　あンッ♡　あっあぁぁンッ♡　あっんっんっんっんっ♡」

			　空から絶えず降り注ぐ轟音に包み隠されながら、七穂はもはや押し殺そうにも押し殺せない悦声を思うさま張り上げた。

			　声を上げれば上げるだけ、不思議なほどにスッとする解放感を伴って快感がもたらされる。

			「やだあああぁぁっ♡　やぁっ♡　やあぁっ♡　こんなのっ♡　きもちいっ♡　きもちっ、いっイッ♡　やあぁあぁぁっ♡　あっあっあっ♡　ああぁぁァッ♡」

			　その言葉が伯父の耳まで届くかもしれないと考える余裕もなく、よがり声を上げて悶える七穂。快感を得ていることを認めてしまえば、伯父になにをされるかわからないと、冷静な七穂であれば考えただろう。しかしそんな思考も巡らないほど、彼女は快楽に酔っていた。

			「すごっ♡　すごっ、いィっ♡　きもちよすぎっ、てぇっ♡　腰っ、抜けちゃうぅ……♡　あぁンンッ♡　あっあンンン──ッ♡」

			　声を上げるたびどんどん増幅していく喜悦。広葉樹にしがみつきながら、七穂は快感にガクガクと震えるガニ股の膝で、腰砕けになりそうな体を支える。

			「むふほほっ！　七穂ちゃんのおま○こ、今までになくウニュウニュ動いてちんぽに絡みついてくるよー。ね？　声出してするセックス、気持ちイイでしょ？」

			「しらっ、ないっ♡　しらないもんンッ♡　きもちいいとかぁっ、しらないぃっ♡　あっ♡　イッ♡　あぁイィんっ♡　んはあぁんっ♡」

			「あーあー……そんな声出してたら説得力ないねぇ♡」

			　──パンッ！　パンッ！　パンッ！　パンッ！　パンッ！　パンッ！

			　尻を突き出した格好で声高に淫ら声を漏らす姪を、その大尻を見下ろしながら突き上げる伯父。突かれるほどに蕩けた声を上げ、乳肉と尻肉を揺らす七穂。

			　屋外でどこから人目に捉えられるとも、声を聞かれるとも知れぬリスクを冒した性交に耽る伯父と姪は、一心不乱に快感を貪り合う。

			「むっふぅぅ……！　いやあ、すごいな……！　奥の奥までヒダが蠢いて絡みついてくる……！　今日の七穂ちゃんのおま○こ、いつも以上に気持ちイイよ……！」

			　もちろん七穂が意識してそうしているものではなかったが、官能の昂った彼女の女体はそれまでない牝能力を発揮していた。　

			「七穂ちゃん、おじさんそろそろイキそうなんだけど……ちょっとおま○こ締めてみてくれないかなぁ？」

			　そう背後から声をかけてくる伯父に、七穂は振り向くでも言葉を返すでもない。ただ快感を貪り、官能を啜り続けるばかりだった。

			「うぉおぉッ!?　締めつけがっ！　蠢きがっ！　っふぉおおぉぉ……ッ！」

			　伯父が唐突に喉を反らせて、歓喜に吠える。

			　七穂が彼の言葉に従ってしたものではなかったが、姪の性器はギチッと締まりながら、蠢く肉襞を伯父の男根に押しつけていた。それは淫悦の中にいる七穂の肉体が、伯父の言葉に無意識に示した、牝の本能的反応だったかもしれない。

			「あぁんはあぁあぁぁっ♡　おちんちんっ♡　すごいっ、擦れてっ、中っ、ジンジンするっ♡　またっ、またイッちゃうっ♡　イッちゃいそうっ♡」

			　コンドームを纏った肉棒に、全周囲から柔らかい牝肉がみっちりと密着する。膣肉そのものは柔らかいにもかかわらず、膣括約筋がきつく窄まって肉襞を押しつけ、圧迫感とともにヌメヌメとした摩擦感を生んでいた。その強い摩擦感は、七穂にも伯父にも同様に強烈な刺激となって、二人に同調した快感をもたらす。

			「くっおぉおぉぉぉ……っ!?　七穂ちゃん出る出る出るッ！　出すよぉッ！」

			　男根を歓待するような膣の蠢きに、登り詰める直前だった伯父の射精欲は、一気にメーターの針を振り切った。

			　一足飛びに射精に達し、慌てたようにラストスパートピストンをかけるも、尿道を駆け上がる精液が鈴口に達するまで一瞬だった。

			　──ぶびゅりゅぅううぅぅぅうぅぅッッッ!!　ビチチチッ！　ビチビチビチィッ！

			　暴発気味に吐き出された精液は、精力旺盛な伯父にしても特に多量で、あっという間にコンドームの先を満たしてしまう。

			「ああぁあぁぁぁぁっ♡　やぁあぁぁぁあぁぁっ♡　射精してるっ♡　おちんちんビクビクしてっ♡　やぁっ♡　イクイクイクッ♡　イッくぅ────ッッッ♡」

			　二度目の大きな絶頂に七穂が勢いよく仰け反ると、長いポニーテールが鞭のようにしなって舞う。なおも噴き上がる精液に、風船のように膨らんでいくコンドームが、七穂に膣内に圧迫感を生む。そんな膣内の異物感にすら快感を覚え、絶頂の追い打ちを受けた女体がわななく。
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			　──ドオオォオォン……!!　ドン……ドドン……ドドドドド……ドパパパパ……!!

			　花火が花開くたびに、花火の光を受けて様々な色で浮かび上がる、立ちバックで結合した伯父と姪のシルエット。

			　七穂のガニ股に開いた膝が震え、アクメの波が押し寄せるたびに尻が痙攣した。その痙攣が起こるのに合わせ、伯父の肉棒から精液を搾るように、姪の膣が顫動せんどうを繰り返す。

			「くああぁぁぁ……っ！　現役女子学生おま○こに吸い出されるぅうぅ……っ♡」

			　七穂の性器はこれまでになく活き活きと蠢き、伯父を悦ばせる。文字通り吸い出し、搾り取るような膣肉の動きは、女体が牝の本能に目覚めたかのようだった。

			「んあぁあぁあぁぁ……っ♡　んはあぁぁん……っ♡　また、イッちゃっ、たあぁ……♡　あっ♡　゛んっ♡　んんっ♡　んはぁっ……♡」

			　絶頂の余韻に浸り、至極心地よさそうに身震いする七穂。アクメに達するとともに膣内にあふれ出た肉汁が、内股で滴を転がしながらダラダラと多量に伝い落ちる。

			「ふぅーっ……ふぅーっ……いやあ、すごく気持ち良かったよ七穂ちゃん。おじさん、すっかり七穂ちゃんにイかされちゃったなぁ」

			「はぁっ……はぁっ……私が、イかせ……？」

			　その言葉になぜかしら七穂の子宮がジワッと熱くなり、ドキドキと心拍数が増す。伯父にされるばかりの自分が、伯父をイかせるという優位を立てるという事実は、彼女に得も言われぬ優越感を味わわせた。

			「んん？　どうしたの七穂ちゃん？　なんだか、おま○このウネウネが激しくなったねぇ？」

			「し、知りまっ、せん……っ」

			　自分の体が、性器が、いちいち感情を露わにしてしまうことに頭を痛めながら、七穂は絶頂の余韻に震える。

			「おっと……そういえば七穂ちゃん、友達が待ってるんじゃない？　そろそろ行ってあげないと」

			　すっきりと射精しきり、七穂の膣の締まりを利用して尿道の残滓まで搾り出してから、思い出したように伯父は言う。そして、射精しているあいだ密着させ続けていた、余韻の震えを見せる姪の尻から、腰を引いていく。

			「あ……あ……あ・あ・ああぁ～～～……っ♡」

			　ペニスが引き抜かれていく間にも、その摩擦感だけで七穂は軽い絶頂に達し、びくっびくっ、と弾けるようなアクメ震えを見せる。

			　──ぐちゅるるるるる……ぷちゅ、ぷぢゅるるるるぅ……

			　伯父の肉棒が抜き取られると、キュッと閉じた膣口から愛液が搾り出されて、地面にボタボタと垂れ落ちた。それだけ多量で濃厚な愛液を塗り込められた、コンドーム着きのペニスがヌラヌラと妖しい光沢を放つ。

			「こりゃあ、七穂ちゃんのおま○こにだいぶ搾り取られたなぁ♡」

			　精液が詰まって風船状態に膨らんだコンドームを肉棒から外し、伯父はそれを、まだ絶頂の余韻で木にしがみついたままの姪に見せつける。

			（また、あんなに射精したんだ……私の、あそこ、で……？）

			　鼻先に突きつけられたコンドーム。自分の性器が伯父から搾り取った精液をうっとりと見つめながら、七穂はどう表現していいかわからない愉悦にゾクリと背筋を痺れさせた。

			　そんな姪の鼻先から、ぶら下げられた風船状態のコンドームが遠ざかっていく。コンドームを追うように見返った七穂の視線の先で、コンドームの口が下に向けられる。

			　──どろぉおぉ……どろっ、どろろろ……べちょぉっ……っ

			　それまでとは上下真逆になり、コンドームに溜め込まれていた精液が流れ出た。重力に引かれるままに落ちるスペルマが、七穂の突き出された格好のままになっている尻肌に浴びせ掛けられる。

			「あぁ……♡　やあぁ……っ♡　そんなの、お尻に、かけないでぇ……っ♡」

			　ひんやりとして、ただ肌に触れただけでそのヌメりとねばつきが感じられるような精液の感触。イヤイヤと首でも振るかのように、七穂のむっちりと張りのある淫臀がくねる。

			「そんなことより、そろそろ友達のところに行かないと。一緒に花火を見る時間がなくなっちゃうよ？」

			　などと言いながら、伯父はザーメンを全て排出したコンドームを放り投げると、姪の尻にぶちまけた精液を手で大尻全体に塗り広げた。

			「やっ!?　いやあぁ～～～……っ♡　なんで塗り広げるんですかっ……♡　きもちっ……♡　わる、イィ……っ」

			　オイルマッサージを思わせる手つきで尻肉を揉みしだきながら、弾力の強い尻全体に塗り込められていくスペルマ。ヌルヌルとしたその感触に、七穂はゾクゾクと身悶えた。

			「さあ、本当に早く友達のところに行かないと。いつまでトイレに行ってるんだと思われちゃうよ～？」

			　ノーパン浴衣の尻。その谷間にまでマーキングするように自分の精液を塗り込むと、伯父は浴衣の裾を戻してやり、姪をしっかりと立たせる。

			「あぁ……やあぁ……お尻に浴衣が……」

			　ザーメンでヌルヌルの尻肌に浴衣がピタッと張りつき、ヒップの形がよりはっきりと浮き出る有様になっていた。

			　

			「あ～、来た来た～。七穂～、いったいどこまでトイレ探しに行ってたのよ～？」

			「ご、ごめん。トイレ、すごく混んでて……」

			　スマートフォンで位置情報のやり取りをして無事合流した頃には、花火の打ち上げは半分ほど終わってしまっていた。

			「あたしはてっきり、ずっとトイレで踏ん張ってンのかと思ってたわ」

			「だから違うからっ！　それよりほら、花火上がるよ」

			　七穂は友人の下世話な突っ込みを否定しつつ、打ち上げられる花火に友人たちの目を向けさせる。友人たちに見えるはずはないのだが、視線を他に向けさせたかった。

			　ノーブラ浴衣の胸元は、いまだに淫行の余韻が冷めきらずに勃起したままの乳首が浮き出ている。下半身では、股間から愛液が滴り、足首までヌルヌルとした感触が広がっていた。そして、もしかしたら自分の体温で温められたことで匂い立っているかもしれない、尻肌に塗り込められた精液。

			　女体に残る淫行の痕跡を、友人の誰かに気づかれるのではないかという緊張感と、つい今し方まで伯父と性交していたという事実。

			（あ……やだ……また垂れて……）

			　友人たちにこうして接していながら、淫らな隠し事をしていることに興奮を覚え、ワレメからさらに愛液があふれ出す。

			　花火大会の会場には明かりがないおかげで、友人たちはもちろん誰にも七穂の浴衣の様子は見えることはない。だが、七穂のノーパン浴衣の尻は、精液に濡れたことで尻肉の谷間まで透けて見える有様になっていた。

		

	

			第四章　姪が痴態を晒す渚　

			


			「お帰りなさい、お父さん」

			「ただいま、七穂」

			　帰宅した父がリビングのドアを開けると、台所に立つ七穂は何事もなかったように、振り返って笑いかける。そして、うなじに張りつく毛先を、ポニーテールにスッと手櫛を通して取り除くと、夕食の調理に向き直った。

			「おかえり～」

			　伯父はといえばダイニングの椅子に腰掛け、弄っていたスマートフォンから視線を上げて帰宅した弟を迎えた。

			「ただいま。兄貴、取引先からいい酒を貰ったんだ。後で飲もう」

			　健二は手にしていた化粧箱入りのブランデーを掲げ、軽く振ってみせる。

			「お。いいねー」

			「ああ、そうだ。七穂、来週の海に行く予定のことだけど」

			「あ、うん。なに？」

			「父さん、仕事が入ってね。後から旅館で合流することになりそうだ」

			「え……そうなんだ……」

			　それはつまり、旅行中、伯父と二人きりの時間が増えることを意味していた。

			　七穂としては、伯父と二人きりになる時間が長くなるのは好ましくない。できるなら避けたいことではあった。

			「だから、当日は兄貴と一緒に先に行っててくれるか？　兄貴も。いいか？」

			　伯父との二人きりを避けると、母の好きだった海に触れる機会を一回失ってしまう。長いようで短い夏を思うと、この機会を失ってしまうのはあまりに惜しく感じられた。

			「うん……わかった」

			「オッケーオッケー。七穂ちゃんのことは俺がちゃんと面倒見るから」

			　この軽々しく返事をする伯父が二人きりになったときに、なにをしてくるかと思うと気が重く、小さく溜め息を吐く七穂。

			　彼女のショートパンツのポケットには、父が帰宅する直前まで使われていたコンドームが隠されていた。

			


			　──ザザザ、ン……ザザ……ン……

			　波が砂浜と一緒に奏でる潮騒。波が砕けるたびに、潮の香りが風に乗る。

			　母が愛したという海岸は、伯父が話していた通り、白い砂浜が日本離れした景観を生んでいた。澄んだ海は青く、その遠い果ての水平線で、空の青さと混じり合うかのようだ。

			「綺麗……！　すごい……！　本当に、日本じゃないみたい！」

			　海と砂浜だけを切り取ったなら、地中海と言っても通じてしまいそうな景観に見入り、七穂は目を輝かせる。

			　伯父が運転するレンタカーで海に着いた七穂は、ビーチサンダルで焼けた砂を踏み締めていた。

			　母が好きだったというのが心底納得できる美しい浜辺を、感慨深く見渡す。そんな七穂の、白いＴシャツとデニムのホットパンツを纏った肢体に、真夏の日差しがギラギラと照りつける。

			「ははは。稲穂さんと同じこと言ってる。やっぱり母子だねぇ」

			「……それは、そうですよ……」

			　レジャーシートとクーラーボックスを抱えた伯父に、珍しく純粋に慈しむ目で見られて七穂は反応に困ってしまう。普段ならいやらしい視線ばかりぶつけてくる目に慈しまれると、なんともこそばゆい。

			　自分の水着などを詰めたバッグを肩に提げた七穂は、伯父とともに手近な海の家に立ち寄る。

			「七穂ちゃん、ここで着替えたら？　せっかく海に来たんだから、泳がないと損だよ」

			　海の家でビーチパラソルを借りた伯父は、海の家の奥を指差す。そこには、個室の更衣室があるようで、順番待ちの客が少しばかり列を成している。

			（おじさんの前で水着になるのはイヤなんだけど……）

			　そうは思うものの、目の前の白い砂浜と青い海を見ては、泳がずにいることがあまりにももったいない。

			（あ、でも、海に入っちゃえばおじさんの目は気にしないでいっか……！）

			　この固太りの中年男が、海で泳ぐのが好きとも思えない。海で一人泳いでいる分には、伯父の存在を無視しても構わないと考えが至ると、七穂は着替えの入ったバッグを手に取った。

			「じゃあ私、着替えてきます！」

			「うん。更衣室代はおじさんが払っておくから。あのへんにパラソル立てて場所取っておくからね」

			　伯父に送り出された七穂は更衣室待ちの列に並び、やがて順番が回ってきて更衣室に入る。

			　狭いものの、全身の映る鏡のある個室の更衣室で、七穂はバッグを開けて水着を取り出す。

			「あれ？　えっ？　なにコレ……私の水着じゃない……！」

			　もう一度バッグの中を確認し、他に水着が入っていないかを確かめる。だが、水着はその一着以外にない。

			　自分のものではない水着を両手で広げてみるが、やはり見覚えがなく、脳裏によぎったのは伯父の顔だった。

			（絶対またおじさんの仕業だ……！　それにしても……小さすぎないコレ……？）

			　広げた水着はかなり布の面積が小さく見える。そもそも自分が用意しておいた水着とは似ても似つかない色と形でもあった。

			　用意しておいたのは、大きさを気にしている尻が隠れるパレオ付きのものだった。一方でこの見覚えのない水着は、要点だけ最低限隠れるように作ってあるようだが、それ以外の部分がまるっきり紐状のビキニだ。

			（こ、こんなの着て出られない……！）

			　広げた水着の形状から、それを着用した自分を想像する。自覚ある我が身の肉感を考えると、かなりきわどい姿になるのは容易に想像できた。

			「………………──」

			　しばし見覚えのない水着を見つめた後、七穂はおもむろに着衣を脱ぎ、鏡の前に肌を晒す。そして一つ生唾を飲むと、ビキニをその身に着けていく。

			　ほどなくして、露出度の高い水着姿となった七穂の姿が鏡に映し出された。

			（な、なにこれ……！　こんなの着る人いるの!?）

			　リゾートビーチでプロポーション自慢の体を見せつける、セレブリティかのような露出度。七穂の豊乳は辛うじて三分の一といった程度が布地に隠されているが、柔肉がビキニからあふれてしまう。

			（……ぎ、ギリギリ隠れてはいるみたいだけど……。やだ……！　お尻、全部丸見えじゃない！）

			　下半身のビキニは切れ込みが鋭く、昨日しっかり手入れをしたにもかかわらず、陰毛がはみ出してしまいそうなギリギリのラインだ。尻のほうは布の面積がほぼなく、辛うじて尾てい骨辺りを隠すようなものでしかない。ほとんどは尻肉の双丘の間に挟まれて見えない有様だった。

			（や、やっぱりムリムリ……！　こんなの着て人前に出るとかありえない……！）

			　鏡に映るセクシーと露出狂との狭間といった自分の姿を見ながら、そんな姿を浜辺の人々に曝け出す様を想像する。

			　ゾワゾワッ、と、心地よいものが水着の食い込む尻から背中を経て、脳天まで這い上がった。

			（もうっ……！　やだっ、私……ッ！　なんでっ……！）

			　水着に隠された牝穴の奥に、しっとりと潤みを覚えて七穂はブンブンと頭を振る。こうなってしまうことすら伯父に見透かされ、先まで読まれて、彼の手のひらの上で弄ばれているのかもしれない。そうと思うと、七穂はおぞましさと恐怖すら感じた。

			　──コンコンコンコンコン！

			　自分の肩を自分で抱くようにして身震いしていると、不意に更衣室のドアが強くノックされ、七穂はビクンと我に返る。

			『サーセーン、まだっすかー？　だいぶ待ってんですけどー？』

			　ドアの向こうから、苛立ちを感じさせる若い声が聞こえる。自分の後ろに並んでいた色黒のギャルだろうと覚りながら、スマートフォンで時間を確認すると、思った以上に長く更衣室に籠もってしまっていた。

			「すっ、すみません！　今出ます……！」

			　返事をしながら、鏡に映る自分と目が合う。

			（この姿で出るの!?　でも、また着替えて出る時間は……）

			　イライラとした様子が感じられるノックが続き、七穂を焦らせた。脳裏に思考と感情を飛び交わせながらも、七穂は脱いだ服を乱雑にバッグに詰め込む。そして、バッグのファスナーもろくに閉めないまま、肩に提げた。

			「すみません、お待たせしました！」

			　ノブを大きく音を立てて回しながら、七穂はドアが風を巻き起こすほど勢いよく更衣室を出た。

			「マジおせー、ん、だけど……」

			　更衣室を出てきた七穂の姿を目にしたギャルは、彼女の顔と体とを交互に見て口を半開きにして絶句する。

			「ほんとっ、ほんとお待たせしてすみませんでしたっ……！　じゃ、じゃあ……！」

			　転げ出るように慌ててドアを開けた七穂へ、一気に集まる更衣室待ちの人々の視線。ギャルを含め、一様に驚愕した顔にいたたまれず、七穂は小走りに海の家から逃げ出した。

			　海の家を出ても、かなりセクシー度が極まった姿の七穂にはやはり視線が集まる。特に、男性の視線は痛みを覚えるほどに刺さり、少女はバッグを抱えて少しでも視線を遮ろうとした。

			（お、おじさん、どこ……!?）

			　別れ際、あのへんにパラソルを立てる、とアバウトに指した辺りに向かって、七穂は足早に歩きながら伯父を探す。

			　早くパラソルの下に隠れたい。伯父を探して歩き回る間も自分に集中する視線。それを振り払うようにしながら、七穂は必死に伯父の姿を探す。

			　同じようなパラソルが無数に立っているおかげで、パラソルを目印に探すこともままならない。あのガタイのいい伯父であるから、すぐに見つかりそうなものだと思ったが、海水浴客の人混みの中でその姿を見つけられなかった。

			（いない……どこなのよおじさん～～～……！）

			　少し半泣きになりながら、ポニーテールを振り乱す勢いでキョロキョロと、右へ左へと視線を泳がせる。

			「こんちわー！　キミ、もしかしてグラビア出てたりとかするー？　なんか見たことあんだけどー」

			「どもー！　すっげ可愛くてイイケツだからコイツが声かけようぜって聞かなくて」

			「おいやめろって！　違うンよー、まじでグラビアで見たことあるって言っただけなンよ。勘違いしないでなー？」

			　不意に、七穂を前後から挟むようにして声をかけてきた男が二人。浅黒く日焼けした肌の男と、ケバケバしい金色に脱色した頭髪の男の二人組は、軽々しい口振りで七穂に言い寄る。

			「あ、あの、私、人を探してるので……」

			「そーなんだー？　じゃあオレらも手伝うよー？　友達？　女の子？　女の子ならほら、オレら二人とキミと友達の二人でちょうどペアじゃん？　よくね？　遊ばね？」

			　口速に捲し立てる日焼け男にジリジリと迫られ、七穂はたじろぐように後ずさった。すると、背後を押さえた金髪の男にドスンと尻が当たり、退路を断たれる。

			「うほっ♡　ケツすげーねキミ♡　もしかして、ヤリモクだったりしない？　どう？　オレ、ケッコー上手いよ？」

			「……ッ!!　やっ、やめてください……！」

			　背後の金髪男が、無遠慮に七穂の尻を鷲づかみにした。伯父以外では初めて、性的な意図を持って触れた異性の手の感触。その刺激はあまりにおぞましく、悪寒が走って鳥肌が立つ。

			「おぉい……うちの子になにしてるんだぁ……？」

			　ぬうっ、と人影に日が遮られたかと思うと、七穂の体まで振動させるような重低音の声が頭上から降ってきた。

			（おっ、おじさん……！）

			　いつかしら水着に着替えたらしい伯父が、七穂と彼女に言い寄る男たちを上から見下ろすようにして圧をかけていた。

			　多少脂肪が余計についているとはいっても、固太りの逞しいガタイ。身長もそれなりに高いこともあって迫力がある。しかも、普段ヘラヘラした口調からは信じられないようなドスの利いた声とともに、飄々として笑みに閉じているような糸目が開いて、睨みを利かせていた。

			「うっ、うお……なんだよ、いい歳して父親付きで海にきてんのかよ……」

			「ンだよ……行こうぜ……」

			　ブツブツと不満げな言葉を残しながら、男たちがそそくさと立ち去っていくと、伯父はフゥとひと息吐いていつもの飄々とした様子に戻る。

			「……父親じゃあないんだけどなー」

			「ふぇ……お、おじさん～～～……」

			　きわどい水着姿を晒す緊張感と、男たちに言い寄られる緊張感。二つの緊張が伯父が現れた安心感で一気に切れ、七穂はヘナヘナと崩れ落ちそうになった。

			「おっと。七穂ちゃん、だいじょうぶ？　ごめんねー、空いてるところがなくて、遠くにしか場所が取れなくて。迎えにきてよかった」

			「もぉうぅぅぅぅ……！　だったら早く迎えにきて、海の家の外で待ってるとかすればいいじゃないですかぁぁ……！」

			「ごめんごめん。ナンパされて怖かったね。もうだいじょうぶだから」

			　緊張感が切れたと同時に着替えの入ったバッグをずるりと落とし、ポカポカと叩いてくる七穂。そんな姪の頭を撫で、伯父は彼女が落としたバッグを拾って自分の肩にかける。

			「さあ、パラソルのところまで行って、ちょっと休もうね」

			「……うん……」

			　半泣きの七穂は伯父に手を引かれながら、子供のようにテクテクと砂浜を歩き出す。

			　海水浴客で混み合う中、無数に立ち並ぶパラソルや、レジャーシートの間を縫って、伯父に手を引かれた少女が行く。

			　体を隠す役目をしていたバッグを伯父が肩に提げているおかげで、七穂はその肢体を隠せず、人目に晒すことになっていた。

			　慌てて個室を出たり、伯父を探して歩き回ったりしたせいか。ギリギリはみ出さずにいた陰毛が、切れ込み鋭いビキニからはみ出してしまっている。

			　そもそもが刺激の強い水着姿で男性の目を引くものが、はみ出した一〇代の艶やかな美毛のおかげで、より目を引いていた。

			（す、すごい見られてる……視線が痛い……っ）

			　下半身の美毛に限らず、ビキニからこぼれ出しそうな胸や、実質的に丸出しと変わらない尻。七穂の豊満な女体へ、全方位から視姦の目が襲う。

			　素知らぬふりをしながら時折視線を向けてくる少年。驚きを隠せぬ顔で釘付けになっている青年。ニヤつきながら全身を舐め回すように見る中年の男。

			　眉をひそめる中年女性。信じられないといった顔で見つめる若い女性。チラチラと七穂を見て、なにやら口元を隠しながら笑っている同年代の少女たち。

			　視線もさることながら、表情、声といったものが全て、七穂を羞恥に苛む。

			（胸もお尻も、全部見られて……）

			　ドクンドクンと、今までに経験したことのない大きな鼓動が起こっていた。その鼓動は不快に感じるものではなく、強い心拍が打たれるほどに七穂の心身が火照っていく。

			　無数の目に映る自分はどう見えているのだろうか。視線から欲望を感じさせる男性たちは、自分の恥知らずな水着姿にどんな妄想をしているだろうか。

			（いつもおじさんにされているようなこと、みんな想像してるのかな……）

			　一つ身震いした彼女の皮膚の上を、ゾクゾクと心地よい痺れが這った。

			　視線を気にすれば気にするほど、露出過剰な姿を晒していることへの認め難い興奮を自覚してしまう。そして、一度自覚してしまうと、周囲の視線によって一方的に入力される刺激が快感へと変換されていく。

			　胸があふれそうな薄く面積の小さいビキニを、内側からムクムクと突き上げ始めるニプル。下半身でも、ビキニパンツに愛液がシミを広げ始めていた。

			　注目を浴びる中で欲情を体に表しながら、堂々と闊歩する変態的な行為。こうして日中の屋外で、しかも不特定多数の視線がある中に身を晒すことが、こうも性感を刺激するものだと七穂は知るよしもなかった。

			　彼女はその思いがけない興奮に戸惑いながらも頬を桜色に上気させ、日差しを受けてキューティクルの輝くポニーテールを揺らして砂の上を歩く。

			「もう少しだからね、七穂ちゃん。ほら、あそこのパラソルだよ」

			　伯父がそう言って指差す先。混雑を避けた海水浴客がまばらにパラソルを立てたり、レジャーシートを広げたりなどしている。その中の一つが見覚えのある、レンタルしてきたパラソルだった。

			　視姦羞恥に顔まで火照らせた七穂は、伯父の言葉に黙って小さくこくりと頷く。そんな姪を間近で見ている伯父だから気づく、女体の変化。ビキニが太陽に照らされて作る乳首の隆起が、影として見て取れる。

			　砂を踏み締めて歩くたびに揺れる若々しい美巨乳。白い砂浜による照り返しと高い気温のせいか、乳肌に浮かんだ玉の汗。その一つがツツと転がって胸の谷間に落ちていった。

			「さあ着いた。ほら七穂ちゃん、腰を下ろして休むといいよ」

			「う、うん……」

			　パラソルが日を遮るレジャーシートの上を勧められ、七穂はそこに腰を下ろす。

			　伯父が場所を取ったそこは砂浜の端のほうで、海の家に近い場所ほどの混雑はない。他の海水浴客が陣取るパラソルとも少し距離があり、人でごった返す浜辺ながら窮屈さを感じなかった。

			「はい、飲み物でも飲んで」

			「ありがとうございます……ふう……」

			　小振りなクーラーボックスから伯父が取り出した炭酸飲料を受け取り、七穂は封を切って口に運び、喉を二度ほど鳴らした。

			（はあ……まさかこんな水着を着て、人前に出ることになるなんて……うぅぅ……）

			　すっかり胸の先端は勃起しきってしまっており、下半身ではひんやりするのを感じるほどすっかり水着が愛液を吸ってしまっている。

			　人目に晒されている間の、性感を刺激する羞恥から解放された今になって、単純な恥ずかしさが襲ってきて、思わず抱えた膝に顔を伏せてしまう。

			「いやーしかし、いい天気になってよかった」

			　顔を伏せた七穂の横で、プシュッ、と缶入り飲料が開けられた音がする。その音につられて、七穂は少しだけ顔を上げた。

			　七穂を日陰に入れてやり、自分はパラソルとレジャーシートから、恰幅のいい体躯をほとんどはみ出させて座っている伯父。クーラーボックスから取り出したばかりで、薄ら氷霧を纏っている缶ビールをあおり、御満悦といった顔をしていた。

			（……まあ、こんな人目がある中だし、今日は変なことしてこないよね……）

			　いくらこの伯父でも、人目につくところでいつものように肉体関係を迫ってきたりはしないだろう。少し安心しつつ、同時に、露出視姦を受けて疼きを覚えてしまっている体を持て余しながら、七穂は海へ視線を向けた。

			「……本当に綺麗だね……お母さん……」

			　母もここでこうして、水平線を見つめただろうか。日本離れした白い砂浜を踏み締め、波打ち際を散策して、水着に着替えて海にも入っただろうか。思いを馳せながら、面影を波打ち際に重ねて目を細めた。

			　水着の母が、波打ち際に立つ姿を思い浮かべる。そこに、今自分が身に着けているマイクロと言っていいサイズのビキニを着けた母が現れ、振り返った。

			「……ハッ!?　ちょっとおじさん!!　おじさんでしょ、私の水着、こんなのに入れ替えたの！」

			　はたと、自分の水着がなくなってこの露出度過剰なビキニに変わっていたことを思い出し、七穂はかたわらでビールをあおっている伯父の背中を思い切り平手打ちした。

			「イデェッッッ!?　そ、それは、ほら、前に言ったでしょ、ブルマ以外にも稲穂さんの形見があるって。ソレだよ」

			「ええ──────ッッッ!?　こ、これ、ホントに、お母さんがっ!?」

			　自分の肌に張りついているビキニの上下に視線を落とし、驚きに目を剥く。意図せず思い浮かべた破廉恥な母の姿が、まさか事実であろうとは。

			「さすがに……嘘ですよね……？」

			「ホントホント」

			　いつもの飄々として掴み所のない言葉と声で伯父に返され、嘘か真かますます判断がつかなくなる。

			「稲穂さん、あれで意外と大胆だったからなぁ。それに、俺が若い頃はそういう水着が流行ってたんだよ。稲穂さんだって、流行を無視できなかったんだろうねぇ」

			「こ、こんなのが流行……？　嘘でしょ……」

			　伯父のことであるから、その言葉を鵜呑みにはできない。しかし、これが正真正銘の真実であったとしたらと思うと、母の思いがけない一面を知った喜びも微かすかに湧く。

			「さて。七穂ちゃん、せっかくの色白ムチムチ……もといモチモチの美肌が日焼けしないように、日焼け止め塗ってあげるよ。持ってきてるでしょ？」

			「あっ、はい。じゃあお願いしま……なにする気ですか……？」

			　バッグから日焼け止めを取り出して伯父に手渡す瞬間、ふと我に返って伯父をジトッとした目で見る。伯父が日焼け止めを塗るなどという肌に触れる行為をするのに、なにもしないはずがない。渡しかけた日焼け止めを引っ込めようとすると、伯父は素早くそれを奪い取った。

			「しないしない。この日差しだから、七穂ちゃんが真っ赤に日焼けしたら可哀想だと思っただけだよー」

			「……変なことしたら、こういう場所ですからね？　私が声上げたら大変なことになりますよ？」

			「信用してよ～。ほら、うつ伏せになって。背中から塗ってあげるから」

			　ジットリとした訝しむ視線のまま、七穂は黙ってうつ伏せになる。すると、レジャーシートの上で胴に押し潰される形になった胸が、ムニュリと柔らかく潰れた。

			　無防備な背中越しに横乳が見え、うつ伏せになっても形を崩さない張りのある尻が、二つの山のようにすら見える。

			　伯父への嫌悪や不信は、今もなお七穂の中に間違いなく存在していた。そんな伯父に、日焼け止めを塗るという自分に触れる理由を与える。以前であれば、絶対にこんなことはしていないはずだった。嫌悪と不信以外の、それらを上回って伯父に自分に触れることを許す理由。自分の中にある言い表せない感情……欲の存在を否定できず、七穂はモヤモヤとしたものを胸に渦巻かせていた。

			「塗るよー」

			　七穂が横になると、伯父は日焼け止めの乳液を手のひらに出す。白い乳液をたっぷり手に取ると、伯父は姪の背中に手を近づけていった。

			「ひゃっ……！」　

			　ひたっ、と乳液に濡れた手が背中に触れる。ひんやりした乳液の感触に小さく声を上げた七穂に、伯父は日焼け止めを塗り広げていく。

			「いやー……七穂ちゃんホント肌がきめ細かいねぇ。白くてもち肌で、塗ってるこっちが気持ちイイくらい」

			「気持ち悪いこと言ってないで、早く終わらせてください」

			　そうツンケンして言いつつも、肩から背中へとマッサージするように日焼け止めを塗り込む伯父の手は心地よかった。

			（せ、背中って、意外と……っ）

			　他人から触られることなど滅多にない背中を、乳液まみれの手で丹念に撫で回される。胸でも尻でも、ましてや性器でもない背中。性感などありはしないと思っていた部分が、思いのほか性感という意味での気持ち良さを七穂に感じさせた。

			「他のところにも広げていくよ」

			　背中を撫で回した手がヌルヌルと下へと滑っていき、ウエスト辺りで一度停滞して脇腹に日焼け止めを塗り込む。

			「やっ、アハハハッ！　くすぐったいっ！　そこやめてっ！　キャハハハハッ！」

			　薄ら脂の乗った脇腹を、揉むように撫でる伯父の両手。そのくすぐったさにたまらず七穂は笑い声を上げ、両脚をバタバタと動かした。

			「あんまり動くと塗りにくいよ七穂ちゃん」

			「ごっ、ごめんなさっ、キャッハハハハハッ！　はぁっ、はぁっ、アハハハハッ！」

			　脇腹を中心に、腋の下から腰にある骨盤の張り出しまで。上半身の両脇を広く動く手に、七穂は少女らしい甲高い笑い声を上げて藻掻く。

			「はぁはぁ、アッハハハッ……！　あははっ……！　はぁっ……はぁっ、はあぁぁッ……！　あっ、はぁっ……はっあぁ……ぅン……ッ！」

			　念入りな脇腹への日焼け止めの塗り込みが続くうちに、こそばゆさが少しずつ別の感覚へ変移していく。

			　くすぐったさに悶えていた体は、それとは違うものを感じてくねり始め、甲高い笑い声を上げていた喉からは少し艶めいた吐息が漏れる。

			「お、おじさっ……変なこと、するとっ、声っ……上げます、よ……っ」

			「してないよー？　ただ日焼け止め塗ってあげてるだけ。それとも、これが変なことに〝感じ〟られちゃうのかなー？」

			　背中越しで顔は見えなかったが、伯父がニヤニヤとイヤらしい笑みを浮かべているのが見えずともわかった。七穂は言い返せず、そのまま伯父にされるがまま日焼け止めを塗り込まれ続ける。

			「こんなとこかな。じゃあ次は……」

			　伯父の手が脇腹からそのまま下に向かい、どっしりとした骨盤の存在を感じさせる腰周りに達した。

			　ビキニパンツの後ろ側。ほとんど紐同然のビキニは尻肉の間に隠れ、双丘を完全に露出させている。搗つき立ての餅をドンと二つ並べたようなそれを、伯父の両手が鷲づかみにした。

			「あっ！　やっ！　っうぅンッ……♡」

			　ムニュリムニュリと皮下脂肪を捏ね、揉み出すように、伯父の両手が尻を弄ぶ。日焼け止めのヌメリを活かした事実上の愛撫に、七穂は肩を震わせながら快感に耐える。

			「これはさすがに変なことかな？　声上げちゃう？」

			　半ば七穂が声を上げないのを確信した伯父の言葉。それは神経を逆なでするものの、七穂は返事をせず、ただ声を押し殺した。

			　念入りに尻を揉みほぐし、ムッチリと太い腿、形のいいふくらはぎへと手が下っていく。さらには足の裏、足の指の間まで。文字通り七穂の隅々まで日焼け止めを塗り込むように、伯父の両手は蠢いた。

			「よし……背中側はこんなもんでいいかな？」

			　肩を含めた背中に始まり、尻、脚と日焼け止めを塗り込んだ伯父は、ここでようやく手を止めた。

			「はぁーっ……はぁーっ……はぁーっ……♡」

			　乳液に含まれる油分で、薄らと光沢を放つ健康的な女体。すっかり上気して肌に桜色を帯びた七穂は、熱っぽい吐息を繰り返す。

			　露出の羞恥が火種となって体の芯で燻っていた性感が、愛撫そのものの日焼け止めの塗り込みによって完全に火が点いていた。

			　乳首の勃起は水着越しでもハッキリと見て取れるほどになり、生地では吸いきれなくなった愛液がビキニの表面にしっとりと滲み出す。

			「七穂ちゃん、今度はお腹側に塗るからねー。仰向けになってくれるかな？」

			　伯父に促されると、すっかり発情した頭が疑いを持つ間もなく、体が勝手に寝返りを打って仰向けになる。

			　胸の上で、皿の上に置かれたプリンのように揺れる二つの豊乳。生地面積の限られたきわどいビキニに包まれた乳肉は、今にもあふれ出しそうになっていた。

			「じゃあ、塗るよー」

			　改めて日焼け止めの乳液を手に取った伯父は、背中側に塗っていた先ほどまでとは逆に、爪先から乳液を塗り込んでいく。

			「ひゃっ……んっ、やっ、ンッ……♡」

			　伯父の手で、足の指一つ一つの間まで丹念に日焼け止めを塗り込まれる。

			　もしかすると、七穂自身も直接触ったことのないかもしれない細かなところまで。塗り残しのないように、一〇代の瑞々しい肌の上を満遍なく這う男の手と指。爪先から少しずつ上へ上へと、肌を撫で回しながら這い上がってくる。

			（声……ッ、……出ちゃいそうっ……♡）　

			　自分以外の手で体を隅々まで触り尽くされる初めての経験に、七穂は身を捩って快感を露わにしながらも、声だけは唇を噛んで押し殺した。

			「このぶっとい太腿♡　ムチムチって擬音が聞こえてきそうでたまらないねぇ♡」

			「そ、そういうこと言うの、やめっ、て、ください……」

			　丸太の太さでも測るかのように、伯父は太腿の片方を両手で作った輪の間に挟んで掴む。そして、弾力の強い太腿を念入りに愛撫しながら、徐々にその手は下半身の中枢に近づいていく。

			「稲穂さん譲りのデッカイお尻してるだけあって、七穂ちゃんはホント、安産型だねぇ……元気な赤ちゃんたくさん産みそうなイイ骨盤してるよ♡」

			　太腿を経て、どっしりとした腰周りに至った両手。再度その手に乳液をたっぷりと取った伯父は、今にも頬ずりでもしそうに愛おしげに、弧を描く腰のラインを撫でた。

			「お、お尻、大きくなんか、ないっ、もんっ……！」

			「いやー……このお尻でデカくないっていうのはムリがあるでしょー」

			　ニヤついた顔を見せつつ、伯父は腰から日焼け止めを塗るにかこつけた愛撫の手を進める。そしていよいよ手は、ふくよかな腹部を経て、二つ並ぶ肉の山の麓に至った。

			「ここもちゃんと日焼け止め塗らないとねぇ。むしろここが一番大事、かなっ」

			　言いながら、伯父は七穂の豊乳を申し訳程度に隠しているビキニの内側に、乳液まみれの手を滑り込ませた。

			「やっあぁンッ……♡　こんなっ、ところでぇっ……♡　誰かにっ、見られちゃうっ……！」

			「あんまり声上げると、かえって注目されちゃうよ？」

			「……っ！　うぅ……っ」

			　初めには自分が声を上げると脅しをかけていたものが、気がつけば立場が逆転していた。

			（こんなの、いくらなんでも……！　誰かの目に留まったら……）

			　ここまでは多少おかしな手つきでも、日焼け止めを塗っているという体面で取り繕えるものであった。

			　周囲を見渡して、自分と伯父に向いている視線がないことに七穂は安堵するが、人がいないわけではないことを改めて認識させもする。

			　誰かに気づかれれば、伯父は伯父で胸を弄る変態男と見られるだろう。だが同時に自分も、こんな人目のある場所で胸を弄ばれることを許す変態と見られるのではないか。そんな不安はスリルという刺激に感覚を変え、七穂の胸の性感を余計に敏感にさせた。
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			「七穂ちゃん、なんだか乳首がますます硬くなってない？　なにか想像して興奮しちゃったのかな？」

			「ちっ、ちがっ……！　うっ、うぅンッ……♡」

			　手のひらの窪みで乳首を転がすように、日焼け止めを塗るという行為はしっかりと果たしつつ、だが抜け目なく姪の性感を責める伯父。乳液の生む適度な滑りも手伝い、スリリングな胸への愛撫は七穂にこれまでにない官能を味わわせる。

			（だっ、だめっ、ホントに……声、押し殺せなくなっちゃうっ……）

			　見つからないようにという祈り。見つかりそうという興奮。見つかったらという不安。複雑に絡み合う感情と官能が、一層快感を生み出す背徳。

			　七穂は、刺激を受けた拍子に喘ぎを上げそうになるのを必死で堪こらえる。

			「七穂ちゃん、意外と好きなんだねぇこういうの」

			「えっ……？」

			　思い掛けず、伯父の手が胸から離れた。なんのことはない。二人のいるパラソルのそばを、見知らぬ女性が歩いて通り過ぎようとしているのを警戒してだった。

			　胸から手を離した伯父は、日焼け止めのボトルを手に取る。そうすることで、パラソルのそばを通り過ぎる女性から不審に思われないように振る舞う。

			「ほら、ブルマも意外とまんざらでもないみたいだったし。祭りのときも、誰かに見つかるかもしれないっていうのに、すごい興奮してたみたいだし？」

			　伯父は乳液を補充した手を姪の肩口にやり、肩、そして腕へと日焼け止めを塗りながら七穂に囁く。

			「今日も、もしかしたらこういうのを着て、人目に晒されたら興奮するんじゃないかなーと思って、水着も用意したんだけど。予想的中してたみたいでよかった♡」

			「やっ、やっぱりこの水着っ！　お母さんの形見なんかじゃ……！」

			　自分が性的な興奮を覚える行為を把握され、周到に準備されていた。そんな伯父の用意に七穂は嫌悪も怒りも抱かなかったが、代わりに強い気恥ずかしさに襲われた。

			　自分の、おそらくは性癖というものなのだろうことを、伯父に全て知られている。体の性感までも知り尽くされている。全て熟知され、掌握されているという、伯父の手のひらの上で弄ばれている感覚。それは、不本意ではあったが、ゾクリと官能が背筋を走る甘いマゾヒズムであった。

			「はい、これで日焼け止め塗り終わり。しかし七穂ちゃんさあ……年頃なんだから、毛の手入れは抜かりなく万全にしとかないと」

			　最後に手にまでしっかり乳液を塗り広げた伯父は、七穂が身につけたきわどい角度のビキニをいきなり掴んで、グイッと強く上に引っ張り上げる。

			　そもそもがきつい角度のビキニは、引っ張られるとたやすく紐ほどの細さになり、姪のワレメに食い込んだ。

			「ひぅっ!?　なに引っ張って……！」

			　股間に走る、小さな痛みを含んだ刺激。それが水着の食い込みによるものだと理解した七穂は、慌てて手で股間を隠す。さらに周囲に目もやり、こちらを注視しているような視線がないことを確認する。

			「やめてっ、引っ張らないで……！　水着が食い込んでっ……見えちゃうっ！」

			　きつく食い込んだ水着は、七穂の股間に一本の深いスジを形作り、黒く艶々とした恥毛のほとんどが露わになってしまっていた。

			「実はねぇ……さっきナンパを追っ払ってここまで来る間、結構ハミ毛してたよ？　歩いてるうちに、ビキニがズレちゃったせいかな？」

			「ッ!?　う、うそぉ……っ、やっ……♡　あっ♡　やっ♡　ッくうぅぅンッ♡」

			　グイグイと食い込い込んでくる水着が、もうすっかり愛液でヌメっている陰唇やクリトリスを刺激し、七穂に快感を入力する。そこへきて、自分が陰毛をはみ出させながら人々の視線を浴びていたことを知る時間差の羞恥。快感と官能が合わさって、七穂に軽い絶頂を味わわせた。

			「気づかなかった？　ここに来るまで、かなりの数の男が、七穂ちゃんのエロい水着姿とハミ毛を見て、前屈みになったりしてたよ？」

			「やああぁあぁ……っ♡　そんなっ、そんなのっ♡　知らないぃっ！」

			「おっと……！」

			　ぞくっぞくっ、と激しく沸き立つ羞恥恥辱の官能。七穂は火が出そうなほど赤面して、ビキニを引っ張り上げる伯父の手を払い除けて食い込みを直すと彼を押し退ける。そして、伯父が膨らませておいたのだろう大きな浮き輪を抱えて立ち上がると、海に向かって駆け出した。

			「七穂ちゃんどこ行くの!?」

			「海に来てるんだからっ、海に決まってるじゃないですかっ……！」

			　このまま伯父からの言葉による羞恥責めと、誰からかの視線を受けているのではないかという性感を刺激する緊張感。それらから逃げるように、七穂は海の中へと逃避した。

			「冷たっ……！」

			　海に入ってしまえば、破廉恥な水着姿でいることも気にならない。羞恥心を責める伯父の言葉も、それに乗じて肉体の性感を的確に刺激してくる手もない。熱く煮えたぎるような女体の火照りも、海水が冷ましてくれた。

			（……全部……全部、おじさんの言う通りだ……）

			　浮き輪に掴まってプカプカと浮きながら、水平線や空に視線を泳がせる。

			　母の形見だというブルマーを身につけてする、母の面影を背負ったセックスの興奮も。鎮守の森の木々に紛れ、人の声や足音も聞こえてくる中でした放尿も。立ったままするセックスも。先ほど伯父が言った通りに、興奮を覚えてしまっていた。

			　思い返せば、伯父に迫られる嫌悪感が興奮を生み、伯父に弄ばれる背徳感と屈辱感が快感と官能を自分に味わわせ続けたのではなかったか。それがあったから、自分は結局いつも伯父に押し切られて……いや、押し切らせることで、肉体関係を受け入れる口実にしていたのではないか。

			　無意識にそうしていたのかもしれない自分の痴しれじれしさに、七穂は嘆息して海水でバシャバシャと顔を洗う。

			「ふうぅ～……あっ、あれ？　なんだか陸から離れちゃってる……？」

			　海水の冷たさで思考と自意識がはっきりした七穂が浜辺に視線をやる。すると、しばらく浮き輪で浮いたまま考え事をしている間に流されたのか、海岸が遠ざかっていた。

			「戻らないと……」

			　少し焦り、七穂は水を掻いて陸に向かって泳ぐが、一向に砂浜は近くならなかった。むしろ余計に遠くなってすらいるように感じられ、水際で遊ぶ人々の姿が目を凝らさないと顔が見えない距離になっていく。

			（どんどん流されちゃってる……!?）

			　ますます大きくなる焦り。潮の流れに逆らって泳いでも、やはり一向に陸が近づくようには思えなかった。

			（もしかしてこれって、リガンリュウ？　とかいうやつ!?　ど、どうしよう、どうすればいいんだっけ……!?）

			　潮流に押されて海岸から離されていくのを感じ、七穂は覚さとる。いつかテレビで見聞きした覚えはあるが、焦りもあってか対処法が思い出せない。

			　焦りと、沖合で一人プカプカと浮いている心細さに叫びたくなりだした頃。

			（あ……誰か泳いでくる……ライフセーバー？　監視してる人が気づいてくれたのかな……）

			　波間を泳いでくる人影が見える。離岸流の流れに乗って泳いでくるそのスピードは、驚くほど速い。

			（……あれ？　あの毛深くて太い腕って……おじさん!?）

			　自分に向かって飛沫を蹴立てながら泳ぐその人影は、紛うことなく伯父であった。

			　ずんぐりとした固太りの体躯ながら、思いがけないほどフォームがよくスムーズな泳ぎ。あのだらしなくてスケベな伯父からは想像のできない達者な泳ぎで、自分に向かって一直線に突き進んでくる。

			　みるみる距離が縮まって、ついに伯父が七穂の掴まっている浮き輪にタッチした。

			「ぶはぁッ!!　ぜぇっ……！　ぜぇっ……！　な、七穂ちゃん……！　こんな沖まで、出ちゃダメだよ……！」

			　浮き輪に掴まり、ここまで泳いできた運動量を物語る激しい呼吸を繰り返す伯父。毛むくじゃらの太い腕が七穂の腰を抱き支える。

			「まったくもう……やりすぎたかなーと思って、ちょっと一人にしておこうと思ったら、こんな沖に流されてるんだから……」

			「あ、あの……ごめん、なさい……」

			　自分を助けにくる猛然とした泳ぎと、今自分を支えている太い腕。これまで嫌悪感ばかりで感じることはなかった、伯父の男らしさのようなものを肌に感じて、七穂は妙にしおらしくなっていた。

			「七穂ちゃんに何事もなかったならいいんだよ。まあ、とりあえず戻ろう。七穂ちゃん、浮き輪の中に入って？　おじさんが押して泳ぐから」

			「は、はい……」

			　七穂が大きな浮き輪の穴に体を通し、豊乳を浮き輪に乗せるようにして掴まる。すると伯父は浮き輪ごと七穂を押して、離岸流を斜めに横切るようにして泳ぎだす。

			　しばらくすると、肌に感じる海水の温度が変わった。そればかりか、海水の流れが伯父と七穂を押しているように感じられる。やがて、ずいぶん遠く感じられていた陸地が近づき、波打ち際で遊ぶ子供たちの声もはっきりと聞こえ始めた。

			「よし、もう大丈夫。このへんならまた沖に流されたりしないよ」

			「う、うん……ありがとう、おじさん……」

			「うんうん。感謝してねー。感謝ついでに……」

			　浮き輪に体を通した七穂をクルンと反転させ、伯父は姪と向き合う。

			「ひゃっ！　えっ？　あっ♡」

			　そして水面下、浮き輪の下の海中で七穂の脚を開かせ、その間に自分の腰を挟み込む伯父。グリグリと股間に押しつけられてくる男根は、水中でも滾たぎって充血した熱さが感じられた。

			「七穂ちゃんのスケベな水着姿を見て、しかも日焼け止めを塗りながら触りまくって、勃起しないはずないよね」

			　伯父は七穂の股間に手をやり、水着をずらして指をワレメに這わせる。水中でも愛液はねっとりと伯父の指に絡みつき、ヌルヌルと潤滑を与えた。

			「いやー、七穂ちゃんを助けないとと思って飛び出して、砂浜走って海に飛び込むまでの間に、勃起してるのだいぶ見られたなー。ハハハ」

			（助けようと思って、そんな、走ったりしたんだ、こんな重そうな体で……）

			　ドスドスと砂を蹴って走る伯父の姿を想像し、クスッと笑ってしまうと同時に、少し胸がくすぐられる。

			「おじさんも恥ずかしい思いしたから、七穂ちゃんとおあいこね」

			「私のほうがもっと恥ずかしい思いしましたよ。全然おあいこじゃないですから……あンッ♡」

			「ごめんごめん。お詫びにセックスしてあげるから許してよ～」

			　野太い指が膣内に滑り込み、羞恥の官能と日焼け止め愛撫の快感とで、すっかりトロトロに出来上がった牝穴をほぐす。

			「っていうか、七穂ちゃんのために走ったり泳いだりしたおじさんに、感謝の証しにセックスさせくれていいんじゃないかなぁ～？」

			「イヤっ、ですっ♡　勝手なことばっかりイッて……♡　私、そんなつもりないっ♡　ですっ、からっ♡」

			「そこをなんとか～。ほら、ちゃんとコンドーム、持ってきてるから♡」

			　いつものように、七穂がどんな言葉で拒否拒絶しようとも食い下がり、押し切ってくる伯父。こんな海の中でも律儀にコンドームを持ってきて、肉体関係を強請ねだる。

			（いっつも、こうなんだもんね……）

			　こうしていつも押し切られる。七穂の望むと望まざるとに限らず。望まなかったのか、望んだのかにも限らず。

			「いいよねっ？　いいよね七穂ちゃん？」

			　伯父は水中で器用にコンドームを着けると、肉棒の先端を七穂の牝穴にあてがう。

			「ダメですっ、たらぁっ、ンンンッ♡」

			　もちろん、伯父は七穂の拒否の言葉を受け流し、そのまま膣内にペニスを滑り込ませた。

			「おっ？　おぉっ？　七穂ちゃん、おま○この感じがこれまでと違うなぁ？　なんだか、いつもよりよく膣肉がぐにゅぐにゅ動いて、ちんぽを引っ張り込むみたいな」

			「知りませんっ♡　こんなとこでっ、こんなことするなんてっ、信じられないっ♡　最低っ♡」

			　海水で冷やされる体の中で、伯父との結合部だけは男根によって熱せられていた。

			　水面下では伯父に腰を抱かれ、結合した七穂。水上では伯父と対面した状態で、努めてなにくわぬ顔をする。水面を境にした二面性は、七穂の心理を表しているかのようだった。

			「それがイイんだよ。波打ち際から離れた沖合で、浮き輪に掴まった男と女なんて、勘のいい奴ならナニしてるか気づくからね。誰かが見てるかもしれないよ」

			「やっ、あァんっ♡　こんなのっ、おかしっ、イッ♡」

			　伯父にそう吹き込まれるや、七穂の中を駆け巡るスリリングな官能。伯父に抱えられた腰から伸びる脚が、彼の腰に巻きつく。

			「むふふ……♡　腰動かすよ？」

			　水中で踏ん張りはまったく利かず、力が加えづらい中で、伯父はバタフライ泳法よろしく腰を使い始める。海水がばしゃばしゃと音を立て、それに合わせて七穂の膣内が心地よく擦り立てられた。

			　海という環境。その中でするセックスはあまりにも開放的で、しかも誰の目が自分を捉えているかもわからない。そんな倒錯的な官能は、ベッドの上でのセックスと比べて決して快感で劣るものではなかった。

			「あっ♡　あっ♡　やンッ♡　激しくないのにっ、すごくっ、すごくぅっ♡」

			「んー？　すごくなに？　なんなの七穂ちゃん、おじさんに聞かせてごらん？」

			「なんでもっ、なイッ♡　いいからっ、もう、やめてくださいっ♡　誰かに見つかっちゃうっ♡」

			「いや、もう見つかってると思うよー。ほら、あそこ、見てみて。チラッとね」

			　と、伯父が示したほうに横目で視線を向けると、見えたのはライフセーバーの監視台。そこに腰掛けた監視員が、双眼鏡をこちらに向けていた。

			「やあぁああぁンッ♡　見られっ♡　見られちゃっ♡　っああぁンッ♡」

			「おっおおっ♡　締まりスゲっ♡　ぎゅうぎゅうキツいっ♡　気持ちイイっ♡」

			　一人に見られていると認識すると、海水浴場にある全ての目が自分に向いているような感覚に襲われる。無数の目に犯される錯覚に、七穂は浮き輪の穴から水面上に出した上半身を仰け反らせ、ポニーテールを大きく揺らして悶えた。

			「あー、そんなに動いたら……ほら、おっぱいがビキニからこぼれちゃったよ♡」

			　大きく仰け反った拍子に、小さなビキニブラから、ぶるんっ、と大きく乳肉が弾んでこぼれ出た。

			「あっ♡　あっ♡　やだっ♡　見られちゃうっ♡　全部っ、見られちゃうぅっ♡」

			　視線という官能の刺激に昂り、伯父の腰を挟んだ両脚をきつく締めつける七穂。その締めつけの強さの分だけ、ペニスを咥え込んだ牝穴の膣圧も高まり、粘膜の摩擦を強めた。

			「七穂ちゃんっ、今日はなんだかすごいなっ。一段と気持ち良くてっ、おじさんすぐイッちゃいそうだよっ！」

			　姪に腰をホールドされてピストンもままならない伯父は、その腰を抱いて腰をグラインドさせることで摩擦を生み、自身と七穂の快感を高めていく。

			　グラインドで膣内を擦る男根に、文字通り掻き回される七穂。十分なピストンを繰り出せない肉体的快感の不足を、露出セックスの精神的官能は補って余りあった。

			　海に浸り続けて体が冷えきってもおかしくない。だが、ペニスの熱が全身に伝導したように火照る女体は、逆に海水を沸かしそうなほどに熱くなっていた。

			「わたっ、わたしもっ♡　イッ♡　イッちゃうっ♡　たくさん見られてっ、イッちゃうイッちゃうイッちゃうっ♡」

			　海水浴場のどこかから七穂に向けられている、いくつかの目。それが見つめる中、一〇代の少女は伯父とのセックスで絶頂する様を披露する。

			　ビクンビクンと若い肢体がアクメに震え、白い喉を太陽に向けて反らせた。海水と汗とが混ざったひときわ塩辛い液体が飛び散り、夏の日差しにキラキラと乱反射する。
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			　その瞬間、七穂の女性器は本能的な牡を求める動きを見せ、波打つ蠕動ぜんどうで伯父の男性器を痛烈に悦ばせた。

			「むっおぉッ!?　七穂ちゃん出るッ、出るッ！　っぐおおおぉぉっ……！」

			　──ずびゅるるるるるるるるるるッ！　ビチビチビチビチンッ！　ビルルルッ！

			　蠢く姪の膣圧に搾り出され、伯父は彼が思っていたよりも早い段階で射精に達する。

			「ああぁあぁぁ～～～ッ♡　出てっ、出てるっ♡　奥に、感じるっ♡　あっやっまたっ、またイクッ♡　イッてるのにっ、イクッ♡　ンんぅうぅぅ～～～ッ♡」

			　力強く吐き出される精液がコンドームの先端を躍らせ、七穂に射精されている実感をもたらす。その刺激にまた七穂は追い打ちのアクメに達し、仰け反ったあまりに天地が逆さになった砂浜を目にした。

			「゛おっ゛お゛おぉ～～～……搾り出されてるなぁ、これぇ♡」

			　七穂と密着したまま、姪の膣の蠢きに任せて射精する伯父。七穂の膣は窄まる膣肉の圧力と、ウネウネと軟体生物のような蠢きによって、彼から精液を文字通り搾り出していた。

			「……さすがに、のんびりしてるといろいろまずいかなー」

			　仰け反ったままピクピクとアクメの余韻に震える七穂の、ビキニからこぼれ落ちた豊乳。伯父は射精を続けながらも、姪の乳肉をブラの内側に戻してやる。

			　誰が見ているともしれない、誰も見ていないかもしれない。伯父はいるかいないかもわからない相手に向かって、〝シッシッ〟と追い払うように手を振った。

			「七穂ちゃん、そろそろ浜に上がろうか。少し休んだら、お昼食べに行こうね」

			「んぅっ……♡　うっ♡　くふぅん……♡　は、いぃ……♡」

			　まだ余韻でふにゃふにゃになったままの七穂。しかし膣だけは貪欲に、牡を離すまいとしてギチギチと伯父の生殖器を食い締めていた。

			　伯父はそんな彼女の穴から肉棒をゆっくり引き抜くと、コンドームを雑に引っ張って外す。そのままコンドームを海に捨て、浮き輪ともども姪を押して泳ぎ、砂浜へと向かっていく。

			　伯父と七穂がどこかの誰かに交歓を見せつけていた波間に、使い捨てられたコンドームがザーメンをあふれさせながら漂っていた。

		

	

			第五章　姪が牝になる一夜

			


			「もしもし？　お父さん？　うん、今旅館に向かってるところ。うん！　海も砂浜もすっごく綺麗だった！」

			　海から引き上げた七穂は、レンタカーの助手席に座っていた。運転席でハンドルを握るのは、夏の日差しに対抗して似合わないサングラスをかけた伯父。

			　この後、仕事で遅れてくる父と旅館で落ち合い、チェックインする。旅館へ向かう道中、父からかかってきた電話を受け、通話する七穂の声は至極楽しげだった。

			「そう、なんだ……うん……仕方ないよね……わかった……それじゃ……」

			　だがその声は何分とせず急激にトーンダウンし、沈み込んだ声のまま通話が終わる。

			「…………健二、なんだって？」

			　姪が通話を終えた後、黙って運転していた伯父はやや間を置いて声をかけた。

			「仕事でトラブルがあって、明日急に日帰り出張することになったって……」

			　スマートフォンの消灯したディスプレイを、ジッと見つめたまま。七穂の声は、時に勝ち気ですらある彼女らしからぬ、暗く小さなものだった。

			「合流できないから……私と、おじさんだけで……泊まってきなさいって……」

			　完全に父から隔絶され、伯父と二人きりになってしまう。それが意味することを考え、スマートフォンを握る七穂の手に力が入る。

			「そっかー……健二のやつ、要領が悪いからなー。忙しいときでも、誰かに任せるとかできないんだよ。任せられるものは任せて、休むときは休まないとさ……」

			　そこまで言って、伯父はドリンクホルダーの缶コーヒーを手に取り、一口飲んで溜め息を小さくつく。

			「仕事なんかのために、家族との時間を犠牲にしちゃだめだよ。ね。七穂ちゃん」

			　視線はフロントガラスの向こうに向けたまま、助手席の七穂に声をかける伯父。しかし、当の七穂はその声も届いていないように、思い詰めた表情を強張らせていた。

			（ああもう最悪……）

			　これから旅館にチェックインして、明日の朝チェックアウトするまでの間、伯父と密室で二人きり。

			　父という伯父への抑止力の存在を頼りにしていたからこその、伯父同行での旅行。それが気づけば、野放しの伯父と自分という構図になってしまった。この上、旅館で一泊などともなれば、どんなことになるか想像に難くない。

			　今度という今度こそ、警察に助けを求めるべきだろうか。と、手にしたスマートフォンを見つめながら思案する。

			（…………やっぱりだめ……！）

			　伯父の手からは逃れられるのだろうが、同時に自分が伯父にされてきたことが明らかになってしまう。そうなれば、父に知られてしまうのも避けようがない。

			　最初に伯父から迫られたときに、はっきりと父に言っていれば。伯父に処女を奪われたあの日、父に助けを求めるなり、警察に通報するなりしていれば。

			　これまでにも考えたことのある後悔がまた頭をよぎる。だが今さら考えても仕方がないのだと、七穂は目を伏せて頭を振った。

			　伯父が居候し始めてからこれまで、幾度となく関係を持ってしまっている。今となっては、何度も押し切られて繰り返してきた肉体関係の数だけ、言い訳ができなくなっていることは七穂自身が一番よくわかっていた。

			（……別に今日一晩くらい……夜中に部屋に忍び込まれたんだと思えば……）

			　そこまで思考したところで、ハッとする。

			　伯父の夜這い紛いの行為を、半ば容認してしまっている自分。言い訳ができないことを口実に、この状況まで受け入れつつある自分に気づき、七穂は赤面して唇を噛む。

			「七穂ちゃん、コンビニ寄る？　寄ったほうがいいよね。旅館までもう少しだけど、寄るならここが最後のコンビニだから」

			「あ……はい」

			　伯父の言葉が耳に入って顔を上げると、コンビニの看板が道路の先に見えていた。

			（そういえば、化粧水忘れてきたから買いたかったんだ……）

			　ちょうどよかったと思いつつも、伯父と二人きりで一晩を過ごす旅館が近づいていることを実感して胸がざわつく。

			「おじさん待ってるから、買っておいで。はい、お金」

			「自分のお金で買ってきますからいいですよ……化粧水が欲しいだけだし」

			「じゃあお小遣いってことで取っておいてよ。まぁ、健二の金なんだけど。で、ついでに買ってきてほしいものがあるんだよね」

			　コンビニの駐車場で車を停めた伯父が、財布から取り出して差し出す五千円札。ついでと言いながら、伯父が何か企んでいることを直感し、七穂は警戒を露わにする。

			「コンドーム。海で使ったあの一個しか手持ちがなかったんだよ。だから買ってきて、七穂ちゃん♡」

			「なっ……!?　自分で買えばいいじゃないですかッ！」

			「おじさん、何十年かぶりに全力出して泳いだから疲れちゃってさー。車から降りたくないんだよね～」

			「う……」

			　離岸流で沖に流された自分を助けるために、かなりの勢いで泳いでいた伯父を思い出すと、思わずそれ以上反撃の言葉が出てこなかった。

			　チラとコンビニの店内を見る。客はおらず、アルバイトらしき七穂と同年代ほどの男性店員がいるだけだ。

			「や、やっぱりイヤです！　おじさんが買ってください！」

			「あ。コンドーム買うこと自体は同意してくれるんだ」

			「ッ!?　……～～～ッ！」

			　伯父の言葉に、また自分が伯父との肉体関係を無意識に受け入れてしまっていることを気づかされ、七穂は目を見開いて言葉を飲む。

			「ははは、ごめんごめん、意地悪言っちゃったかな。いやぁ……でもホント、コンドーム買っていかないと……」

			　伯父は一度言葉を区切ると、ニンマリとあからさまに下卑た笑いを口元に浮かべる。

			「コンドーム無いからって言っても、おじさん、我慢できないと思うよ～……？」

			　彼の言葉に含まれる、肉体関係を回避させないという勧告。脅しと言ってもいいその言葉に、姪はギュッと両膝を強くすり合わせた。

			（……っ！　なんでっ……!?）

			　レンタカーのシートに深く腰掛けた下半身の奥で、ジワッとあふれ出す感覚。あくまでも感覚であって、実際に愛液が分泌されたわけではなかったが、それは間違いなく下腹部に切ないものを生み出していた。

			「わ、わかりました……でも私が買ってくる代わりに、それ貸してください……」

			「ん？　サングラス？　ハハハ……いいよ。はい」

			　伯父が強い日差しの中を運転するためかけていた、濃い色のサングラスを受け取る。

			　まだ日のあるうちに、一〇代の女子がコンドームを買うという羞恥。目元だけでもサングラスで隠せばマシだろうという、七穂なりのせめてもの対策だった。

			　七穂はサングラスをかけると、深呼吸をして車をのドアを開ける。車を降りる七穂の体の動きに合わせ、白いＴシャツの胸元が大きく揺れた。ノーブラだった。

			　水着から着替えるときに、下着を着けないようにと伯父に言われたからだ。脅されたわけでもなく、言われた通りにしなかったとしてもなんの害もなかったはずだが、七穂は言われた通りにしていた。彼女としては、宿に行ったらすぐお風呂に入りたいから今は着けなくてもいい、という理由をつけてはいたが。

			（サッと買ってバッと出てくればいいんだから……！）

			　化粧水とコンドームだけ。手早くその二つだけ買って店を出れば、恥ずかしい思いをする時間も短くて済む。七穂は小走りほどの足取りで店内に入り、真っ直ぐ女性用品の棚から化粧水を取る。次に絆創膏といった医療品の棚に移り、そこで困惑した。

			（こ、コンドームってけっこう種類あるんだ……どれがいいのこれ……!?）

			　棚に並ぶ五種類のコンドーム。パッケージデザインと箱の大きさの違いこそ見てわかるが、七穂にはそれぞれの善し悪しも違いもわからない。とにかくすぐに買って出なくてはと手を伸ばす。

			（お、大きい箱のほうがたくさん入ってるんだよね……？　そ、そんな、たくさんするとか思われたら……恥ずかしいッ……！）

			　数秒の間にグルグルと脳内を高速で巡る思案。そして七穂は、棚に並ぶものの中から、小振りな箱のコンドームを取った。

			（これから……このあと……エッチするために使うコンドームなんだ、コレ……）

			　そう考えると、手にしている物のイヤらしさが増して感じられ、七穂は耳を赤くする。そして、そんなことを考えて立ち尽くしている場合ではないと我に返り、足早にレジへ向かった。

			「いらっしゃいませー」

			　抑揚のない声で挨拶する若い男性店員。七穂とほとんど同じ年代だろうアルバイトらしき店員は、七穂が勢いよくカウンターに置いた化粧水とコンドームのバーコードを淡々と読み取る。

			「一八一二円になりまーす」

			　店員はコンドームを紙袋に入れた上で、化粧水と一緒にビニール袋に入れてカウンターの上に差し出す。

			　その瞬間、店員が自分の顔を一瞥した。サングラス越しで、視線が合ったことを向こうは気づいていなかったかもしれない。しかし、店員の視線は七穂がノーブラだと気づいたようで、少し目を見開き、饒舌に語っていた。

			『自分と同じ歳くらいの子なのにエッロ……これからセックスするために、コンドームを……まだ日も落ちてないのに……』

			　驚きと好奇、そして欲情。そんな目に晒されて、七穂は腰の辺りがむず痒くなるような劣情の沸き立ちを覚える。

			「電子マネーで払います！　レシート要りませんっ……！」

			　手早くスマートフォンを読み取り機にかざして支払いを済ませると、七穂はビニール袋をひったくるように取ってコンビニを飛び出す。そして、ノーブラの胸を揺らして一目散といったような足取りで車に戻り、飛び乗った。

			「おかえり～。ちゃんと買えた？」

			「買いましたっ！　買いましたから早く車を出してくださいっ！」

			「はいはい了解。出発進行」

			　七穂に急かされながら、伯父はゆっくりと車を発進させる。

			　その動き出す車を、コンビニの中から店員がジッと目で追っていた。

			


			　七穂と伯父、そして父も宿泊するはずだった旅館の所在は、海から離れて少し山に分け入ったところ。隠し湯といったような風情の、温泉地の片隅にある一軒宿だった。

			　木造でこそないが、好況の時代に建てられたのであろう。古びているが、それなりの費用をかけたものと思われ、純和風の宿は落ち着いた品のいい佇まいを見せていた。

			「いらっしゃいませ、お待ちしておりました。お一人様はキャンセルと言うことで、お電話いただいております」

			　宿の中はいささか薄暗い。帳場ですら節電のためであろうか、本来蛍光灯が二本点灯するはずの照明から、それが一本外されている。

			「当日ドタキャンみたいになって、すみませんね～」

			「いえいえ……お越しいただけず残念でした。さ、どうぞ。お部屋にご案内します」

			　老境の仲居に案内された部屋は、宿の一階奥。宿の静謐せいひつな佇まいと、奥まったところということもあってより静まりかえっているといった印象だった。

			　ホテル然とした防音性の高そうな鉄製のドアを開けると、そこには純和風旅館らしい上がり框がまちと襖。襖を開けて中に入れば、宿の趣おもむきに合った落ち着いた広い和室。宿の中は全体に薄暗かったものの、室内の照明はしっかりしている。清掃も行き届いているのが感じられ、床の間には花まで生けられていて上品さが漂う。

			「お食事は六時から。広間のほうに御用意いたしますので、時間になりましたらお越しください」

			「はーい、わかりました。ところで仲居さん、今日は泊まってる人は多いのかな？」

			　部屋に上がって荷物を置くと、伯父は一つ伸びをして仲居に問い掛ける。

			　七穂も気になったことだが、宿の中はあまりに静かで、ひと気けが感じられなかった。

			「今日はお客様方と、他に二名様だけですね」

			（えっ……それだけ……？）

			　それなりに広い宿の中であるから、たった四人の客しかいないとなるとひと気を感じられないのも当然だった。

			「そっかー。ありがとう。晩飯までのんびりしてようか七穂ちゃん」

			「え、あっ、はい……」

			「それでは失礼します。なにかありましたら内線でフロントに御連絡ください」

			　仲居が立ち去ると、部屋には伯父と七穂が残される。耳が痛いほどの静寂が感じられ、それだけでもいたたまれなくなりそうだった。

			「晩飯まで二時間以上あるかぁ……あ、そうだ。七穂ちゃん、コンビニで買ってきたもの見せて？」

			「……はい」

			　伯父が差し出してくる手のひらの上に、コンビニで店員が紙袋に入れてくれたコンドームを、紙袋ごと渡す。

			「どれどれ……七穂ちゃんちゃんとおつかいできたかなー？　……ん？」

			　伯父は紙袋の中を一度覗き込むと首を傾げ、その中身を取り出した。

			「七穂ちゃんコレ……」

			「えっ……？　コンドーム……ですよね……？」

			　一瞬、自分が間違ってなにか別の物を買ってきたのだろうかと、伯父が手にした箱に目を凝らす。しかしそれは間違いなくコンドームだった。

			「うん、コンドームだけど……これだけ？」

			「これだけって……？」

			「いや……これ三個入りだよ？　ほら、今日は夜、長いからねぇ……？　ちょぉっと足りないんじゃないかなぁ……？」

			「……ッ!?」

			　コンビニでコンドームを買うときに頭をよぎった、個数の多さに起因する恥ずかしさ。たしかに、少ないだろうとは思って手に取ったが、個数までは見ていなかった。

			　この伯父の精力は七穂が一番、身を以て知っている。三つくらいであれば、難なく使い切るであろうと想像がつく。

			　一回で満足して終わることも多々あるが、今日は父の邪魔が入ることもない。一晩中ともなれば、三つではまったく足りない可能性が高い。

			「七穂ちゃんが積極的に頑張って、三回でおじさんを満足させてくれれば、足りるかもしれないけどね？」

			「わ、私が、満足させる……」

			　その何気ない言葉は、思い掛けず七穂に官能を感じさせた。

			　自分から積極的に、相手に快感を与えて満足させる。今までに考えたことのない性の思考。未知の性感を意識すると、女体が内側から沸々と興奮を沸き立たせ始める。

			「さて……飯までとりあえずイッパツかな」

			「えっ、ちょっ、おじさ……ンんッ！」

			　伯父はズイと七穂に歩み寄ると、姪の腰を抱き寄せるようにしながら、唇を重ねた。　唇を割った舌が口腔内にねじ込まれ、口腔の奥に引っ込むように縮こまる七穂の舌に、伯父の舌が執拗にまとわりつく。舌が舌をヌメヌメと舐め回し、ほんのりと伯父が車内で飲んでいた缶コーヒーの味が、唾液に混じって七穂の味覚に伝わってきた。

			「今日は誰の邪魔も入らないし、ここ、防音もしっかりしてるから。思いっきりよがり声を上げても大丈夫だからね♡」

			　熊のように毛深く厚みのある手が、姪のホットパンツに包まれた尻肉を掴み、もう一方の手は背中を広く撫で回す。

			「よ、よがり声なんて上げませんからっ……！」

			「ムリしちゃって～。声上げてよがると気持ちイイの、知ってるくせに」

			「知りませんっ！」

			　嘲弄する口振りにムッとしながらも、七穂の体は伯父の愛撫から逃げていなかった。

			　七穂の背中と尻から、スルスルと体を撫で上げつつ、伯父の両手がノーブラの胸までやってくる。

			「あれー？　もう乳首勃ってるねぇ♡　七穂ちゃんのエッチなスイッチ、オンッ♡」

			「やっ♡　ひゃぅっ♡　ンンン────ッ♡」

			　Ｔシャツを内側から突き上げている乳首に、カリカリと生地越しに爪で掻くように刺激を加えられ、七穂はビクンと大きく女体を反応させた。

			　ニプルはすでに全力でビンビンと勃起しきり、刺激への感度も最大限に研ぎ澄まされている。カリカリと掻くのに続き、硬く強張った乳首をピシピシと弾かれて、七穂の肢体が甘美にくねった。

			「おじさんも、もうビンビンだからお揃いだね♡」

			　と、姪に見せつけるようにして突き出してみせる下半身。ゆったりしたイージースラックスの股間は盛り上がり、その内にあるペニスの勃起ぶりを如実に物語っていた。

			「七穂ちゃんの唾は、精力剤みたいにおじさんを元気にしてくれるよ。キスして味わったら、ほら、この通り」

			　伯父はファスナーを開け、ズボンの中から勃起したものを引っ張り出す。

			　以前であれば目を背けていたはずのモノに、七穂の視線は自然と向いていた。青筋がボコッと浮き出た男根は、ピク、ピク、と血流を感じさせる脈動を繰り返す。充血した亀頭は赤黒く張り詰め、テカテカとした光沢を見せた。

			（海で一回シたのに……）

			　ゴクリと喉が鳴る。これまでの経験上、伯父は二回や三回程度なら平然と勃起を維持して、立て続けにセックスをする精力がある。それを考えれば、海での行為からもう数時間を経ている今など、もう回復しきっていて当然かもしれない。

			「遠慮しないで、ほら」

			「えっ……！　あ……熱っ……」

			　伯父に手を取られ、屹立した男根を握らされる。手のひらを焼くような熱さを持った肉棒は、本当に人体の一部なのかと疑いたくなるほど、硬く強張っていた。

			（こ、これがいつも、私の中に入ってるんだ……私の中に入って……入って……）

			　改めて戦慄する。こんなグロテスクなものを入れられて、自分の中にある快感を掘り起こされているのかと思うと。

			「七穂ちゃんのほうはどうなってるかな？」

			「やっ、ちょっ、ぅンッ♡　やめっ……♡　ンッ♡」

			　七穂が穿くデニムのショートパンツの中に、伯父の手が滑り込む。下着を着けるなと言われた通りにノーパンになっていたそこは、すぐにワレメへと指が届く。

			「濡れてるねぇ♡　海の余韻が残ってるのかな？　それとも、ここに来るまでの間にいろいろ想像しちゃった？　今、乳首ちょっと弄られただけでこうなっちゃった？」

			　伯父の問いには答えない。どれだと言っても、伯父から次の羞恥を煽る言葉が投げかけられるのは目に見えている。まして、そのどれもが当てはまるとなったら、なにを言われるかわかったものではない。

			「……もう一回キスしようか、七穂ちゃん♡」

			「えっ、や、やだっ！　キスはっ……ンぅっ！」

			　伯父のペニスを握り締めたまま、外性器を弄られ、キスをする。

			　伯父と肉体関係を持つ以前には、もっとロマンチックで甘いものと思っていたキス。それを、酷く猥雑な行為をしながらしている。幻想とともに自分も穢されている気分になったが、同時に湧く興奮がその気分を別の味わいへと塗り替えていく。

			「んぅぷっ……！　ま、待って、海の家でサッとシャワー浴びただけだから、お風呂入りたい……っ！」

			「んー。そっかぁ。じゃあ七穂ちゃん、お口でしてくれる？　おじさん、風呂に行くにもこんな勃起したままじゃ行けないからさ。一発ヌいてよ」

			「くっ、口でっ!?」

			「ほらー、一回してもらったでしょ、授業参観のときに」

			　以前、父が授業参観に出られないと知った伯父が、勝手に参観に来たことがあった。その際に伯父を帰らせるため、フェラチオを強いられたことがあった。

			「今日はコンドームも心許こころもとないし、口で一回でもヌいておけば、ナマでしなくて済むかもだよ？　七穂ちゃんにとってもそのほうがいいでしょ？」

			（ま、またおちんちんを……口で……）

			　あの日、嘔吐感を覚えながらした行為を改めてする。初めて口にしたときのペニスの感触、ニオイ、味が思い出されたが、不思議と不快感は再来しなかった。

			「……わかりました。口ですればいいんですね……」

			「うん。頑張ってたくさん気持ち良くしてくれたら、コンドーム足りるかも～♡」

			　伯父の軽い口振りにイラッとしながら、七穂は畳の上に膝をつく。すると伯父は、スラックスとパンツを脱ぎ、姪の前に仁王立ちになった。

			　七穂の鼻先で、グンとふんぞり返った男根。これを口に咥えるのかと思うと、嫌悪感が少しばかり湧き上がる。

			（……ナマでしないで済むように、口でするんだから。そのためだから……）

			　自分に言い聞かせながら一つ深呼吸。そして、意を決したようにペニスに手を添え、その先端を自らのぽってりとした艶めかしい唇へと向けさせる。

			（前みたいに臭くない……？　あ……潮の香り……海に入ったからだ……）

			　海水に曝され、海の家のシャワーにも洗われたおかげだろうか。伯父の肉棒は以前嗅いだときのような悪臭はなく、微かに潮の香りだけが感じられる。

			　そのおかげで以前ほどの不快感を抱くことなく、七穂は少しだけ気を楽にしてフェラチオに臨むことができた。

			「う……ンッ……んむぅっ……」

			　肉棒の先端に厚めの艶唇をゆっくり被せていき、亀頭を口の中に収める。そして、手のひらで感じた以上に熱く感じる亀頭に、探るように舌を這わせ始めた。

			「おっ……キモチイイよ～♡　二回目だから、ちょっと上手くなってるみたいだね」

			　伯父に頭を撫でられ、こうして亀頭に舌を這わせるのは正解なのだと安心する。同時に、この伯父からとはいえ、褒められることが七穂の自尊心を心地よくくすぐった。

			（おじさんが、っていうのがちょっとムカつくけど……人に気持ち良くなってもらうのって、気分いいかも……）

			　自尊心に加え、人に快感を与える歓びが七穂の胸に湧く。自分が性感を味わうだけではない、違ったベクトルの性の快感があるという発見であった。

			「っふ、むっうぅっ、っふうぅ……」

			　鼻で息を吐きながら、七穂は自然に伯父の性器に舌を絡みつかせる。軽い吸引を加えて、唇を窄めてぴっちりとペニス表面に密着させながら。そうしろと言われたわけでもなく、極々自然に。

			「うほおぉ～～～……七穂ちゃん、二回目でもうフェラのツボを押さえてるね。ちんぽしゃぶる才能あるよ～♡」

			　心地よさそうに顔を緩ませる伯父に頭を撫でられながら、姪はそれまでより深く男根を咥え込む。鼻先に伯父の陰毛がわさわさと触れ、七穂はその不快さに眉間に皺を寄せながらも、ペニスに刺激を与える動きを止めない。

			「ぢゅるっ……ぢゅるるる……ぢゅぱっ、ぢゅっぅぱっ、づるるるるぅっ……！」

			　負圧をかけながら、ふくよかな唇で肉茎をしごくようにして頭を前後させた。フェラチオのやりようなど知らない七穂だったが、本能がそうさせるのか、的確なテクニックで伯父から快感を引き出す。

			「吸いつきもいいねぇ～♡　じゃあ次は、舌をもっと上手く使ってみようかー」

			　ゆったりとした動きでフェラチオをする姪の頭を撫でつつ、腰を引いてペニスを彼女の口から抜き取った。

			　口を塞いでいたものが取り去られ、七穂は一つ息を吐く。その彼女の眼前に、改めて反り返った肉棒が突きつけられる。

			「口に咥えないで、舌でベロベロ舐めてごらん。亀頭の付け根の溝とか、先っちょは念入りにね♡」

			「ちょ、調子に乗らないでください……！　おじさんにナマでされないために口でしてるだけなんですから！」

			「はいはい、わかってるよ～。だからおじさんも協力してあげてるんじゃない」

			　唾液に濡れた肉棒を腰の動きで振り、ビタンビタンと彼女の頬に打ちつける伯父。顔をしかめながら見上げて睨みつけてくる姪に、伯父はニヤニヤと口元を緩めて返す。

			「おじさんが気持ち良くなって満足すれば、七穂ちゃんが苦労する時間も少なくて済むんだしさ。ほら、早く」

			「うぅぅ、くうぅぅ……ッ！」

			　悔しそうに唇を震わせながら、七穂は打ちつけられてくるペニスに向かって舌を突き出して伸ばす。

			　咥えてしゃぶるフェラチオとは違った屈辱感を覚えるフェラチオ。七穂は伯父を上目遣いで睨みながら、舌をペニスに擦りつける。

			「その目付きもイイねぇ。おじさんゾクゾクしちゃうよ」

			「んぁっ……んれろぉっ……変態ッ……！　れろっれろっれろれろれろ……っ！」

			　伯父の言葉や態度に反発する態度を見せながらも、彼に言われた通りに舌は動く。肉棒を舐めるのに舌を伸ばすだけでは足りず、頭も動かす。するとポニーテールを形作る黒髪がサラサラと流れて揺れた。

			　ペニスの根本から裏側の尿道の膨らみに沿って舌先を動かし、辿り着いた亀頭の大きく開いた笠の裏を丹念に舌でなぞる。頭の動きも加えた広い範囲を、柔軟に動く舌で男根を舐め上げるうちに、七穂の頬に上気の色が浮かび始めていた。


[image: ]


			（う……ヌルッとしたのが出てきた……）

			　そうして刺激を加えるうちに、鈴口からあふれてダラダラと垂れてくる先走りの汁。それがカリ溝を舐める舌に触れ、軽い苦味が走る。七穂の舌はその苦味を嫌うでもなく、逆にそれが漏れ出してくる鈴口へと向かい、くすぐるように舌を蠢かせた。

			「おおぉっ！　それそれ！　それイイッ、たまんないよ～！　うっほっ♡」

			　喉を反らせるほど歓喜を訴える伯父。彼の快感を表すように、七穂の舐める鈴口からはより濃く、より多く先走りがあふれ出していた。

			（ここ、気持ちいいんだ……やらされてるのに、私が主導権握ってるみたい……♡）

			　伯父の反応を見つめる七穂の腰がゾワゾワと疼き、一度だけクネッと動く。そして、さらに熱心に鈴口へ舌先を押しつけ、くすぐるというよりもほじくるといったような動きで伯父を責める。

			　鈴口にとどまらす再びカリ首も舐め回し、舌を肉棒の付け根まで下らせ、また舐め上げて鈴口まで戻る。

			　夢中でペニスを舐め回すたび、直穿きしているデニムのショートパンツに愛液が染みを広げていたが、当の七穂自身は気づいていなかった。

			「す、すごいな七穂ちゃん、ちょっとやり方を教えただけで完璧にできちゃうんだから……！　ほんとこれは才能だなぁ……っ」

			「へ、へんらこと、言わらいでくらさい……っ」

			　感極まって褒めちぎる伯父の言葉に照れたように目を細めながら、七穂はなおも舌を止めず、むしろより熱が入った舌の動きを見せる。

			「いやぁ、正直な感想だよ。ほんとに上手くて……ごめん七穂ちゃん、おじさんもう出そうかも……また咥えてくれるかな？」

			「ん……はンむぅっ……」

			　伯父の言葉はすんなりと耳から脳に伝わり、言われるがままにペニスを咥えていた。

			（っ……やだ私……自然に咥えちゃってた……）

			　言われるがままに咥えてしまったことに気づいてから、七穂は自分がフェラチオに耽り始めていたことを自覚する。

			　伯父に生挿入でのセックスをさせないためという口実も忘れて、口淫に夢中になっていた自分を恥じ入りながら、やはりまた口に咥えたペニスを無意識にしゃぶり始めていた。

			「ふぅっ……！　ふぅっ……！　七穂ちゃんイイよ～、おじさんたまらないよぉ♡」

			「んっ……むぶっ!?　っぶふぅうぅぅぅッ!?　んぐぐぅうぅッ!!」

			　伯父の手がまた頭を撫でたかと思うと、次の瞬間七穂の頭は両手でガッチリと押さえ込まれた。そして、押さえ込んだ姪の頭に向かって伯父の腰が前後動を始め、ペニスが口をズボズボと出入りする。

			「っごッ！　っぐぇッ!!　っゲッ！　ぐぶっふっ！　ンぐぶッ!!」

			　まるで顔を、口を、喉までも犯されるようなピストンが襲う。亀頭の先が喉の入り口に当たり、七穂は繰り返しくぐもった声を上げた。

			「あ～、出そう、もう出る、あぁ～～～ッ、七穂ちゃん出るよぉっ！」

			（出すッ!?　このまま口に、口の中に精液出されるのッ……!?）

			　加速度的に小刻みになる伯父の腰使いは、射精間近であることを七穂に直感させる。どんどん味が濃くなっていく先走りを舌に感じながら、伯父がこのまま口内へと射精するつもりであることを覚った。

			「おっおぉおおぉぉぉッ!!　出ッるぅッ!!」

			「ンぐぅぇッ!?」

			　伯父の手が、姪の頭を自らの股間に引き寄せる。ペニスを喉に刺さるように深く咥え込まされ、七穂は眉間に深いシワを刻み、思わず涙があふれて流れ落ちた。

			　そして咽頭に触れた亀頭がブクッと膨らんだかと思うと、次の瞬間、鈴口を割るようにして勢い激しく精液が噴き出る。

			　──どッびゅるるどびゅびゅびゅりゅりゅりゅッ!!　どっぶびゅるるるるるッ!!

			　人体からこれほどの勢いで液体が噴き出るものなのかと七穂が驚くほど、力強く精液が噴出し、姪の喉を打った。

			「ぐっふぅうぅぅぅぅ……！　飲んで七穂ちゃん！　おじさんの精液飲んでっ！」

			「゛おっ゛う゛ぇ゛ぇッ……!?」

			　二度、三度、四度としゃくり上げて吐き出されてくる精液。喉を落ちず口内に溜まっていく濃厚な粘液が頬を膨らませた。

			（飲む!?　精液を!?　そんな、そんなことできるわけ……）

			　信じ難い伯父の言葉に耳を疑いながらも、口内に満ちるスペルマの味は七穂を惑わせる。

			　精液は命を紡ぐ生命の神秘を行う大事なもの。子々孫々へ遺伝子を繋ぐための体液を飲み込み、胃に落とす。さしたる栄養価もないだろう。水分の摂取とするにも微々たる量。そう考えればなんの意味もない飲精という行為。だが、その無意味で背徳的な行為を想像すると、一〇代の少女は言い様のない興奮を催す。

			「ほら飲んで、七穂ちゃん！　おじさんの精液ッ……！」

			　鼻が伯父の陰毛に埋まるほど頭が下腹部に密着し、一層深く押し込まれてくるペニス。息もままならない状態になり、七穂はたまらず口腔内に溜まった精液を飲み下す。

			「ッぐぅううぅぅぅ……っ！　……っごく……。……──ッ!?」

			　カクカクカクッ、と七穂の腰が勝手に空腰を振った。

			　どろりと精液が喉に絡みつきながら流れ落ち、胃の中で沸くような感覚。そしてなにより、精液を飲み下したという行為がもたらす、伯父に口から胃まで穢され、マーキングされた汚辱感が生む著しい官能。

			　一度だけ喉を鳴らして飲み込んだだけで、七穂は小さな絶頂の波を味わっていた。

			「七穂ちゃんイッちゃったのかい？　おじさんの精液飲んでイッちゃったんだね？　美味しい？　いいんだよ、もっとゴクゴク飲んでもっ！」

			「ぐぐんぐぅうぅぅッ！　ごきゅっ！　ごきゅっ！　ごくっ、ごきゅんッ……！」

			　精液を飲み下すたび巻き起こる背徳の官能。喉が鳴るたびに七穂は繰り返し絶頂に達し、腰がカクカクと動く。

			（私イッちゃってるっ……♡　こんな、無理矢理精液飲まされてるのにぃ……っ♡）

			　胃に落ちた精液のニオイが逆流して鼻から抜け、刺激された嗅覚がさらに倒錯的な性的興奮を掻き立てた。

			「ふうううぅぅ～～……七穂ちゃんにしゃぶってもらってるだけでも興奮するのに、フェラチオが上手いもんだから、おじさんすごい量出ちゃったよ♡」

			　暴虐とも言えるような伯父の口内射精もしばらくして収まると、射精に合わせて逐次飲み下していた精液は口の中に残っていなかった。

			　姪の口へと思うさま射精して満足げな顔をした伯父は、それまで七穂の頭を押さえ込んでいた手で彼女の頭を撫でる。

			「ンうぅぅ……っふぅぅ……っふうぅぅ……♡　ちゅうっ……♡　ちゅうぅぅっ♡」

			　喉を突くようなイラマチオの苦痛に七穂は涙すら流していたが、頭を撫でられると知らず知らずペニスを吸っていた。鈴口から尿道に残った精液を吸い出しては、また飲み下す。

			（私、やっぱりエッチなのかな……嫌だと思うことしてるのに、こんなに濡れてる……。濡れてるし、すごく……すごくぅ……っ♡）

			　疼く。飲精で絶頂に達した女体はすでに発情しきって、ムンムンとフェロモンを放つ。デニムのショートパンツは愛液をたっぷりと吸って藍色が濃くなり、今にも肉汁が滴り落ちそうだった。

			「尿道の残り汁まで吸い出して後始末もして、えらいなぁ七穂ちゃん。全部飲んだかな？　よしよし♡」

			「っぷぁ……。っはぁァ……」

			　もう一度姪の頭を撫でると、伯父は腰を引いてペニスを口から引き抜く。肉棒が口から離れると、少女の唇の間から名残惜しげに舌がチロッと先を覗かせた。

			「ふー。すっきりしたー……さて、七穂ちゃん、風呂行くんでしょ？　俺も風呂行って汗流すかー。混浴があったらよかったんだけどねぇ」

			「お風呂……？　そんな、ッ……！　そっ、そうだっ、お風呂、行きますっ」

			　一瞬、そんなもの後で、と口走りそうになった自分の口を噤んで慌てて言い直す。

			　宿が用意してくれていた浴衣に着替えている伯父に倣って、七穂も浴衣に着替える。肌触りの違う浴衣の生地が勃起した乳首に擦れ、七穂はそれだけで女体を快感に震わせていた。

			「あ、七穂ちゃん」

			「は、はい……？」

			「風呂行く前に、口、拭ぬぐっていったほうがいいよ。毛、ついてるし」

			「っ……!?」

			　伯父に言われて、洗面台へと走り、鏡を見る。

			　フェラチオをした痕跡を示すヌラヌラとした光沢が残る口元に、縮れた毛が一本張りついていた。

			


			　旅館の広々とした風呂で体を洗い、温泉に身を浸しても、発情に火照った体は落ち着かない。

			　すっかり長風呂して部屋に戻るともう夕食の時間で、七穂は伯父に連れられて大広間へと赴き食事を摂った。

			「いやあ、美味しかったねぇ七穂ちゃん」

			「えっ？　あっ、うん、そう、ですね……」

			　夕食を終えて部屋に戻る道すがら、伯父は満腹の太鼓腹をポンポンと叩いてみせる。

			　御膳に乗った食事は思いのほか豪華で、どれもが美味だったはずだが、七穂の記憶に残っていない。食事の間もずっと七穂の味覚を支配していたのは、ペニスと精液の味であった。

			「おっ、布団が敷いてある」

			「……っ」

			　部屋に戻って襖を開けると、そこにはもう布団が二組み敷いてあり、これから長い夜の始まる実感が姪を襲う。

			　ドキドキと心臓が痛いほど鼓動を打ち、七穂は豊満な胸が押し出す浴衣の前衿を握り締めた。

			「旅館ってのはいいよねぇ。飯食ってる間に布団が敷かれてて、食べ終わって戻ったらすぐヤれるんだもんね」

			　ニヤニヤといやらしい薄笑いを浮かべ、伯父が肩を抱いてくる。浴衣越しにも女体の肉感が見て取れる姪は、一瞬ビクンと体を震わせるも、その手から逃れようとはしなかった。

			「んっ……あっ……やっ……♡　んっうぅ♡」

			　伯父が七穂の背中にぴったりと密着する。湯上がりなこともあって緩くシュシュでまとめられたポニーテールは、彼の鼻先で濃いシャンプーの香りを放つ。

			　湯上がりの艶めかしいうなじを眺めながら、伯父は姪の肩にあった手を浴衣の衿の合わせ目から胸元へと滑り込ませた。

			　温泉に浸かったことによる火照りか、それとも若い女体の内で沸々と煮えたぎる肉欲の火照りか。胸の谷間も、重々しくたわんだ乳肉の下側と胴との間も、しっとりと汗ばんでいた。

			　乳肉をやんわりと揉みながら、さらにもう一方の手を浴衣の裾の内にも潜り込ませる。股間に分け入った指によって操られているかのように、浴衣の下に隠されていた発情した女体が歓喜によじれる。

			「むっふ……♡　どうしたの七穂ちゃん、風呂入ってきたのにおま○ここんなにヌルヌルだよ？」

			　背後から耳元に吹き込まれる伯父の言葉に、七穂はカアッと耳まで一気に赤くなる。いかに押し殺し隠そうとも、肉体に現れる発情は隠しようがない。

			「いやっ……♡　知りません……っ」

			「ちんぽしゃぶって精液飲んで、そのまま今まで焦じらされたから、待ちきれなくなったのかなー？」

			　──くちゅっ、ぐちゅっ、ぐちゅっ、にちゃっにちゃっにちゃっ！

			　伯父の指がことさら音を立てて女性器を弄くり掻き混ぜる。自らの肉穴が心地よい刺激とともに奏でるねばついた攪拌音が、彼女の聴覚という名の性感を責め立てた。

			「そんなんじゃ、ないっ、からぁっ……♡」

			「おま○こは早くセックスしてほしいって指を締めつけてきて……これじゃ嘘ついても意味ないねぇ？」

			　にゅるん、と引き抜かれた指が、七穂の目の前に突きつけられた。野太い伯父の指に、べっとりと絡みついて糸を引く愛液。その絡みついた量と糸の引き具合が、肉穴がどのような状態になっているかを物語っていた。

			「あ……♡　あ……♡　やだ、私、私、こんなに……♡」

			「そうだよー。ぐちょぐちょのヌルヌル。こんなになってるんだもん、もう我慢してるの辛いくらいでしょ？」

			（あっ♡　やだ、すごい硬い……♡　いつもこんなだっけ……？　ううん、いつもより絶対硬い……♡）

			　浴衣越しに尻の谷間に、焼けた棒のようなものが当たっていた。ただ押しつけられているだけにもかかわらず、その存在感の大きさに七穂はぞくりと背筋に淫快の痺れを覚える。

			「七穂ちゃんもそうだろうけど、おじさんももう我慢できないよ～。いいよね、七穂ちゃんも準備バッチリみたいだし。ね？　入れてもいいよね？」

			「だめっ……ダメ、だから……っ」

			　体が求めていることは否定できないし、隠しもできない。ならばせめて口でだけは伯父の望むようにはなってはやらないという、七穂なりのせめてもの抵抗であった。

			「そっかぁ……でもまぁ、ダメって言っても入れちゃうんだけどね♡」

			「……最ッ低ッ！」

			　傲慢な言葉をさも当然のような口振りで放つ伯父。改めて、姪に手を出すような人でなしであることを再認識し、そんな相手に好きにされている自分を苦々しく思う。であるにもかかわらず、挿入されることを待ち侘びてますます強くなる女体の疼き。

			　自らの心と体の間にある二律背反に嘆く姪の気持ちを知りもせず、伯父は七穂の浴衣の裾を大きくまくり上げる。命令されたわけでもないのに浴衣の下に下着を着けずにいる姪のもっちりと肉厚な尻が剥き出しにされた。

			「いつ何度見ても安産型のエッチなお尻だねぇ♡」

			　背後から伯父に押される格好で壁際に追いやられ壁に手をつくと、伯父は浴衣がまくり上げられて露わになった尻に向かってしゃがみ込む。

			「やっぱり稲穂さんを思い出すデカケツだ……稲穂さんのお尻にこうするのが夢だったんだよねぇ……」

			　モチッとした二つの尻たぶを下から掬うように両手で掴み、その肉をタプタプと揺らしながら、伯父は感慨深げな呟きを一つ漏らす。

			「お、お母さん……？」

			　伯父が好意を寄せていた母。時折比較対象として引き合いに出す母の名前。母の形見だといういくつかの衣類など、彼の母に対する執着を事あるごとに感じさせられていた。

			「この旅館にも、俺と、健二と稲穂さんとで来たんだ。その頃はもう二人は仲がよくてね。俺は婚前旅行にコブとしてついてきたみたいで、居心地悪かったなぁ……」

			　普段の飄々としている伯父の口振りもなく、淡々と。その言葉には、疎外感と同時に感じた寂しさが滲む。

			「それが今、二人の娘の七穂ちゃんと、あの時の旅館でこうしてるんだから、人生どうなるかわからないもんだよねぇ……」

			「勝手なこと言わないでください……私は好きこのんでしてるわけじゃ……」

			　伯父の孤独には共感もできたし、同情もほのかに湧く。しかし、その埋め合わせと仕返しに、こうして弄ばれることを安易に受け入れられるほど七穂も人がよくはない。

			「そんなこと言わないで慰めてよ～。好きこのんでないって言っても、もうマン汁ダラダラにしてるんだしさぁ」

			　尻肉を弄ぶ伯父の手に力が入り、握り潰されるパン生地のように柔肉がたわむ。そのふっくらと厚い尻の双丘の間に鼻を突っ込むようにして、伯父が顔を埋めた。そして、彼女のダラダラと愛液滴るワレメに吸いつく。

			　──ぢゅるるるるるるるるるっ！　ぢゅちゅるっ！　ぢゅぴっ！　ぢゅぴっ！

			「はっああぁんンっ♡　あっ♡　あっ♡　あっあっうンッ♡」

			　長時間疼きの根源となっていた部分を口唇愛撫され、たまらず七穂は歓喜の声を張り上げて悶えた。

			　愛液を啜られると同時に、陰唇に伝わる刺激。舌が膣内に入り込んで、愛液を掻き出してさらに啜る。

			　フェラチオし、飲精していたときから催していた疼き。風呂へ行き、夕食へ行きとしている間、焦らされ続けたところへ待ち望んだ刺激を受け、鮮烈な快感が走った。

			（すっごいぃっ……♡　キモチイイ……っ♡）

			　焦らされた発情女体に走る快感は、痒いところに手が届いたような満足感とともに七穂をよがらせる。

			　フェラチオをしていたときのように無心夢中で、淫部から入力されてくる性感に意識と感覚が全て向いていた。

			「っぷはぁ！　どうかな七穂ちゃん？　気持ちイイかな？」

			「はあぁぁ……きもち、いい……♡　あっ……！」

			　思わず吐露してしまった本音に、しまった、と思いながら、七穂はそれまで無心で上げていたよがり声を噛み殺す。

			「そっかそっか。よかった、気持ち良くなってくれて」

			　羞恥を煽るでもなく、下卑た顔を見せるでもなく、姪が快感を得ていることを本当によかったと喜んでいる様子。人でなしな言葉を吐いたかと思えば、寂しげに呟き、今度は自分が快感を得ていることを純粋に喜ぶ。なにを考えているのかわからない伯父に、七穂はどう反応していいかわからず、ただ目を背ける。

			　酷く下卑ていて、どうしようもない人でなしであることは先ほどの言動からも明らかであるのに、時折見せるこういった態度がいつも七穂の調子を狂わせていた。

			（いっそ一点の良心もなさそうなら本気で憎めるのに……！）

			　そうする間にも続くクンニリングスに腰を震わせてよがる七穂は、快感にたまらず壁に爪を立てそうになるのを必死に堪えた。

			「ふ～……今日の七穂ちゃんのマン汁、すごく濃くて美味しいねぇ♡　興奮してるからかな？」

			　口元を愛液でベトベトに濡らした伯父は、そう言いながら立ち上がると、浴衣をまくり上げて露わになっている姪の尻を抱く。

			「こんなにドロドロにして、早く欲しくてたまらないんでしょ？　今入れてあげるからねー」

			「やっ!?　ちょっと待ってっ！　コンドームちゃんと着けてください！」

			　しれっと生で挿入しようとしてくる伯父を強く制し、肘を彼の胸に押し当てて力一杯突き放す。

			「あいててっ！　ちぇー。バレたかぁ」

			「せっかく恥ずかしい思いまでして買ってきたのに、それも使わずに入れようとするなんて、ほんっと最低！」

			「ごめんごめん、ちょっとしたいたずらだよ。あ、そうだ。せっかく七穂ちゃんが買ってきてくれたんだし、七穂ちゃんの手でコンドーム着けてよ♡」

			　姪の剣幕を前にしてもヘラヘラ飄々とした伯父は、床の間に置いたバッグと一緒にしてあったコンビニの紙袋を取り、その中身を姪に差し出す。

			「はあっ!?　なんでそんなことまでしなくちゃいけないんですか……っ！」

			「今後のためだよ今後のため。着け方を覚えて、七穂ちゃんが着けてくれれば間違いないでしょ？　ほら、おじさんすぐ忘れちゃうし」

			「おじさんは忘れてるんじゃなくてわざとじゃないですか！　……もうっ！」

			　ふくれっ面をして怒りを露わにしながらも、七穂は伯父の差し出すコンドームの箱を奪うように取り、それを開けた。

			　中から出てきたのは、たった三つのコンドーム。あまりに心許ない数に、七穂は不安げな顔になる。この性欲の権化のような伯父に対して、絶対的に少ない。フェラチオで一発消耗させたのは正解だったかもしれないと、口淫したことの有意義さを精液の味を思い出しながら噛みしめた。

			「今まで何度も着けるとこ見たからなんとなくわかるよね、着け方」

			「まあ、だいたいは……」

			「大事なのは、先っちょの空気を抜きながら着けるのと、爪で傷付けないように気をつけること。そうそう切れたり穴が開いたりしないけど、念のためね」

			「……わかりました」

			　こういうところはしっかりと教えてくれて、性的なことに関しては変に懇切丁寧なところが少し腹立たしい。

			（ちゃんとコンドームを着けさせなくちゃ……）

			　仕方なしに七穂はしゃがみ込んで三つのコンドームのうち一個の個包装を開封し、中身を取り出す。使用中に膣内や、使用後に指先で触ることはあっても、こうして使用前の物に触れるのは初めてだった。

			「じゃあ、よろしくね～」

			　伯父が勃起したペニスで盛り上がっている浴衣の裾をはだける。露出した男根は高い角度で屹立しており、自分に向けてズイッと突き出された男根に七穂の目は釘付けになった。

			「先っちょを指で摘まんで潰して、空気を抜いたまま着けるんだよ。そこが精液の溜まるところになるから」

			　若干楽しげな口振りでコンドームの着け方をレクチャーする伯父。言う通りに先端を指の腹で潰し、あとは見よう見まねで薄衣をペニスに着付きつけていく。

			（…………これからエッチするための準備してるんだよね、これ……あっ、やだ、そんなこと考えてたら……っ）

			　無意識に生唾を飲み込むと、飲み込んだ唾と同じほど愛液があふれ、トロッと肌の上を垂れるのを感じて腰を捩る。

			「上手い上手い。さすが優等生、いつもおじさんのやってるところしっかり見て学んでたんだねぇ」

			「そんなところ見てませんからッ！　終わりましたよ！」

			「ありがとー。それじゃあ改めて……」

			　伯父の分厚い手がしゃがんでいた姪を引き起こし、御丁寧にも再び壁に七穂を押しつける。

			　今度は単純に後背位の姿勢ではなかった。片脚を持ち上げて、片脚立ちにさせた。すると浴衣の裾は自然と大きく開き、膝までダラダラと愛液が垂れる有様になった下半身が露わになる。

			「ちょっとおじさんっ、バランスが……っ」

			「危なくなったらちゃんと支えるから大丈夫大丈夫」

			　なぜわざわざこんな格好でセックスをしなくてはならないのか。まったく理解が及ばない。そんな内心が表情にも表れる姪に、伯父は彼女にコンドームを着付けてもらった肉棒をあてがう。

			「入れるよ入れるよ～っ……挿っ、入っ♡」

			　──タパンッ！

			　勢いをつけて一気に挿入される男根。打ち合わされた腰と尻とが、旅館の部屋に響く大きな音を立てる。

			「はっあンッッッ♡」

			　挿入の一突きでもう七穂は軽い絶頂を味わい、半目ほどに閉じたまぶたの下で黒目が寄った。

			「うおおっ♡　七穂ちゃんのナカ最高っ！　熱くてとろっとろにとろけたマン肉がすごい絡みつきっ！」

			　最初の挿入から、奥の奥へと達した亀頭が、一瞬で入り口付近まで引き返す。そしてまた奥へと繰り返し、子宮口の周辺を乱れ突きに責め立てる。

			　コンドームの圧迫でなだらかになっているにもかかわらず、亀頭の笠が粘膜肉壁を摩擦する刺激は七穂の視界が白く明滅するほどの快感を巻き起こした。

			「いやぁっ♡　いあぁっ♡　やっあっあっあっあぁっ♡　んッあぁあぁぁ──っ♡」

			　押し入ってきたペニスによって押し出されたように、甲高い悦の歓声を張り上げる。それはこれまで、淫快の声を押し殺したり我慢したりとしていた七穂が、真に憚ることなく上げた女の声であった。

			（いつだったかおじさんが言ってたけどっ……ほんとっ、声を上げてセックスするのってッ……イイ……ッ♡）

			　こんな伸びやかな快感を得ることになろうとは思いも寄らず、目を白黒させる。声を我慢しないことで、まるで抑えられていた快感が解き放たれたかのように、快感と官能が押し寄せた。

			「ああ～、イイ声だ～♡　おじさん興奮しちゃうよ！」

			　──たんッたんッたんッたんッぱんッたぱんッたっぱんッ!!

			　片脚立ちの姪を壁へと押しつけるようなピストン。鋭いストロークで繰り出される突き上げごとに、亀頭が子宮頸部の周囲をえぐり上げる。

			「はげしっ♡　はげっ、しっ、イッ♡　あっ♡　うっ♡　あぁうぅぅンッ！」

			　ペニスの打ち込み一回一回が力強く、長いポニーテールが大きく揺れ動く。七穂の体は、そんな強い打ち込みが生む衝撃そのものも全身への快感として受け止める。

			　どういうわけだか、こうして片脚立ちでセックスをしていると、普段より男根の摩擦が強く感じられた。というよりかは、自分の膣壁が強く肉棒を食い締めて摩擦感を強めているようだった。そしてそれは、ピストンの衝撃で体が揺さ振られるとより強くなる。

			「おぉ～、締まるッ！　七穂ちゃんがバランス取ろうとするたび、おま○こがギチギチ締まって、おじさん気持ちいいよーっ！」

			　その言葉に、この体位が伯父の思惑通りに快感を生み出しているのだと知り、七穂はまた彼の手のひらの上で弄ばれていることを覚る。普段ならそれを惨めに感じもするが、そんな感情も今日は快感に押し流されて消えゆく。

			（すごい……っ♡　体位を変えるだけで、セックスってこんなに違うんだ……っ♡）

			　いつも伯父からされるがまま、体位について考えもしなかったが、体位が生む快感の変化をこうも如実に体感させられると意識せずにはいられなかった。

			　──ぬちゃっぬちゃっぬぢゅっぢゅぷっぢゅぷっぢゅぴゅっ！

			　挿入から高速で繰り返されるピストン。ネチャネチャと音を立てる結合部から、ますます増える愛液がそのたびに掻き出される。多量の汁は滝のように、片脚立ちになっている七穂の足下まで流れ落ちきっていた。

			「あぁうっンッ♡　やっンッ♡　いっ、イッ♡　あぁンうぅっ♡　あっんンンッ♡」

			　思うさま声を上げる快感。未知の体位による快感。絶頂のバロメーターがグングン急上昇していくのを、伯父と擦れ合う部分が七穂に感じさせる。

			「やばっ……ペース速すぎたかなっ……もう出る……っ！」

			　思い出のある旅館でセックスをしていることが、いつになくハイペースを維持させていたのか。挿入したときの勢いそのままにピストンを続けていた伯父が、姪の腰を掴みながら呻く。

			（えっ……？　もう？　もう出ちゃうの？　もうちょっとなのに……っ）

			　自然と七穂の脳裏によぎる言葉。その言葉の源泉は紛れもなく、快感が上り調子の今、自分が絶頂しないうちに終わってしまうことへの不満であった。

			「っおぉおぉぉ……っ！　イクよ七穂ちゃんッ！　イクッよっ、イクよっ！」

			　どの時点で射精へ向けたスパートが始まったのかもわからないほど、高速で繰り出され続けるピストン。七穂を肉棒で壁に打ちつけるかのような突き上げが襲う。

			「だめっ♡　だめぇっ♡　あっあっあっあっンッンッンッンッンッ！　あぁふっ♡　ンあぁあぁぁッ♡」

			　もうひと息でアクメに達する。迫ってくる絶頂の気配に歓びながら、七穂は手がかりのない壁に張りつくようにしてしがみつき、軸足がガクンと折れそうになるのを堪えた。

			「おっおぉおぉぉぉぉぉぉッ！　出るッ！　出るッ！」

			　挿入から続くピストンの勢いそのままに、伯父は最後にズンと深くへペニスを押し込んで、腰を痙攣させる。

			　──びゅっりゅうッ!!　ビチチチチチッ！　ビチッビチッビチチッ！

			　七穂が着込ませたコンドームの内側に吐き出される精液。ちゃんと空気を抜かれた汁溜まりが、射精を受けて躍った。

			「っくぅンっ♡　っくぅううぅんンンンンン──ッ♡」

			　突き上げとともに躍る汁溜まりに子宮口をくすぐられ、七穂は鼻にかかった声を漏らしながら軽めの絶頂に達する。

			「おっおぉぉ……七穂ちゃんのイキま○この蠢き気持ちイイ～……」

			　軽度のアクメにわななく膣肉が、コンドーム越しのペニスを労ねぎらうようにうねって刺激し、伯父に射精後の余韻に快感を施す。

			（はあぁぁ……イッたぁっ……♡　イけたぁ……♡）

			　ピクッピクッと小さなアクメ痙攣を女体に走らせつつ、七穂は喜悦に緩んだ頬を壁に擦りつけていた。

			「ごめんね～、七穂ちゃんのおま○こが気持ちイイから、おじさんちょっと張り切りすぎてすぐ出ちゃった」

			「はっ、あンッ……♡」

			　ぬるん、とペニスが抜け出ていく感触に、姪の滑らかな丸みある肉体がブルリと震える。抜けていくときの摩擦が生む快感と、抜けた後の物寂しい空虚感が、女体に次を求めさせて疼きを生む。

			「ふぅ……これで二発目か～……先週から飲み続けてる精力剤の効果だな♡」

			　姪から抜き取ったペニスは、コンドームの先にたっぷりと精液を溜めてギンと鋭く勃起を維持している。事が済んだコンドームを外して口を縛り、無造作に投げ捨てると、伯父は早々に二つ目のコンドームを自らの性器に着込ませた。

			「むっふぅ♡　おじさんまだまだ元気だから、今夜は頑張るよー！」

			　肩で息を吐いている姪を自分のほうに向かせたかと思うと、伯父は彼女を正面から抱く。

			「はぁ……はぁ……えっ、あっ、なにっ……ンンン──ッ♡」

			　今度はこれまでとは逆に姪を壁に背をつけさせ、膝裏に腕を通して脚を抱え上げる。その体勢から、再度肉棒を挿入した。

			（また違う格好でセックスぅっ……♡　これっ、さっきと全然違うところが擦れて、イイ……ッ♡）

			　異なった体位が生む、ペニスの挿入角度の違い。先ほどまでとは別の部分が強くペニスで擦り立てられ、新たな快感が七穂を悦ばせる。

			　伯父が七穂の肉体に施す仕込みは常に新鮮で、鮮烈で、一〇代の少女に新たな快感を教え込み、着実に牝へと育てていく。

			「楽しいことしようか七穂ちゃん。よいしょっ、とぉ」

			「ひゃっ……やっ、やだっ、なにこの格好っ……！」

			　伯父は七穂の残った脚の膝裏にも手を回し、いわゆる駅弁の格好に抱え上げる。

			　人に抱え上げられるなど、子供の時分を過ぎれば滅多にない。しかもセックスをしながらという、普段であれば考えられず、ありえない体勢。

			（おちんちんが深いところまで入っちゃうぅ……っ♡）

			　自らの体重が結合部にかかり、ペニスがグリグリと深いところを捏ねる。非日常的な体勢が生み出す倒錯感と、重力を味方につけた深い挿入感とが七穂の興奮を底上げしていた。

			「動くからねー。首に腕を回してしっかりしがみついてて」

			「えっ、うっ、うん……」

			　言われるがままに伯父にしがみつくと、自然と密着度が高まる。今までにない密着感の強さに、姪は羞恥とは違った照れを感じて耳を赤く染めた。

			「せーのっ♪」

			　──パンッ！　パンッ！　パンッ！　パチュッ！　バチュンッ！

			　伯父が腰を打ちつけると、愛液に濡れた内股が濡れた打音を放つ。強く腰がぶつかる衝撃で、抱え上げられた膝裏を支点にして七穂の下半身が振り子のように振れる。

			「んあぁあぁぁぁっ♡　深いぃッ♡　強いぃっ♡　あっああぁ──ッ♡」

			　ピストンを受けるたび、宙に浮く形になっている桃尻の表面に肉揺れの波紋が走った。掻き出されて結合部から絶え間なくあふれる愛液が、しっかりと閉められていない蛇口から漏れ続ける水のように、ピチャピチャと畳に落ちて汚す。

			「締まりがよくなったねぇ♡　おま○この中がうにゅうにゅ蠢きながら、ちんぽにまとわりついて気持ちイイよぉ♡　駅弁ファックが気に入ったのかな？」

			「知らないっ♡　あぁひンッ♡　知らないぃっ♡　あっんっあぁぅンッ♡」

			　羞恥を煽る伯父の言葉も、密着状態なこともあって耳の近くで大きく聞こえ、それが七穂の官能を責める。

			「ふふふっ……知らないかぁ。フンッ！　フンッ！　フンッ！」

			「あっあっあっあっあああぁぁッ♡」

			　それまで以上に一回一回の打突に力を込めたピストンが七穂を襲う。それからは伯父は羞恥の言葉で責めることもなく、ひたすらに突き上げ続けた。

			　鮮度と熟度のバランスの取れた七穂の女体に快感を与え続けられる。肉体に入力される快感が、興奮と背徳に昂る精神の官能とより強く結びついていく。

			「あうっ♡　あっうンッ♡　あっあっあっ！　はっうぅッ！　あっいッいンッ♡」

			「フンッフンッフンッ！　はぁ、はぁ、ふうぅぅ……。フンッフンッフンッ！」

			　言葉もなく、ただ喘ぎと吐息だけが和室を満たす。一心に快感を生み出し合い、貪るだけの時間が過ぎていく。

			「あっ！　あっ！　あっ！　ンンンッ！　あぁ──────ッ!!」

			「おッおおぉぅおぉぉぉッ！」

			　──びゅぐんッ！　びゅぐるるるるッ！　ビチッ！　ビチッ！　ビチィッ！

			　言葉を交わすこともなかったにもかかわらず、ほぼ絶頂が同期した。

			　精液を受けて膨らむコンドームが子宮口をくすぐる。その感触に七穂は追い打ちのアクメに襲われ、呆けた顔で性感に開花した体をビクビクと痙攣させていた。

			「はぁっ、ふぅっ、はぁっ……海でスリリングなセックスするのもいいけど、やっぱり誰にも気をつかわずにセックスに没頭するのが一番だよねぇ♡」

			　絶頂して全身を脱力させた姪の体を落とさないように支えながら、伯父はノシノシと歩いて布団の上に立つ。そして七穂を布団の上に寝かせ、ペニスを抜き取った。

			「ははっ……おじさん、今日は七穂ちゃんとガッツリヤリまくれると考えただけで、興奮しすぎて全然萎えないよ」

			　伯父は汗を吸って重くなった浴衣を脱ぐと、同じようにコンドームもペニスから脱いで、七穂が横たわる布団の上に投げ捨てる。

			　伯父の勃起はいまだに充血した亀頭の色も赤黒く、むしろ幹に走る青筋などは、より太く浮き出ていた。

			「はぁ……はぁ……」

			　まだ呼吸も落ち着かず、アクメの余韻を肌のピクつきに露わにする姪の目が、部屋の明かりを背にした伯父の男根を見上げる。

			（まだ、あんなに……♡）

			　生唾を飲む。フェラチオで、立ちバックで、そして駅弁でと射精したにもかかわらず、それは勃起力衰えず反り返って、姪の牝本能を刺激する。

			　そんな彼女の視線を受けながら、伯父のペニスは三つ目のコンドームを着込む。

			「七穂ちゃんも浴衣脱ごうねー」

			　普段の、今まで通りの七穂であれば、伯父の言葉を素直に受け入れなかっただろう。しかし七穂は伯父の言葉に従い、彼の手が浴衣を脱がせていくのにも抵抗せず、むしろ協力的に身を動かし、裸体を曝け出した。すると、露わになった肌は、まるで湯上がりのように火照って薄桃色に染まっていた。

			「じゃあ、続きしようか♡」

			　伯父が姪の脚を大きく開かせて、そこへ体を入れる。そうされている間も七穂の目は男根に釘付けのまま。その視線には期待の色がありありと浮かび、濡れた唇から漏れる吐息は熱く湿っていた。

			　──ぬっちゅぅ……っ

			「はっああぁあぁぁんっ♡　入ってっ、くるぅ……っ♡」

			　これまで何度もしたことのある正常位。快感と官能を受け入れ始めた少女には、それすら新たな性感にも等しい鮮烈な快感に感じられた。

			「くうぅぅぅ～～っ♡　七穂ちゃんすごい締めつけっ！　なんだか俄然締まりがよくなったねぇ♡」

			「だ、だって……っ♡」

			　気持ちイイから、と続けて出かけた言葉が飲み込まれる。ほんのわずかに残された理性と倫理観が見せた、ささやかな抵抗だった。

			「気持ちイイんだね、わかるよー。おま○こは七穂ちゃんの思ってること全部おじさんに教えてくれるからね」

			　薄笑いを浮かべ、姪の心の内を見透かしたように言う伯父が一突き、強めに腰を打ち込む。

			「っンくぅんッ♡」

			　奥を亀頭に突かれた途端、軽めのアクメにいきなり襲われ、七穂は一声歓声を上げて悶える。軽いながらも絶頂に達し四肢を震わせる様には、それまでとは違い伸び伸びと快感を享受する歓びが見て取れた。

			「動くよ七穂ちゃん。いいかな？」

			　一突きした後、腰を引くでもなく、伯父は奥深くをグリグリとペニスの切っ先で捏ね回す。その膣深部に受ける刺激に七穂の爪先がビクビクと震えた。

			「なっ、なんで、いちいちィッ、聞くンッですかっ……」

			　伯父に問い掛けられながら、七穂は気の強そうな視線と、切なげな苦悶とが複雑に入り交じった表情で伯父を批難する。

			「いやー、一応確認取ったほうがいいかなって。じゃあ、動いちゃうよー」

			　──ずるぅ～～～っ……

			　動くとは言っても、その動作はスローだった。極ゆっくりと引き抜かれるペニスが、膣壁をことさらじっくりと摩擦し、淫快を引き出す。

			「くぅひぃいぃん……っ♡」

			　深く性感が掘り下げられていくような感覚に、ぞわぞわと肌が粟あわ立だつ。

			　ゆっくりとした動きが生む刺激は、それゆえに入力されてくる快感を鮮明に感じ取らせ、七穂にこれまでになくはっきりと快感の実体を味わわせた。

			（こんなゆっくりなのにっ、激しいのと変わらないくらい気持ちイイ……ッ♡）

			　これまでのピストンの激しいテンポに比べれば、まさに止まっているにも等しいほどのスローモーション。であるにもかかわらず、七穂はじりじりとした動きで膣内を摩擦する肉棒に、少しずつだが着実に理性が突き崩されていく。

			「あぁあぁぁぁ……ッ♡　だめっ、これダメッ♡　おかしくっ、おかしくなっちゃうッ……！」

			「いいんだよー、おかしくなっても。今夜はそういう日なんだよ。誰の邪魔も入らないのは今日だけなんだから」

			「今日っ……だけっ……♡」

			　その言葉は、七穂に与えられた快楽に耽ることを許す免罪符。今日だけという言葉によって、彼女は足下からズブズブと快楽へと沈み込み始めていた。

			「ほぉらほぉら、もっと気持ち良くなっていいんだよ～。そのほうがおじさんも嬉しいからね♡」

			　催眠術かのように言葉を吹き込みながら、同時に巧みな腰使いで男根を動かし、子宮口周辺を亀頭が責める。

			（私やっぱり、エッチなのかな……イヤだと思っても、拒絶しなくちゃと思っても、気持ち良さに逆らえない……っ♡）

			　伯父にたやすく籠絡される自分。快楽に抗えなくなっていく自分。自らを客観的に捉えながら、快楽の深みにはまっていく背徳に仄暗い官能が膨らむ。

			「あぁ……あぁぁっ……♡　イイ……ッ♡　きもちっ、イイぃ……ッ♡」

			　布団の上で女体がしなり、仰け反る。汗ばんだ肌が光沢を帯び、重力に負けまいとするかのように形を保った豊乳がたゆんと揺れた。

			「お、素直になってきたね？　じゃあ御褒美っ！」

			　──たぱったぱんったぱんっ、ぱんっぱんっぱんっ……

			　擦り込むような緩やかさだった腰使いが徐々にリズムを持ち、七穂の奥をノックする。ゆっくりとしたピストンで性感を下ごしらえされた女体は、肉棒の動きが加速するのに鋭く反応し、反射的に膣肉を引き締めた。

			「あぁぁはあぁぁぁっ♡　あっ♡　あっ♡　ンあぁあぁんっ♡」

			「おほっ、一段とキツく締まったっ♡　締まりながらおま○この肉がグニュグニュ蠢いて、七穂ちゃんが感じまくってるのが伝わってくるよ～♡」

			「勝手にっ、勝手に締めちゃうのっ、私が締めようとしてるわけじゃないぃっ♡」

			「そうやって締めちゃうっていうことは、やっぱり七穂ちゃんスケベなんだねぇ♡」

			　言いながら伯父はピストンのペースを速め、姪が否応なく快感に飲まれるように仕向け、さらに言葉を続けていく。

			「おじさんにちょっかい出されて怒ったり、ダメとか言ったりしながら、結局セックスしちゃうでしょ？　それ、七穂ちゃんがスケベだからってわかってるかな？」

			　自覚のなかった、自覚することを拒んでいた、自らの身の内に潜む淫らさを、伯父の言葉によって追認させられる。

			　いつも伯父に肉体関係を迫られては押し切られていた。少なくとも初めのうちはそうして無理強いさせられていた。それがいつからだったか、伯父に押されるのではなく、快楽に流されて拒絶しきれなくなったのは。拒絶できない原因が、伯父にではなく、自分の中に存在するようになってしまったのは。

			「やだぁっ、スケベっ、なんてぇっ、あっあっあっあっやああぁやああぁんッ♡」

			　否定するにできないほど、揃いすぎている証拠。今まさに、伯父の男根を女陰に受け入れて、喘ぎよがっているということ自体がなによりの証拠だった。

			（ごめんなさいお父さん、私、私っ……こんな、エッチになっちゃってっ……おじさんにいろんなこと教えられて、スケベになっちゃったよ私ぃ……っ♡）

			　──～～～♪

			　そんな七穂の内心の懺悔に反応したかのように、不意に着信メロディが鳴り響いた。

			「ああ……電話なら邪魔に入れるってことを忘れてたなぁ」

			　伯父は姪に挿入したまま、座卓の上で着信メロディを鳴らしている七穂のスマートフォンに手を伸ばして取る。そして、その液晶画面に表示された発信元の名前を見るや、ニタッと邪よこしまな笑みを浮かべ、勝手にその電話に出た。

			「もしもし？　よー、健二。俺だよ。うん。七穂ちゃん、今ちょっと出られなくて」

			（お父さんから電話!?　おじさんなに勝手に出てるの!?）

			　快楽の夢現ゆめうつつに漂い、背徳と快感を味わっていた七穂の意識が現実に引き戻される。

			「ああ、こっちは仲良くヤッてるから心配ないよ。お前は明日朝一から日帰り出張になったって？　そんなの断りゃよかったのに」

			　父からの着信を勝手に受話した伯父は、軽々しい口振りで電話の向こうの父と言葉を交わす。その間にも腰は動かし続け、七穂へ快感を与えることを疎かにしない。

			（声っ……！　出ないでッ……！）

			　歯を食いしばり、口を手で覆って、あふれ出そうになる嬌声を押し殺す。そんな姪の苦心を嘲弄するように、伯父はさらに鋭く腰を打ち込んで彼女を苦しませた。

			「あ。健二、七穂ちゃんが電話替われって言ってるから。今替わる」

			（そんなっ……!?　このまま!?　ただでさえ声が出ちゃいそうなのに……！）

			　しばし父と会話していた伯父が、不意に口走った思いがけない言葉に七穂は目を見開く。さらに頭を横に振って無理だと訴える。

			「はい、七穂ちゃん」

			　しかし、有無を言わせずスマートフォンを差し出され、七穂は口を覆っていた手でそれを受け取った。

			「……もしもし？　お父さん？　家から電話してるの？」

			　耳元へと電話を寄せて一呼吸置くと、七穂は努めていつも通りのハキハキと元気のいい声色を作り、電話の向こうの父に話しかける。

			　電波回線を隔てているとはいえ、耳元で聞こえる父の声と、同じように父の耳元で聞こえているであろう自分の声。姿が見えることはないとはいえ、声や息遣いに変化があれば途端に感じ取られかねない。そんな緊張感が、七穂の中で沸々と倒錯した興奮を催させる。

			「う、うん、海、綺麗だった。泳いだよ、うん。えっ、今？　御飯食べてからお風呂に行って、戻ってきたとこ……」

			　自分でも驚くほど白々しく、そしてスラスラと嘘が口から出る。そうして父に嘘を吐く自分をニヤつきながら見下ろす伯父が、厚みのある手のひらを胸に伸ばしてきた。

			「っくンッ……♡　あっ、うぅん、ちょっと、くしゃみ出ちゃって」

			　一定のリズムでピストンを続けながら、伯父は追い打ちをかけるように姪の美巨乳に愛撫を施す。

			　通話中でまったく抵抗できないのをいいことに、好き放題に弄ばれる豊乳。撫でる、揉むだけに飽き足らず、硬いグミのようにしこり勃ったニプルを抓つねるようにして引っ張り責め立てる。

			「はっ、あッ……なに？　ん？　ああ、お風呂、温泉が気持ち良く長湯しちゃって……今もちょっとのぼせてて」

			　父と電話越しに会話しながら、伯父と淫交し、弄ばれ、それを覚られまいとする被虐的な官能。七穂の顔も体も一層上気して桜色に染まり、果実と練乳が合わさったような甘い体臭が香り立つ。

			（ッ……!?　やだっ、動かないで……今動かれたら……っ！）

			　快感を覚えつつ、それでも父との会話を平静な声色でやり過ごすのに必死な姪に、伯父は興奮を覚えたか。少し勢いをつけてペニスを突き入れ始めた。

			　一〇代の張りもツヤもある肌に浮かんだ汗が、突き入れてくる腰が生む衝撃で落ちる。いつかしらすっかり汗だくになった女体が、天井から降りかかる蛍光灯の光を受けて艶めかしく光沢を放つ。

			「御飯はっ、どうしたの？　……そっうっなんだ。明日、出張に行クの、朝早いンッでしょ？　私が帰ッてからするから、洗い物とか、そのままにしておいて」

			　揺さ振るようなピストンで、ただそれだけでも声がブレる。気を抜くと声高によがり声が出そうになるのを必死に飲み込みながら、七穂は父との通話では平静を装っていた。

			「っごぉおぉぉっ……！　ぶふーっ！　ぶっふぅーッ！」

			　七穂を責めながら、彼女が父と通話している間は口を開かないでいた伯父が、歯を食いしばり、鼻を鳴らして唸る。その息遣いと表情からは、七穂にも彼がどういう状態か読み取れた。

			（おじさんイキそう!?　待って、今激しくされたらっ……！）

			　父に嘘を吐きながら淫交を貪り、その裏で通話するというスリル。そんな背徳の官能に底上げされた快感を味わっている今、射精へ向けたスパートなど受ければ、声を押し殺し続ける自信はない。

			　そんな伯父の射精間近の切羽詰まった声は、電話越しの父にも届いたらしかった。

			「えっ、う、うん、おじさんのいびき！　疲れたみたいでっ、もう寝ちゃっててっ」

			　咄嗟にもっともらしい嘘で取り繕う最中、伯父の腰は射精へと向けた助走を始め、ガツンガツンと七穂を激しく突き上げだす。

			「ぐっふぉおぉぉッ！　ふぐぅっ！　ふっぐぅ！　っごぉおぉッ！」

			「おじさン、寝ちゃったシッ、しゃべってると起こしちゃうッ、かもしれないから……うンッ♡　お父さんの分も楽しんで、帰るっからッ」

			　獣じみた伯父のピストンに女体を揺さ振られ、七穂の声も揺れる。ゆっくりとしたピストンに始まり、時間をかけて熱せられた性感が、牡の本能剥き出しのピストンによって急速に膨張していく。

			　ハの字に下がった眉、トロンと蕩けた瞳、唾液をほんの少しこぼした唇。目元のホクロも汗に濡れ、妖艶さを一層増していた。


[image: ]


			　声こそできる限りいつも通りの声色を保っているが、絶頂が近付くその顔は酷く艶めかしい。

			（ダメッ！　ダメッ！　イッちゃうッ！　お父さんとまだ電話が繋がってるのにッ！　お父さん切ってッ、早くッ、でないとっ、でないと私、イッちゃう……ッ！）

			　突沸が起こるように、突き上げを受ける子宮膣部から爆発的に膨らむ絶頂感。下腹部がギュウッと縮み上がるような切ない感覚を覚えながら、七穂は父が一刻も早く通話を切ることを願う。

			「うん、うンッ、わかッた。お父さんも出張、気をつけてイッてきてね……っ！」

			　抑えていながらも、最後には口早になりながら会話に区切りをつける。彼女の早口に合わせたように、伯父の腰使いも小刻みで高速なサイクルのピストンとなっていた。

			「それじゃアッ……アッ……アッ、アッ、アあぁあああぁあぁぁぁぁあ────ッ♡　イクッイクイクイクッ♡　イッちゃっ、イッくぅうぅぅううぅぅぅ～～～～ッ♡」

			　通話が切れるのが一瞬早かったかどうか。絶頂と同時に投げ出した手からすっぽ抜けて、畳の上を回りながら滑ったスマートフォンの画面に、通話終了の文字が表示される。それに前後して、七穂は性感を爆発させて絶頂に達した。

			「ぶぉっほぉおぉぉぉぉッ!!　出るッ！　出るッ！　おぉぉぉぉぉおぉぉぉッ!!」

			　それまでのスパートですら生易しいとばかりに、伯父は猛然と腰を振り、そして一気に射精へと自分を追い込む。最後の一振り、大きなバックスイングからガツンとぶつけてペニスの先端を姪の奥へとねじ込んだ。

			　──どぉうっぶびゅるりゅりゅりゅりゅぅッ!!　ビチッビチビチビチビチビチッ!!

			　この日、四度目の射精にもかかわらず、撃ち出された精液はコンドームの汁溜まりを激しく跳ね回らせ、射精の勢いにも量にも衰えが見えなかった。

			「ンああぁぁあぁ～～～～っ！　あっ♡　あぁっ、あっ、あっ、あっ♡　すごい、出てるっ♡　おちんちんビクンビクンするたび、奥のとこにビタビタ当たってるっ♡」

			　伯父の男根が射精に合わせてしゃくり上げる。膨らんだ汁溜まりが子宮口を打つたび七穂は繰り返しアクメに襲われ、四肢を大きく痙攣させた。

			　これまでの性体験で、もっとも大きなアクメ声を張り上げながらの絶頂。七穂は自分にまとわりついていた蜘蛛の巣が取り払われたような、晴れやかな気分を味わっていた。

			「ふっうぅうぅぅぅぅぅ……出した出した。さすがに三連発ともなると……」

			　一頻り射精し尽くした伯父は腰を引き、姪の膣内からズルリと男性器を引き抜く。コンドームに溜まった精液の量は、これまでの三発に見劣りしていない。しかし、それを吐き出したペニスのほうは勃起角度をやや落とし、硬度をいくらか失っていた。

			「……まぁ、コンドームも使い切ったところだし、一服するかー……」

			　肉棒からコンドームを脱がせ、雑に口を縛って投げ捨てる。七穂がいまだアクメの余韻に体を震わせている横で、もう一組みの布団の上に大の字になって寝転がった。

			　そうして伯父は目を閉じ、乱れた息を整えているうちに、そのまま寝息を立てそうになる。

			　──ぢゅるるるるるるるるるるっ！　ちゅびっちゅびっ、づぴぴぴぴぴぃっ！

			「ふぉっ!?　おっほおぉぉっ!?」

			　まどろみかけたところへ、不意に走った肉棒を温かく包み込む快かい舐し感。ハッとして上体を起こすと、浴衣を脱ぎ捨てて肌の全てをさらけ出した七穂が、寝そべった格好で萎えたペニスを頬張る姿があった。

			「おっ、おおおぉぉ……な、七穂ちゃん、どうしたの……？」

			　伯父にとってもその行動は思いがけなかったのか、いささか間の抜けた質問を姪に投げかける。

			　七穂は上目遣いに彼の顔を見るも、質問には答えず。返答の代わりと言わんばかりにより熱烈に亀頭をしゃぶり回す。

			「くぁあぁぁぁぁっ!?　さっきイッたばっかりでまだ敏感な先っちょをぉっ!?」

			　口に頬張ったアメ玉を、味わうというよりも溶かすためだけに舐め転がすような舌使いが、伯父の亀頭を重点的に責めた。

			　──ちゅぅっぱッ！　ちゅばっ！　ちゅばっ！　ちゅぼッちゅぼッちゅぼッ！

			　徐々に硬さを取り戻してきたペニスに、吸引を加えつつ唇を強くすぼめ、竿を唇でしごきながら貪るようなフェラチオ。頭を荒々しく上下させるうちに、ポニーテールを留めていたゴムが緩み、ほどなく髪がほどけて広がった。

			　そうしてほどなく、ひとときの休息を経たペニスがムキムキと再勃起を果たすと、七穂は口を男性器から離して息を吐く。

			「っぷはぁ……大きくなった……♡」

			　姪はチロッと舌先を唇に這わせると、ゆらりと体を起こし、伯父の腰の上にしゃがみ込むように跨がった。そして、自らが勃起させたペニスの丸い切っ先を、自分の手でワレメへと誘導する。

			「あー……七穂ちゃん？　コンドーム、今ので使い切っちゃったから、もう無いんだよー？　いいのかなー？」

			「ナマでいいからッ……!!」

			　そう言った瞬間、七穂の顔に浮かぶ羞恥。だが同時に、なにかから解き放たれたような、解放感も見て取れた。

			「……そっかそっか♡　七穂ちゃんがいいなら、おじさんはナマハメ大歓迎だよ♡」

			　ニンマリと笑った伯父から見上げられ、七穂は羞恥に赤面しつつ、苦々しげに下唇を噛んで目を逸らす。

			「いやぁ、七穂ちゃんのほうから跨がってきてハメてくれるなんて感激だなぁ♡」

			「……だっ、黙っててくださいっ！」

			　茶化す伯父を一喝し、七穂は改めて伯父の生殖器の先端を、自らの生殖器の入り口にあてがう。

			（アァ……♡　私、自分からこんなことして……おじさんのおちんちん、自分で勃起させて、自分からナマハメしちゃうんだ……♡）

			　自分のしたこと、しようとしていることを改めて再認識すると、それだけで背徳感という心地よい官能が瑞々しい女体に発情を催させた。

			「んっ……♡　ンン──ッ♡　入れちゃっ、たぁっ……♡　あぁ、奥までぇ……♡」

			　伯父の上に跨がって腰を落とし、自らの意思で、伯父の男根を牝穴に咥え込む。肉欲を抑圧することなく解放し、父の兄という近親と淫交を結ぶ自堕落。全てが、この上ない官能となって七穂を淫悦に酔わせた。

			　──びたんッ！　びたんッ！　びたっ！　びたンッ！　びたッ！　びたッ！

			　深く腰を落としてペニスを根本までハメ入れたあと、七穂は膝を使って大きく淫臀を上下にスイングし、騎乗位ピストンを始める。伯父の腰に、姪の量感たっぷりの尻肉が重々しく打ち合わされるたびに、肌と肌の間で打音が奏でられた。

			「あっあっあっンッンッンッイイッ♡　久しぶりの生おちんちんっ♡　生おちんちんってこんなによかったんだっ♡　コンドーム無いだけでこんなにっ♡　いいンッ♡」

			「うおっ!?　おっ、おっ、おっ、おぉっ!?　な、七穂ちゃん激しいっ！　ナカの具合もっ、すごいっ♡」

			　これまでになく膣肉が引き締まり、肉襞がペニスに絡みつく。今までの膣内とは別物のような奔放な蠢きが、伯父の男根を悦ばせる。

			　快楽を受け入れ、牝性に目覚めた女体は、交尾する牡を悦ばせるものとなっていた。

			「七穂ちゃん気持ちイイっ？　おじさんのちんぽ、気持ちイイっ？」

			「はんっはぁんっ♡　すごいっ♡　気持ちイイ～ッ♡　おじさんのおちんちんっ♡　気持ちイイところがずりゅんずりゅん擦れるっ♡」

			「あー、違うんだよね～。〝ちんぽ〟が気持ちイイかって聞いたんだよ。言ってごらん、〝ち・ん・ぽ〟」

			「はぁっ、はぁっ……♡　ち、ちん、ぽ……♡　ちんぽぉ……♡　きもちっ、いいっ、ちんぽっ♡」

			「はい、よくできました～。いやー、七穂ちゃんが初めてしゃべった日の感動を思い出すね～。覚えてる？　おじさんが七穂ちゃんに言葉教えてあげてたんだよー」

			　懐かしむように、伯父はもともと細い糸のような目をますます細め、自分の上で腰をくねらせる姪を見上げる。

			「もう一つ、気持ちよくなる言葉を覚えようか♡　じゃあ……〝ま○こ〟も気持ちイイ？　ちんぽに擦れてま○こ気持ちイイ？」

			「気持ちイイっ♡　ちんぽが擦れてっ、ま○こっ♡　ま○こ気持ちイイっ♡　あっあっあぁぁっ♡　やぁンッ♡　こんなこと、言ったことないのにっ……♡」

			　卑猥な単語。同じ部位を指す言葉をただ変えただけで、口と耳から著しく湧き上がる官能。七穂の腰使いがますます勢いを増し、ドスドスと伯父の腰にぶつけられた。

			「ぬふぉっ♡　七穂ちゃんのま○こ、最高に気持ちイイよ♡　ミチミチに肉の詰まった穴が締めつけながら擦れるから、カリの笠が裏返っちゃいそうだよ♡」

			　杭を打つように、力強く尻を振り下ろして打ちつける騎乗位で、自らの中から快感を汲み出す七穂。肉欲ともども、彼女から貪られるがままの伯父。

			　伯父との肉体関係の中で初めて、完全に主導権を持った姪は、有り余る若い性欲を剥き出しにして腰を振りたくる。それに合わせて、健康的な血色を見せる美豊乳が暴れるように弾み、バストトップの清楚な色が宙に軌跡を描いた。

			「ンあはあああぁぁッ♡　あっ♡　アッ♡　あンンンッ♡　あンッ♡　腰っ♡　腰止まらなくなっちゃうっ♡　止まらないっ♡　あっあっやぁあぁンッ♡」

			　膣に直接感じる男根の存在感。淫臀をダイナミックに上下させるたび、張り出したカリ首の返しが膣肉を掻きむしる。繰り返し脳天にビリビリと快感の稲妻が突き抜け、誰憚はばかることなく喘ぎ声を上げる七穂の唇からよだれが一筋垂れ落ちた。

			「なんてがむしゃらなケツ振りッ！　七穂ちゃんいつの間にこんなドスケベなケツ振り騎乗位覚えたのっ!?」

			「わかんないっ♡　わかんないけど動いちゃうぅっ♡　あッ、イクッ♡　あッ♡　イッちゃうっ♡　おっうンッ♡　おっおっおっ♡　おンッ♡　おッおうっうっうン♡」

			　絶頂の津波が迫ってくる気配に、低く吠えるような喘ぎを上げながら、汗の滴るまろやかな肢体が震える。

			（あっ！　あっ！　あっ！　すごいっ♡　すごいのがクるっ♡　ああぁぁぁ……クるクるクるっ！）

			　絶大なアクメへの期待が膨らみ、杭打ちピストンの腰使いも一層力強さを増しながら加速していく。激しいピストンに伴って、亀頭のカリ溝に掻き出される愛液と先走りの混合液が、びちゃびちゃと音を立てながら飛び散る。

			　激しい体の動きで乱れる髪が、汗にまみれた肌に張りつき、一〇代の少女とは思えない凄艶な淫香を醸し出していた。

			「うぉあああぁぁぁ……ッ！　若い娘のッ、ヤりたい盛りの性欲剥き出しピストンにヌかれるッ！　もう出るッ、あぁ出そうッ……！」

			　七穂の下で、一方的に性欲発散用の道具にされているかのような伯父が呻き、身を捩って絶頂が近いことを訴える。

			「はっ！　はっ！　はっ！　あっイクッ！　イクイクッ！　イッちゃうッ！　イッちゃ……っ!?　えぇっ、なんでぇ……ッ!?」

			　絶頂へ向けて助走していた淫臀の律動に急制動がかけられた。

			　思いがけず水を差され、絶頂間近で寸止めを食らうことになった姪は、制動をかけられた自分の下半身に恨みがましい目を向ける。そこでは、伯父のごつい両手が姪の安産型の腰をガッチリと捉え、動きを封じ込めていた。

			「離してッ！　イカせてッ！　もうちょっと、もうちょっとでイケるところだったのにっ……！　どうして邪魔するんですかぁ……ッ!?」

			「ごめんごめん。おじさんももうイキそうだから止めたくないんだけどねー……でも、このまま中で出しちゃっていいのかなー？　もうコンドーム着けてないんだよー？」

			「あっ!?　……うぅぅ──……ッ！」

			　アクメ間近で止められ、疼きが全身を這いずり回る中、現実に引き戻される。そして思い出す。生でセックスをしていることを。生で、中に出されるということの意味を。膣内射精される、その最悪の可能性を。

			「……まあ、必ずデキるってわけでもないし……今はそういうときのための薬もあるからね。それに、もしものことがあっても、ちゃんとおじさんが責任取るからさ♡」

			　不道徳極まる邪な言葉が、七穂の思考をドロドロと黒いもので塗りつぶす。だがそれは酷く甘美な味のするものでもあった。

			「後のことは後になってから考えればいいんだから、ね？　今日みたいな機会もうないかもだし、今日だけは気持ちよくなることだけ考えようよ♡」

			　伯父が制止し、問い掛けなければ、自分はそのまま絶頂まで腰を振り続け、そして伯父の膣内射精を受け入れていただろう。それならば、この問答はなかったのだと思えば、思ってさえしまえば、結果は同じではないか。

			（そ、そう……今日だけ……今日は特別だから……っ！　特別なんだからっ……！）

			　自ら、自分自身に免罪符となる言葉を与えて、七穂は快楽の奈落に身を躍らせる。

			「──……い、いい……いいからっ……中に出してもいいですからっ……この手を放してくださいッ！　イカせてっ！　もうイカせてくださいッ！」

			　膣内射精を受け入れることを、自らの意思で決定し、伝える。媚薬で作られた底なし沼に沈むような感覚が襲う。快楽に溺れた、狂おしく蕩けた艶美な表情で、七穂は伯父に懇願していた。

			「〝中に出してもいい〟じゃなくて、〝おじさんの精液、中に出してください〟っておねだりできたら放してあげようかなー♡」

			「中にッ！　中に出してくださいッ！　おじさんの精液っ、中に出してくださいっ！　だからっ、だから早くッ……早くぅッ！　もう切なくて気が狂いそう……ッ！」

			　今にも涙をこぼしそうなほど目を潤ませながら、七穂は必死の声でアクメ乞いをする。

			「むぅふっ♡　よしよし、いいよ。おじさんと一緒にイこうね♡」

			　満足げに顔を緩ませると、伯父は姪の腰から手を引き、彼女を解放した。

			「あぁぁ……ああぁぁぁぁあぁあああぁああぁぁあぁぁぁぁあぁぁぁぁぁ──ッ♡」

			　──ばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅばちゅッ!!

			　その途端、七穂は腰を全力で躍動させた。

			　猛然と、無我夢中で、一心不乱に。ただ快楽を貪り、肉欲を満たす絶頂だけを目指し、尻肉をブルブルと揺らして腰を振り乱す。

			「うぉほぉおおぉぉぉぉっ♡　イクよ七穂ちゃんっ♡　おじさんの精液、中に出してあげるからねぇっ♡　久しぶりの中出し、よく味わうんだよッ！」

			　射精が迫る伯父が、姪を乗せた腰を下からグンと持ち上げた。その動きに伴って亀頭が膣深部をヅムと突き、子宮膣部周辺をえぐる。

			「ぶほぉおぉぉッ！　出る出る出るッ♡　っごぉおぉぉおぉぉぉぉッ！」

			　──どぉぅっびゅうぅうううぅううぅぅッ!!　どぅびゅりゅりゅりゅりゅうッ!!

			　膣最深部にペニスが達したと同時。パンパンに膨れて赤黒く張り詰めた亀頭が爆ぜたかのように、怒濤の勢いで精液が噴き上がった。

			　宿に着いてからもう四度射精しているにもかかわらず、伯父のペニスはこの日もっとも濃い精液を、もっとも多量に迸らせる。膣内で男根が射精に合わせてしゃくり上げ、それによって子宮膣部が精液を塗り込まれるように捏ね回された。

			「イグイグイグイグイグイグイグイグッ♡　おじさんおじさんおじさあぁんンンッ♡　イグッ！　イぃっグぅうぅぅン────ッ♡」

			　それが引き金となり、七穂は性を知って以来最高で、最大の絶頂に飲み込まれた。　ひときわ甲高く歓声を上げ、女体がグンと弓なりに仰け反った。髪が黒い軌跡を描き、二つの乳肉は同時に跳ね上がって汗の飛沫を散らす。

			「ンぐおぉっ！　七穂ちゃん七穂ちゃん七穂ちゃんッ！　搾りッ、取られるぅっ！」

			　潰さんばかりに締め上げながら擦れる膣肉に、伯父の男根は文字通り圧搾されるように精液を吐き出し続ける。その最中にも七穂の腰は動き続け、射精しているペニスをしごき上げた。

			　──ぶちゅっ！　ぶぢゅンッ！　ぶちゅッ！　ぐぢゅるッ！　ぶっぢゅうッ！

			　姪のボリューム豊かな下半身が貪欲に動くほどに、結合部から汚らしい音を立てて泡立った精液が漏れ出ては、布団に飛び散ってシミを作っていく。

			「ンあぁあぁあぁぁぁッ♡　イクイクッ♡　またっ♡　まだッ、イクッ♡　おっほぁあぁあぁぁぁッ♡　おじさんすっごいィ～っ♡　アッアッアッいぃいぃぃぃンッ♡」

			　伯父の精液が膣内に満ち、内側から下腹部が膨らむような感覚。腰が上下するたび七穂はアクメを繰り返し味わい、視界が白く明滅する。

			　結合部で性器の粘膜が摩擦し合い、生み出される快感。ひたすらに、ただひたすらに快楽を貪る多幸感。
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			（ああ……♡　気持ちイイ……気持ち、イイ……っ♡　どんどん気持ち良さが大きくなるぅっ……♡　なんでこんなに気持ちいいこと、今まで拒んでたんだろう……）

			　絶頂の白い光に飲まれ遠のく意識の中、七穂は性の悦びを全身で味わっていた。

			


			　──チチチ、チュン、チュンッ、チュン……

			　部屋の障子が、夜明け前の青白さに染まる。

			　夜明け前のひんやりとした空気に冷やされた窓の内側は、室内の湿った熱気を受けて結露が広がっていた。

			「あー、もう夜が明けてきたのか……いい加減寝ておかないと、帰りの運転がきついなー……」

			　全裸で男根をぶらつかせて窓辺に寄り、障子を少し開けて外を覗く。伯父は部屋に備えつけの冷蔵庫から取り出した清涼飲料を、一口大きくあおってひと息ついた。

			　汗、精液、愛液、少しばかり小水も。旅館の室内には靄がかかりそうな湿気とともに、様々なニオイが混ざり合った淫臭に充ち満ちていた。

			　伯父は障子を閉め、尻を掻き掻き室内に向き直る。

			「……布団があの有様じゃ、寝るに寝られないなぁ」

			　彼の目に映る二組みの布団は、様々な液体を吸った上、乱れに乱れていた。

			　その上に横たわる姪の肢体は汗と精液にまみれ、湯気が立ちそうな淫臭を放つ。

			「七穂ちゃーん？　おじさんちょっと寝たいんだけどー……？」

			　布団に歩み寄った伯父はしゃがみ込んで姪に声をかけた。七穂は口元に陰毛を張りつかせ、半開きになったぽてっと厚めの唇から白濁をこぼし、どこを見ているともない半開きの目をして浅い呼吸を繰り返す。

			「……聞こえてないか。それにしても、何発ヤッたんだか……これはひどい……♡」

			　仰向けで四肢を投げ出し、さながらひっくり返って腹を出したカエルのような姿を晒した姪。そのだらしなく広げられた両脚の付け根では、半開きのワレメから夥しい精液が逆流し、布団を酷く汚していた。

			「ま、これまでにも中出ししてるんだし……後は運だねぇ、七穂ちゃん……♡」

			　──ぶっぢゅりゅうっ……！

			　下卑た薄笑いを浮かべた伯父の言葉も、七穂の耳に入っていたのかどうか。ぼんやりとした表情をしたままの七穂の膣から、大きく泡を立てた精液が射精よろしく噴き出し、酷い音を立てた。

			


			「おかえり七穂、兄貴も。遅かったけど、どこか寄ってきたのかい？」

			「ただいま、お父さん」

			「おう、ただいまー。道中眠くなってさぁ。仮眠してきたら時間かかっちゃって」

			　バッグを肩に提げた伯父と姪は、玄関で健二のにこやかな出迎えを受けた。

			　伯父の言う通り仮眠はしてきたのだが、実際のところはラブホテルで三時間ほど〝仮眠〟してきたのが帰宅の遅れた理由だった。

			「海はどうだった、七穂。楽しんできたかい？」

			「え、あ、うん……すごくヨかった……楽しんできたよ」

			　ほんのりと頬を染めて俯いた七穂は、目を逸らして短く答えながら、父の横をすり抜けて二階の自分の部屋へと駆け上がっていった。

			「……？　どうかしたのかな、七穂」

			「んー？　そういう年頃なんでしょ。成長したのさ」

			　逃げるように階段を上がっていった娘に首を傾げる健二。そんな弟に、伯父はニヤリと笑って肩を叩いた。

			「はーあぁ……しかし疲れた……七穂ちゃん体力あるわ……」

			「よっぽど海で遊んだのかい？　七穂の面倒見てくれてありがとうな、兄貴」

			「なーに。こちらこそありがとうって言いたいくらいさ」

			　伯父はトントンと自分の腰を叩きながら、自分の部屋も同然に使っている客間へと引っ込んでいった。

		

	

			エピローグ　伯父と姪

			


			　窓ガラスが夕陽を受けて赤く燃えている。

			　夕方になっていくらか過ごしやすさを感じる空気は、夏の盛りが過ぎつつあることを感じさせた。

			「ただいまー……あ……」

			　学校から帰った七穂は、そのまま二階に上がろうと階段を一段登ったところで立ち止まる。

			　二階に上がる前に洗濯機を回しておこうと思い立った彼女は、鞄だけを階段の隅に置くと、階段を降りて脱衣場に向かった。

			　脱衣所に据えられた洗濯機。その横に置かれた洗濯かごには、二日に一回洗う分の洗濯物が収められている。伯父が居候している最近の洗濯物は以前に比べると増えているが、それも七穂はこの夏の間に慣れてしまっていた。

			　伯父はいまだ実家に戻ることなく、居候を続けている。相も変わらず日々なにをするでもなく過ごして、七穂に性的なちょっかいを出し続けていた。

			「あっ、またおじさん……！」

			　洗濯かごの中に、こんもりと投げ込まれている伯父の衣類。洗濯物は溜めずに出せと言っても、いつも溜まってからまとめて出すのだ。その時だけ洗濯物が多くなり、洗って干して畳んでと片付けるのが大変だった。

			「何回言ってもこうだもん……！　もういい加減帰ればいいのに……！」

			　憤る制服少女が、投げつけるように洗濯機に放り込む洗濯物。そうしていると、ふと掴んだ洗濯物に目が留まる。

			　それは伯父のトランクス。彼の体格に合わせた大きさのせいで、存在感まで大きい下着が、姪の手に握られていた。

			　洗濯のたびそれを目にすると、脳裏に鮮明に思い浮かぶ伯父の肉棒の姿形。

			　膣の最奥に余裕を持って届く長さ、膣が広がりきるような太さ。膣粘膜を心地よく引っ掻く、高く張り出したカリ首のエラ。肉の竿にボコボコと浮き出る太い青筋……。

			　これまで何度となく目にし、膣内に咥え込み、細部まですっかり形を覚え込まされた男性器。

			「はぁ……」

			　形を思い出すだけで、そのニオイや味までもが思い出され、七穂は湿った吐息を小さく吐いた。そして、手にしたトランクスを見つめた七穂は、それを鼻先に近づけてスンと嗅ぐ。

			（……ッ、くさ……っ♡　あぁ、でも、なんかたまらないニオイ……♡　ドキドキする……♡）

			　嗅覚を通じて、脳の快感を司る部分を刺激される感覚。ニオイの根源が、快感を味わわせてくれる男性器と、そこから吐き出される魅惑の白露だからなのか。臭いにもかかわらず、不思議と嗅ぎたくなってしまう。そして今度はより鼻を近づけて、深く吸い込むようにしてもう一度嗅ぐ。

			「ふはぁあぁぁ～～～……♡」

			　牡臭さとしか形容のできない臭気に、頭がクラクラと回る。嗅ぐほどに、心拍数が上がり、胸の先と下腹部に疼きが溜まっていった。

			「おかえり～、七穂ちゃん♡　帰ってきてたの気づかなかったよー」

			「ひいッ!?」

			　不意に耳元に息と共に吹き込まれた声に七穂は飛び上がって驚き、鼻に近づけていたトランクスを手から取り落とす。

			　開けっぱなしの脱衣所ドアから、驚かせるためにわざわざ足を忍ばせて入ってきたのだろう。伯父は背後から姪に密着し、腰周りを撫で回していた。

			「おじさんのパンツがどうかしたのかなー？」

			　声をかける前に、姪がしていることを見ていたのだろう。伯父は七穂の反応を見るように、意地悪いニヤつきを顔に浮かべる。

			「べっ、別になにもっ……！　そ、それより、おじさん！　洗濯物は溜めずに出してください！　何回言っても、いつもいつも……！」

			「ごめんねー、ついつい忘れちゃって。洗濯物も溜めずに出すようにするから、こっちも溜めずに出させてほしいなぁ♡」

			　姪の怒った口振りにも、伯父は意に介した様子もない。彼はヘラヘラと笑いながら、姪の尻にハーフパンツの股間を押しつける。

			「ちょ、ちょっと、やめてください……！」

			　口で言うほどの拒絶を体では見せず、七穂は伯父にされるがまま。尻に当たるものの感触はまだ柔らかいものだったが、押しつけられるうちにだんだんと硬く大きくなっていくのが感じ取れた。

			　姪の抵抗は言葉だけでほぼ皆無なのをいいことに、伯父は股間を姪の尻肉に擦りつけながら、七穂の腰を撫でていた手を上半身へと移した。

			「あれ、乳首ちょっと勃起してない？」

			「しっ、してません……っ」

			　制服の上からバストトップを探り、ニプルを指先でクリュンクリュンと回すように弄ぶ。伯父の下着が放つ牡臭さに当てられて甘勃ちしていた乳首は、弄ばれるうちにムクムクと本格的に勃起していく。

			「って言いながら、フル勃起しちゃってるくせに～♡」

			「お、おじさんが弄るからっ……はぅッうンッ♡」

			「こっちのほうは、もうパンツに染みてきてるねぇ。おじさんのパンツのニオイ嗅いで発情しちゃったのかな？」

			　制服のスカートをまくり上げて、股間に滑り込む伯父の手。その指先はショーツの上からワレメをなぞり、愛液の染みたクロッチの感触を確かめていた。

			「っくぅンッ♡　ほんとに、やめてください……！　今日はお父さん、早く帰ってくるんですから……！」

			　体を捩り、伯父の手から逃れようとする姪。しかし伯父の手はそれを許さず、彼女を抱き寄せてさらに体を密着させた。

			「ああ、朝出かける前に、今日は早く帰るって言ってたっけ。じゃあ、あいつが帰ってくる前に終わらせないとね」

			「そうじゃなくてっ！」

			　伯父の勝手な解釈に、七穂は抗議の声を上げる。だがその間にも制服のプリーツスカートがまくり上げられ、丸い豊臀を包む白いショーツが露わになった。それをずり下ろすべく伯父の指がかけられたものの、動きが止まる。

			　伯父は自分のハーフパンツのポケットをごそごそと探り、なにやら思い出した様子で頭髪の薄い頭を掻く。

			「……そういえばコンドーム、昨日の夜使い切ったんだった……ナマでもいい？　ダメだよねぇ？」

			「……～～ッ！」

			　あの旅館での一晩で散々生でのセックスをした後、伯父は七穂に言われるまでもなくまたコンドームを着けるようになっていた。着け忘れたふりをして生で挿入するようなこともなく、律儀なほどしっかりと。

			　七穂にとってみれば、望み通りちゃんとコンドームを着用していることに不満はないはずであった。

			（……お父さんが帰ってきちゃう……御飯の準備だってしておかなくちゃだし……ダメって言っても、おじさんのことだからどうせ……）

			　父に疑いを持たれるのは避けたいという心。早く疼きを鎮めてほしいと火照る体。二つの間に挟まれた思考はもっともらしい理由を用意し、七穂は顔を伏せながら小さく唇を動かす。

			「……お父さんが帰ってくる前に早く終わらせてください……ナマで……いいですから……」

			「あ、いいの？　いやー、言ってみるもんだねぇ♡」

			　顔を伏せた姪には見えぬところで、ニヤリと顔を緩ませる伯父。生挿入を許す言げん質ちを取ると、固太りの中年男は姪のショーツを膝までスルリと下ろす。続けて自らもズボンを下着ごと下ろすと、すでにして全力で勃起した男根が跳ねるように飛び出した。

			「それじゃあ七穂ちゃん、入れてあげるから、洗濯機に両手ついてお尻突き出してくれるかな？」

			　伯父は高角度で反り返っているペニスに手を添えると、姪の尻にビタンビタンと打ちつける。

			「やっ……♡　あっ、やあぁっ……♡」

			　尻を重く叩く男根の感触に、ぞわぞわと官能的な痺れが腰から背筋を通って、脳天へと駆け上がった。

			　七穂は自然と前屈し、洗濯機に両手をついて伯父へと幅広な臀部を差し出す。男根に打ち据えられることが、性本能の扉を開くためのノックであったかのように。

			「うわー……おま○こすごいことになってるねぇ。汁がドンドンあふれて、垂れ流しって感じになってるよ？」

			「やっ、やだっ……見ないでっ……！」

			　桃尻がイヤイヤと首を振るように左右に揺れる。

			　ショーツが下ろされ、露わになった牝肉の割れ目。岩清水さながらにトロトロとあふれ出る愛液が、七穂のむっちりとした太腿の内側をダラダラと垂れていた。

			「イイ感じのローションもあふれてるし、このまま入れちゃうからねー」

			　姪の腰に手を添え、伯父は迫力すら感じるほど雄大な尻を挿入しやすい位置に導く。尻肌を叩いていたペニスがワレメにあてがわれ、形のよい陰唇を亀頭が掻き分けると、亀頭を伝って愛液が肉竿へと流れ落ちた。

			「あ、あ、あぁぁ……♡　入って、くるぅ……っ♡」

			　七穂の肉汁が潤滑を生む無抵抗な穴の入り口へと、肉棒が潜り込む。膣口が少し突っ張る感じを覚えるほど太いものに、肉の穴が奥へ向かってこじ開けられていった。

			「おぉ～～～、すごいっ！　おま○こ、トロトロなのにギュウギュウ締まるっ！」

			「ンあぁっ♡　太いっ♡　密着して……奥まで広がる感じ、イイん……っ♡」

			　肉棒に拡張され、占有される膣内。膣肉がミッチリと男根に密着して締めつけ、その形を粘膜で感じ取れそうなほどだった。

			「この、ダイレクトに密着する感じが最高だよねぇ、ナマハメは♡」

			「う、うンッ♡　あっ、やだっ、違うっ、今のはァッ……」

			　快感に勢い余り、思わず漏れてしまう本音。慌てて取り消そうとするも、一度出てしまった言葉は引っ込むはずもなく、伯父の耳に入ってしまう。

			「むっふふ、いいんだよー、素直なのが一番っ！」

			　──パンッ！　パンパンパンパンパンパンパンパンパンパンパンッ!!

			　一突き力強く腰を叩きつけた後、伯父はすぐさま高速ピストンで姪の尻を乱打し始めた。

			　七穂の背中を見下ろす格好になっている伯父の視界の真ん中で、磨き上げられたような黒々とした艶を見せるポニーテールが波打って揺れる。その目が、巨大な桃のような淫尻と、まくり上げられたプリーツスカート、そして制服の背中を眺める。

			「いつだったかもこうやってここでエッチしたねぇ」

			（そういえば……そんなことあったっけ……）

			　脱衣所で、洗濯機に手をついての立ちバック。伯父の言葉に、いつの日だったか素股を初めて体験した日のことがふと思い出された。

			「いや～……七穂ちゃんも成長したねぇ……うんうん」

			　あの時の素股と、今この時の生セックス。二つの情景が重なり合う。

			　自らの口で、ナマでもいいからと言ってしまうようになった自分。恥知らずな自分の変化を実感し、七穂は恐れを覚える。一方で伯父はと言えば、そんな彼女の変化に満足しているのか、顔をニヤけさせ続けていた。

			（やだ、私……いつの間にこんな、生でセックスしちゃうことにも抵抗感が薄くなってたの……？）

			　以前なら嫌悪と憎悪を生じさせていた行為を、いつかしら受け入れてしまっている。コンドームを着けるようにと自分が伯父に求めたにもかかわらず、旅館の一晩では生ですることを許した。今日、今もまた、自ら生でいいからと口にしてしまった。

			　伯父との肉体関係の敷居が低くなってしまっている。そうなってしまうほど、快楽を覚え込まされてしまったことを自覚し、七穂は洗濯機に爪を立てた。

			「あぁぁっ♡　やだっ、なんでっ♡　なんでこんなにっ、気持ちイイのぉっ♡」

			　突き上げてくる腰が尻にぶつかり、体が揺さ振られる。性器だけでなく、衝撃が伝わる全身に広がる快感。伯父とセックスをしているという背徳感。そして、父がいつ帰ってくるかもしれないという緊張感が生む、倒錯的官能。

			　肉体と精神の両面から同時に昂る性感に、七穂は唇からよだれをこぼして悦よがる。

			「おじさんも気持ちイイよぉ♡　七穂ちゃんだからこんなに気持ちいいんだなぁ」

			「あっうっ♡　うくンッ♡　わ、わたしっ、だからっ……？」

			「そうだよっ！　七穂ちゃん以外じゃこんなに気持ち良くなるはずないよ！　七穂ちゃんもそうだったらおじさん嬉しいなぁ♡」

			　膣内に感じる伯父のペニスが一回り大きく膨張するのを感じられた。これまでの経験で射精が近いことを覚ると、七穂の背筋にゾクリと心地よいものが這った。

			（私の、私のこの気持ち良さも、おじさんだから、なの……？　おじさんだから、私もこんなに気持ちイイの……？）

			　他の経験がない七穂にはわからない。だが、今現在も感じ続けているこの快感は、間違いなく伯父から与えられている。その事実が、伯父の言葉が自分にも当てはまるものだと思わせた。

			「おっおぉっ♡　七穂ちゃん一段と締まってっ、う、おぉ……もう、出そう……！」

			「だっ、だめっ、だめっ、まだっ、まだっ……！」

			　七穂の絶頂感はまだ最高潮には足りていない。絶頂を迎える前に伯父が一人絶頂してしまえば、父がいつ帰宅するかもわからない状況でもう一回とはならないだろう。そんな寸止めになることを七穂は咄嗟に嫌い、自らを絶頂させるため、腰を動かした。

			「ちょっ、ちょっと待ってっ！　あんまり激しくするとすぐ出ちゃうからっ！」

			　七穂自身の引き出す最良ポイントへ、伯父の肉棒を擦りつけるため必死に振られる腰。くねっくねっと艶めかしく動く尻に合わせて、肉棒と肉穴の擦れ具合が変わり、刺激の変化が快感を増幅していく。

			　快楽を貪るために、理性も羞恥もなく伯父の男性器に向かって媚びる姪の下半身。伯父に媚びることすら官能として七穂を昂らせる。

			　そうするうちに、射精を堪える伯父の腰は動きを止め、逆に七穂だけが腰を使う格好になっていた。

			「くほぉっ♡　すごいスケベな腰使いッ♡　うっおっ!?　そんなにケツ振ったらおじさん出ちゃうよッ！　中に出ちゃうッ！　中出ししちゃうよぉッ!?」

			「やっあぁっ♡　中出しはだめぇっ♡　中出しされちゃうっ♡　やだっ♡　やあっ♡　おっ！　゛おンッ！　イクイクッ！　イックッ！　イッくぅうぅうぅ──ッ！」

			　膣内射精を嫌悪拒絶する言葉を口にはしながらも、最後の瞬間、伯父に向かってグイグイと押しつけられる肉厚な淫臀。伯父は押しつけられてくる姪の尻を両手でホールドし、尻の割れ目に腰を埋めるようにして、より深くペニスを膣へと突き入れた。

			　性器が深く結合した瞬間、伯父と姪の性感がシンクロし、同時に絶頂へと達した。

			　──ぶっびゅるぅうぅぅううぅぅぅッ!!　ずびゅるびゅるるるりゅうぅぅぅッ!!

			　精液が尿道を膨らませながら駆け上がり、鈴口を割り広げて躍り出た。七穂の肉欲が宿った膣肉は、精液を噴き上げる男根を根本から締め上げ、膣奥へ吸い込むような蠢きで精液を搾り出す。

			「゛あっ゛おぅっ♡　ン゛あっ゛あんぅうぅぅッ♡　精液出てるぅっ♡　奥にドクドク中出しっ♡　きもちイッ♡　あぁっまたっ♡　またイクイクイクイクイクッ♡」

			　硬さを感じるほどに濃いスペルマが高圧で打ち出され、子宮口を高圧洗浄機よろしく洗う。そうして射精されてくる精液が子宮口にぶつかって砕けるたび、七穂は意識が飛ぶ寸前の痛烈なアクメに飲み込まれた。

			（あぁこれこれこれぇっ♡　これ、最高に感じちゃうっ♡　コンドームがあると感じられないこのビュービューくる感触……っ♡　だめになっちゃうぅぅ……っ♡）

			　躊躇も疑いもなく、七穂は極自然に膣内射精を受け入れ、生交尾に悦ぶ自分に疑問もない。忌避すべき膣内射精すら、快楽に深みを与えるスパイスとして享受する。

			「うむふぅうぅ～……♡　本当に、搾り取られてる感じっ……！　しばらくぶりのナマハメ中出しだったから、七穂ちゃんのおま○こががっついて精液飲んでるよ♡」

			　姪の尻に腰を強く密着させたまま動かず、伯父は姪に膣内射精する愉楽を噛みしめる。彼が腰を使うまでもなく、七穂の牝本能に司られた膣肉が締まり、蠢き、男根に奉仕していた。ただ挿入しているだけで入力されてくる快感のままに、伯父は心地よい精液の放出を楽しむ。

			（あっ……♡　まだ、まだイク……♡　イクのが止まらない……どうしよ……♡）

			　伯父の精液を膣内に詰め込まれるように流し込まれ、長く長く尾を引く絶頂の余韻。汗ばんだ頬に、ポニーテールの毛先が張りつく。七穂はアクメ震えを豊満な女体にビクビクと表しながら、膝から崩れ落ちそうになるのを洗濯機にしがみつくことで耐えていた。

			「お……？　今日はセックスが終わったいいタイミングで帰ってきたな」

			　伯父の精液が姪の生殖器内に全て出し尽くされ、乱れていた二人の呼吸が落ち着いた頃。聞き慣れた車のエンジン音が耳に届いた。

			「じゃあ七穂ちゃん、健二のヤツを出迎えてやろうか」

			　太い体格の中年男は、念入りに子種を注入したペニスを姪から抜き取る。そして、素早く彼女のショーツを引っ張り上げて穿かせ、下卑た薄笑いを見せた。

			　穿き直させられたショーツの内側に、ペニスが抜けた後の膣内からスペルマが流出して広がり、一部は太腿の内側を伝って落ちる。

			「うぅっ……!?　やだっ、気持ち悪い……っ！」

			　あふれ出た精液が染みるショーツが股間に張りつく。ぐっちゃりとねばつきながらひんやりとした感触に、七穂は顔をしかめて不快感を露わにする。

			「ほらほら七穂ちゃん、健二が帰ってくるよ。俺はリビングにいたふりするから」

			　家の外、カーポートから聞こえる車のドアが閉まる音。伯父は下ろしたままだった自分のズボンを引っ張り上げると、足早にリビングへと滑り込む。

			　それとほんの数秒の差で、玄関のドアが開いた。

			「お帰りなさい、お父さん」

			「ただいま。七穂も帰ってきたばかりかい？」

			　玄関に入ってきた健二を、なにくわぬ顔で七穂は出迎える。その娘が制服姿のままでいるのを見て取り、父は娘がまだ帰宅したばかりなのだろうと思ったらしかった。

			「う、うん。ついさっき……」

			　まさかたった今まで伯父とセックスに耽っていたなどと言えるはずもなく。七穂は小首を傾げてポニーテールを揺らし、視線を泳がせながら右目の下のホクロを掻く。

			「健二おかえり～。今日は早かったなぁ」

			　ヒョコッとリビングから顔を出して弟の帰宅を迎えた兄は、ポリポリと尻を掻きながら玄関ホールに歩み出る。

			　その口振りと仕草は、七穂からすればあまりに白々しく映ったものの、なにも知らない健二からすれば極々自然ないつも通りの兄だった。

			「ただいま兄貴。忙しくなる前の、体力温存期間みたいなもんさ……」

			　健二は娘と兄に背を向け、靴を脱ぎながら言う。その背中を向けられた隙に伯父は七穂のそばに近寄って隣に立ち、しれっとした顔で彼女の下半身に手を伸ばすと、尻肉を鷲づかみにした。

			　一瞬、七穂は伯父にキッと鋭い視線を向け、調子に乗っているとバレるぞとテレパシーを送るように睨んだ。

			「しばらくしたら、帰りが遅くなる日が続きそうだよ。出張も増えそうだし」

			「へぇ～……そりゃ大変だなぁ～……」

			　ニマァッと伯父の顔が大きく歪む。そして口だけ動かし、『今の聞いた？』と、睨んでくる姪に無言で言葉を投げかけ、掴んだ尻肉を強く揉み上げた。

			　──ぶぢゅるるっ、ぶびぴっ……

			　七穂の膣内に溜まった精液が、尻肉を揉まれた拍子に音を立てて漏れ出し、七穂は顔を強張らせる。

			「ふふっ、なんだ七穂、お腹空いてるのか？」

			　その音は父の耳にも届き、彼は娘の腹が鳴ったものだと思ったらしく、脱いだ靴を揃えてから振り返ると、娘に笑いかけた。

			「そ、そう！　お腹空いちゃって……えへへ……」

			「ハハハ、七穂ちゃんの〝オナカ〟は〝食いしん坊〟だからなぁ」

			　咄嗟にはぐらかす姪と、それに口裏を合わせる伯父。伯父はスルリと七穂から離れると、自室代わりの客間に足を向ける。

			「晩飯まで俺、部屋にいるから。御飯できたら呼んでね七穂ちゃん～」

			「あっ、はっ、はい……」

			　姪がぴったりと閉じている膝の間で、垂れ落ちた精液がヌラヌラと光沢を放っている。それを見て取り、伯父はニヤリと口元を緩めながら客間に引っ込んだ。

			「……やれやれ……自分の娘があんなに牝臭さと精液臭さをプンプンさせてるのに、気づかないもんかねー？」

			　客間のドアを閉めた後、伯父は鈍感な弟に向けて一つ嘲笑めいた言葉を呟く。そして、客間に敷きっぱなしになっている布団に寝転がった。

			「さーて……あいつが忙しくなって出張が増えたら、俺も忙しくなるなぁ……七穂ちゃんに新しいこと教えてあげないと♡　オモチャも使ってあげようかな～？」

			　伯父はズボンのポケットに手を突っ込み、スマートフォンを取り出す。そしてインターネット上の通販サイトへアクセスし、楽しげな顔で商品検索欄に性玩具の商品名を入力していく。

			「……あ。そうだ。七穂ちゃん、自分じゃ買うの抵抗あるだろうし、あれも買っておいてあげるか……」

			　性玩具をいくつかカートに入れた後、もう一つ商品名を入力して検索する。そうして表示された商品を最後にカートへ入れ、伯父はその他の性玩具とともに購入の手続きを完了させた。

			「……よし、と。ちゃんと反応が出る頃に渡さないとだめだし、七穂ちゃんに前の生理日がいつだったか聞いておかないと……ぐふっ……♡　いやぁ、楽しみ楽しみ♡」

			　伯父が最後にカートへ入れたもの。それは──［妊娠検査薬］
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